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平成25年度全国高等学校総合体育大会 北九州市実行委員会
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私たちは、201
北部九州総体

八王子キヤンバス

|メ ディア学部 |コ ンピュータサイエンス学部 日応用生物学部
〒192-0982東京都八王子市片倉町1404-1豪 ,0120‐ 444‐903

■口頭口臨駆口璽■
放送・映画・声優・俳優・ア=メ

・マンガ・グーム・CG
●ヨヨ囮コロロ回ヨロ
グラフィック・イラスト・Web・ インテリア・プロダクト

■墨目目匹■□□因匪囲■
プレイヤー・ヴォーカル・作日由・コンサート・レコーディング・ダンス

田■ロコ回ヨ■
IT・モバイル・ネットワーク・セキュリティ・ビジネス

■ロコ班コロロEE四日囲日
ロポット・電子・電気・自動車・環境・バイオ・建築・土木・造口・機構・CAD
ロヨロロコロヨ■
鍼灸・柔道整復・臨床工学・診療情報管理・医療事務

■國日目Σ口Z囲ヨ■
トレーナー・フィットネス・インストラクター・スポーツビジネス・保青・サッカー・テニス

Eコ

オープンキヤンパス 8/31(土 )9/28(土)10/26(土 ) 10:00～ 15:00 事前予約不要

国際武道大学は
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所購:地蔦千葉県勝浦市新官 841番 媚
| ′  お問い合わせ先
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入言式フ リ @budo-u. ac. jp

東京工科大学 WWW・ teu・ aC・jp

0

匝亜□D
Iデザイン学部 1医療保健学部

臨 床 検 査 学 科 (認可申請中)※ 2014年 4月 開設予定 /

看護学科/臨床工学科/理学療法学科/作業療法学科

〒144-8535東京都大田区西蒲田5-23-22 1函 固0120‐ 444‐925

蒲田キャンパス

学院専門学校 WWW・ neeC・ aC・jp

学院八王子専門学校
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〈八王子キヤンパス〉〒192-0983東京都八王子市片倉町1404‐1画面 0120‐444‐700
姉妹校 :日本工学院北海道専門学校

●�
h三」∠

嘔

赳
凩
ピ
¬

仄
¬

団
口
脇

ヽ

奪

=ヽ ¬

曇き、
ヽこ蕉
L:ヽ 1
ゝ 良

マ
E:ヌ捩:多 ;
L /ノЧ

L=・ ● ′ Ч
L  ´
'

L

丸
`

卜」

ヴ

¬ 」

′ .

/
11

d

ル :



土l口|1平成25年度全国高等学校総合体育大会
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学生服 や体操服 の先 にあ る、子 どもた ちの さまざまな体験 や時間 。私 た ちは、そのすべ てを

応援できる企業でありたいと思つています。160周 年 を迎 えた本年、子 どもたちのより良い未来を

つむ ぐために、新 たな一歩 を踏 み出 します。カンコー学生服 に これか らもご期待 ください。

■「κ4ⅣK0
2013年 8月 、「尾崎商事株式会社 」は

「菅公学生服株式会社 」へ。

」目目L(公財)日本中学校体育運盟推薦
11「  (公財)日本中学校体育運盟シンボルマ

ーク付

NEL(公 財)全国高等学校体育連盟協賛
、ヮ
"甲

ア   インターハイ協賛

6

菅公学生服株式会社

〒700‐0024岡山県岡山市北区駅元町 15番 1号岡山リットシティビル5F
TEL 086(898)2500 FAX086(898)2510(公社)全国高等学校文化連盟協賛

〒813-0034福岡県福岡市東区多の津4-24-25
TEL 092(621)8852 FAX092(624)8853

〒803-0801福岡県北九州市小倉北区西港町108-2
TEL 093(563)2600 FAX093(563)2602

カンコー学 生 服 □ http://kanko― gakuselfuku co ip/

菅公学生服株式会社 お客様相談室 フリーコール 0120‐712983

9:00～ 17:30/土・日・祝日除く。※携帯電話、PHSか らもご利用いただけます。

〈北部九州販売拠点 )

菅公学生服株式会社 福岡営業所 菅公学生服株式会社 大分営業所

菅公学生服株式会社 北九州目業所 菅公学生服株式会社 長崎営業所

〒870-0911大分県大分市新貝11番 16号
TEL 097(503)1255 FAX097(503)1212

〒852‐8024長崎県長崎市花園町1-1
TEL 095(832)1710 FAx095(832)1711

カンコー学生服は、子どもたちの健康と学業成就を願って

学問の神様である菅原道真公 (菅 公 =カ ンコー)に

ちなんで名付けられました。

」ンけ
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組菫発売中::

OXYは 校生アスリートを応援 しています。
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平成25年度全国高等学校総合体育大会
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登山、自転車ロード、カヌー、ボート、ヨツト

感 動 を カ タ チ に して す べ て の 人
へ ご不明な点は下記連絡先までお問い合わせください (平日10100～18:00)

株式会社フォトクリエイト
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「 つな ぐ力 」で

皆 さまを応 援 します。

ヽ

日本郵政グループは、総合生活支援企業グループヘ

0。
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創業以来、日本全国の郵便局を通じて、

地域とともに歩んできた日本郵政グループ。

私たちは近年、お客さまの人生のあらゆるステージで

安全。安心。快適な暮らしづくりのお役に立つ

「総合生活支援企業グループ」への進化を目指し、

新しい事業にも積極的に挑戦しています。

東京駅前にオープンしたJPタ ワーもその一例。

商業施設「 K:TTE(キ ッテ )」 には

東京初出店48店 舗を含む98の お店が出店。   ′

地域と東京をつなぎ、古きよきものや新 しいものと

お客さまとの出会いをつないでいます。
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これからも、人の心と心、そして地域をつなぐ存在でありたい。

日本郵政グループに、どうぞご期待ください。
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』LF'日本郵政グリレープ

日本郵政 グループは「 平成 25年 度全 国高等学校総合体育大会」に協賛 しています。
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私たちは電気やガソリンなどのエネルギーを使用することで便利な生活をすることができます。しかし、エネル

ギーに頼りすぎることで大量のC02が排出され、地球が温暖化していることが問題になつています。地球が温暖化

すると熱中症など屋内、屋外問わず快適にスポーツを楽しむことができなくなるかもしれません。みなさん一人

一人の行動が温暖化を防止し、みなさん自身が快適にスポーツを楽しめる社会づくりにつながります。

環境省は楽しみながら実践できる取組をこれからも提案していきます。

地球にやさしい夏の過ごし方 クールシェア

エアコン消して

涼しいところにあつまろう

クールシエア以外にも

様々な取組があります。

地球にやさしい移動

「移動 」を「エ コ」に。夏の暑い日、家の半分以上をエアコンが使つ

ています。そこでひとリー台のエアコンをや

め、涼しい場所をみんなでシェアするのが

C00L SHAREです。公園や図書館などの公

共施設のほか、地元のお店などの協力で暑

さを忘れて過ごせる場所を増やしましょう。

おうちでクールシェア

3台のエアコンをつけていたら2台を

止め、 1部屋に集まり家族団らんを。

夏の日中(14時 頃)の

消費電力 (全世帯平均〉

照明5%

テレビ6%

(資源エネルギー庁の推計 )

パブリック空間やカフェなどを、エア  里
コンを止めて来た人たちに提供する。

地球にやさしい冬の過ごし方
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いつまでも残したい、世界でたった1枚だけの
オリジナノンデザインカードをお作りいただけます。

※画像 (カードデザイン)はイメージです。実際の封簡は別途 (お客様用カード台紙)に なります
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2013北部九州総体

コカ・コーラは2013北部九州総体を応援しています。

2013年

7月 28日 (日 )
$

8月 20日

Jヽr#インターハイ 会場からのメッセージや写真を全国に届けよう!
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このマークは、若人の力と技と明朗な精神を象徴するものです。
マークを構成している 3つの「K」 は、次の ドイツ語の頭文字を
とったもので、若人の情熱を示す紅色によって浮き出され、高体

連のシンボルマークとされています。

KRAFT  KUNST
力      技

KLARHEIT
明朗な精神

● 大会愛称

2013未来をつなぐ北部九州総体
全国高等学校総合体育大会は、頂点を目指し仲間と努力してきた選手たちが日頃
の成果を競う場であり、新たな出会いが生まれ、多くの友情や感動が生まれること

でしょう。大会に関わったすべての方が夢や希望を抱き、未来へ羽ばたくことにつ

ながると思い、このフレーズを考えました。

作者 大坪 愛 (福岡県立東鷹高等学校)

競技に出場する選手の皆さんだけでなく、この大会を支える

北部九州の高校生みんなでこの大会をよいものとし、全国の高

校生に風が吹くような、若々しい迫力で一生懸命に戦ってほし

いという気持ちを込めました。

作者 坂田 ちひろ (長崎県立長崎北陽台高等学校)
スローガン毛筆作品

作者 和田 佳奈  (大分県立大分舞鶴高等学校)

ガ
タ
嗅

贅
挙
九
州
ヘ

● 大会スローガン

● シンボルマーク

● 20′θ

このマークは高校生の生き生きとした躍動をイメージしました。ま

た、スポーツを楽しみ一致団結する様子を表現しました。 4つの丸で
4県を表し、高校生のさわやかさを表しました。

作者 大串 梓紗 (佐賀県立有田工業高等学校)

● 大会ポスター図案

躍動感を出すために、明るい色づかいにしました。試合での

勝利だけでなく、自分の輝きも勝ち取ってほしいということで

中央に光を描き、まわりは努力の汗をイメージしました。

作者 小野 莉沙  (大分県立大分舞鶴高等学校)
大会ポスターレイアウト

作者 時津 美沙 (大分県立鶴崎工業高等学校)
徳冨 梨那 (大分県立鶴崎工業高等学校)
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男子学校対抗 優勝・準優勝
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高松宮記念杯 文部科学大臣杯

(公財)日本バ ドミントン協会優勝旗    (公 財)全国高等学校体育連盟会長杯

(公財)全国高等学校体育連盟
バ ドミントン専門部長準優勝杯

餓
閲
鰹

(公財)全国高等学校体育連盟準優勝楯
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高松宮記念杯

(公財)日本バ ドミントン協会優勝旗    (公 財)全国高等学校体育連盟会長杯

(公財)全国高等学校体育連盟
バ ドミントン専門部長準優勝杯

隧嶼

(公財)全国高等学校体育連盟準優勝楯
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男子
ダブルス
シングルス 優勝・準優勝
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(公財)日本バドミントン協会長トロフィー  (公財)全国高等学校体育連盟トロフィー
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(公財 )全 国 高 等 学 校 体 育 連 盟 トロフ ィー   (公 財)全国高等学校体育連盟バドミントン専門部長杯
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あ い さ つ

公益財団法人  全国高等学校体育連盟

会  長 平 池 徳 見

皇太子殿下、同妃両殿下の御臨席を仰ぎ、平成25年度全国高等学校総合体育

大会「2013未来をつなぐ 北部九州総体」が、大分県、福岡県、佐賀県、長崎県に

おいて『吹きわたれ 若人の風 北部九州へ』を大会のスローガンとして、全国各地の

予選を勝ち抜いてきた選手が一堂に会し、盛大に開催されますことは、インターハ

イ関係者はもとより、広くスポーツを愛好する者にとって大きな喜びであります。選

手の皆さん、改めて、今、この地に立つ喜びを実感していただきたいと思います。全

国高等学校体育連盟にとりましても、高等学校における体育・スポーツ活動のより

一層の発展と競技力の向上を願うばかりです。

栄えある全国高校総体に出場される選手及び学校関係者の皆さん、出場おめで

とうございます。これまでの御努力に対し心から敬意を表します。大会では、これま

での厳しいトレーニングで培った実力を遺憾なく発揮し、各都道府県の代表として

のプライドを胸に、生涯、記憶に残る実り多い大会になることを強く希望します。

昨年は、ロンドンオリンピックが開かれ、日本選手団は、前回のアテネオリンピッ

クを上回る最多の38個のメダルを獲得しました。競泳男子400メ ートル個人メド

レーで銅メダルを獲得した17歳の萩野公介選手に代表されるように、10名の高

校生が出場し、その活躍が話題となりました。同様に、高校生のスポーツの祭典で

ある本大会に出場する選手の皆さんにも、次代を担うトップアスリートとしての期待

を込めた熱い視線が注がれています。自信と誇りを胸に堂 と々競技し、今こうしてス

ポーツに打ち込める幸せに感謝しつつ、全国に夢と感動と絆の強さを発信してくれ

ることを心から期待します。

さらに、本大会に全国から参加した皆さんは、この機会にぜひとも地元の方 と々の

交流を深め、信頼と友情の輪を広げて下さい。また、好きなスポーツに取り組める

喜びを胸に、大会開催地、ひいては地球環境へも配慮した思いやりのある行動等

を通じて、これからの日本社会を担う有為な人材として、一層成長することを強く望

みます。
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あ い さ つ

公益財団法人 日本バ ドミントン協会

会 長綿 貫 民 輔

全国各地から日本の将来を担う高校生諸君をここ北九州市に迎え、平成25年

度全国高等学校総合体育大会高松宮記念杯第64回全国高等学校バドミントン選

手権大会が開催されますことは、誠に喜びにたえません。

本大会は、高校生最大のスポーツの祭典です。「吹きわたれ 若人の風 北部九

州へ」のスローガンのもと若々しい迫力で一生懸命に戦ってほしいと思います。

本協会は、最重要施策としてジュニア強化育成に取り組み、これまでに大きな成果

をあげてまいりました。昨年は、アジアユースU19での団体優勝、世界ジュニア選

手権大会での団体準優勝、男女シングルス優勝など皆さんの先輩が大活躍をし、

私たちに大きな希望を与えてくれました。また、ロンドンオリンピックでも女子ダブ

ルスにおいて藤井、垣岩選手が日本バドミントン界の悲願であったメダルを獲得さ

れました。このような流れが、本大会を契機に更に加速し、高校生選手層の競技力

の向上が一層図られるものと確信しております。

各県を代表して参加されている選手の皆さんは、これまでに培われた技と力を存

分に発揮し、全力を尽くして競技していただきたいと思います。また、今回参加して

いる選手の皆さんが、本大会で交流を深め友情を育み切磋琢磨され大きく飛躍し、

次の世界ジュニア選手権大会の選手として、更にはオリンピックの日本代表として

出場し、活躍されることを期待しております。

終わりに、本大会の開催にあたり、深い御理解と御協力をいただき、その準備の

ために格別なる御尽力を賜りました地元関係各位、並びに大会役員の皆様に心か

ら敬意を表しますとともに感謝申し上l六 挨拶といたします。
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祝 辞

文部科学大臣 下 村 博 文

平成25年度全国高等学校総合体育大会「2013未来をつなぐ 北部九州総体」
が、全国から多数の参加者を得て、開催されますことを心からお祝い申し上げます。

全国各地の厳しい予選を勝ち抜き、本大会への出場を果たされた選手の皆さん、

本当におめでとうございます。これまでの皆さんの懸命な努力と、それを支えた御家

族や指導者をはじめ、関係者の方 の々御尽力に心から敬意を表します。

本大会は、国内最大規模の高校生スポーツの祭典であるとともに、スポーツを愛

する全国の高校生にとってあこがれの舞台でもあります。そして、これまでの長い歴

史の中で、数多くの熱いドラマや感動を呼び、我が国のスポーツの発展に大きな役

割を果たしてきました。

選手の皆さんが本大会のスローガンである「吹きわたれ 若人の風 北部九州へ」

のとおり、自分の目標に向かって実力を十分に発揮し、北部九州の夏に高校生らしい

爽やかな「青春の風」を吹かせ、たくさんの人に感動を与えて下さい。そして、この機

会に全国の仲間たちとの交流を深め、皆さんにとって生涯の思い出に残る大会とな

るよう願っています。

今、2020年のオリンピック東京招致活動に国を挙げて全力で取り組んでいるとこ

ろです。皆さんの中からも、本大会を契機として、オリンピックでメダルを獲得する選

手が現れることを期待しています。

結びに、本大会の開催に御尽力いただいております関係者の皆様、そして、「北部

九州 join!joy!」 の愛称のもと、一致団結して本大会の準備と運営に携わった多く

の地元高校生の皆さんに敬意を表し、心よりお礼を申し上げますとともに、本大会の

成功を祈念して、お祝いの言葉といたします。
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歓迎のことば

福岡県知事 小 り|1   洋

「吹きわたれ 若人の風 北部九州へ」のスローガンのもと、平成25年度全国高等

学校総合体育大会「2013未来をつなぐ 北部九州総体」が、福岡県を含む北部九州

4県で盛大に開催されますことは誠に喜ばしい限りです。

全国各地の厳しい予選を勝ち抜いてこられた選手、監督をはじめ、関係者の皆さ

ん、ようこそ福岡県へお越しくださいました。500万人の県民を代表して心から歓迎

申し上げます。

インターハイの愛称で広く親しまれている本大会は、高校スポーツ最大の祭典であ

るとともに、全国の高校生にとって憧れの舞台であり、本県では、昭和49年以来、3

9年ぶりの開催となります。開催にご尽力いただきました関係者の皆さんに深く感謝

申し上げます。

選手の皆さんには、これまでの練習の成果を存分に発揮し、大会のスローガンにふ

さわしい若さあふれるプレーで、大会を大いに盛り上げていただき、ここ福岡の地か

ら全国に夢や希望、そして元気を届けていただくことを期待しています。

また、大会運営を支えるさまざまな活動に多くの地元高校生がボランティアとして

参加しています。ぜひ、それぞれの会場で次代を担う若者同士が交流を深め、友情の

輪を広げられることを願っています。

ご来県の皆さんには、ぜひこの機会に、福岡県の豊かな自然や食、長い歴史の中

で育まれた優れた伝統と文化など、多彩な魅力に大いに触れていただきたいと思いま

丸

本大会が一人一人の心に深く刻まれ、この夏が思い出深いものとなりますことを祈

念いたします。
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歓迎のことば

北九州市長 北 橋 健 治

平成25年度全国高等学校総合体育大会が、ここ北九州市において開催されます

ことを心よりお祝い申し上げますとともに、全国各地からお越しになられた選手、監

督、役員の皆様を、北九州市民を代表して心から歓迎します。

全国各地の厳しい予選を勝ち抜き、本大会への出場を果たされた皆様の懸命な努

力と、これを支えてこられた指導者やご家族をはじめとする関係者の皆様のご尽力に

、深く敬意を表します。

北九州市は、今年2月に市制50周年を迎えました。この半世紀の歩みのなかで、国

際的にも認められている環境の取り組み、ものづくりのまちを支えてきた高い技術力

、青い海と緑の山々に囲まれた豊かな自然環境など本市が誇る様 な々強みや魅力が

生まれ育ちました。そして、今年は次の50年に向けた、新たな一歩を踏み出す年であ

り、この大きな節目の年に「2013 未来をつなぐ 北部九州総体」を開催できるこ

とは、本市にとって未来への新たな一歩にふさわしく、また、大変意義深いことであ

り、嬉しく思います。

スポーツは言葉や生活習慣の違いを超え、人々に大きな感動や楽しみ、活力をもた

らすものです。選手の皆様には、日ごろの練習の成果を遺憾なく発揮し、若さあふれ

るプレーで多くの人 に々元気と感動を与えていただくことを期待しています。

また、熱戦の合間には、本市の誇る自然や食を通じて北九州市の魅力を感じてい

ただき、皆様の地元で多くの方々に伝えていただけることを願っています。

結びに、本大会の開催にあたり、ご尽力いただいた多くの関係者の皆様に感謝申

し上げますとともに、選手の皆様のご健闘、そして本大会の成功を心より祈念して、

歓迎のことばといたします。
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あ い さ つ

公益財団法人  全国高等学校体育連盟

バドミントン専門部長 帰 山 好 和

『吹きわたれ 若人の風 北部九州へ』のスローガンのもと、平成25年度全国高等
学校総合体育大会バドミントン競技 高松宮記念杯 第64回全国高等学校バドミ
ントン選手権大会が福岡県北九州市の皆様のご尽力のおかげで盛大に開催できま

すことは誠に喜ばしい限りであります。

さて、4月 25日に日本体育協会、日本オリンピック委員会、日本障害者スポーツ協

会、全国高等学校体育連盟、日本中学校体育連盟の5団体によって『スポーツ界にお

ける暴力行為根絶宣言』が採択されました。これを基に『運動部活動における体罰

根絶に向けての行動宣言』を高体連版として作成し、各高等学校に発信しています。

これは人類が生み出したスポーツという貴重な文化をさらに発展させるために、運動

部活動における体罰を許さない強固な意志を高体連の中から示し、運動部活動を広

く人々に共有される文化として発展させていくことを目的としています。バドミントン

競技としては、この北部九州総体に出場する監督・選手の皆様を中心に、より良い形

で全国に広げていってほしいと願っています。

そして、本日からいよいよ日本の高校生最大の祭典である『2013未来をつなぐ北

部九州総体』が始まります。シンボルマークは、高校生の生き生きとした躍動感でス

ポーツを楽しみ、一致団結する姿を示すもので、それを参加する高校生全員が心おき

なくアピールしてほしいと思っています。またドイツ語で表された高体連の3つの『K

』 KRAFT/KUNST/KLARHEITに描かれる『若い力と技と明朗な精神』を選
手の皆さんが精一杯発揮するとともに、平常心を忘れず、互いに頂点を競う1都 1道

2府43県の代表として、その熱戦に新たな歴史の1ページを刻んでほしいと祈念して

います。そして、全国各地の高校生がインターハイを通じてそれぞれの分野を超えて

一つに繋がり、友情の輪を大きく広げてくれることを期待しています。

結びになりましたが、平素より熱心に指導されている指導者の皆様に心より敬意

を表するとともに、本大会開催にあたりご指導ご協力を賜りました関係各位と地元

高校生諸君の献身的な活動に対しまして心よりお礼を申し上げます。

-13-



歓迎のことば

福岡県バ ドミントン協会

会 長本 田 正 寛

全国各地より多くの選手の皆様をお迎えして、「吹きわたれ 若人の風 北部九州
へ」のスローガンのもと平成25年度全国高等学校総合体育大会高松宮記念杯第64

回全国高等学校バドミントン選手権大会が福岡県北九州市において、このように盛大

に開催されますことは大きな喜びであり、心より歓迎申し上げます。

ここ北九州市は、本年2月 10日に市制50周年を迎えました。20世紀は四大工業地

帯の一つとして、我が国の経済発展に寄与しましたが、現在は、「環境未来都市」とし

て選定され、環境、超高齢化、国際環境ビジネスなど将来に向けた取組を積極的に推

進する街に生まれ変わりました。

また、この北九州市は、二人のバドミントンオリンピアンが育った街です。アテネオリン

ピックに出場した森かおり選手。北京オリンピックとロンドンオリンピックに出場した池田

信太郎選手と潮田玲子選手です。本大会を通じて、この北九州市が選手の皆さんにと

って特別な街になることを願っています。

選手の皆さんは、日頃培われた力と技を遺憾なく発揮し、若 し々い迫力で素晴らしい

プレーを展開するとともに、ライバルとの親睦と友情を深める思い出に残る大会にして

ほしいと願っています。

北九州市は、小倉城、門司港レトロ地区など歴史に触れられる観光地や紫川にかか

る美しい橋に表わされるように景色が楽しめる街です。大会後は、是非、これらも散策

していただきたいと思います。

終わりになりましたが、本大会を開催するにあたり、多大な御支援、御協力を賜りまし

た関係者の皆様に心より感謝申し上げますとともに、大会の成功を祈念しまして歓迎

のことばといたします。
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歓迎のことば

福岡県立八幡高等学校

大原章太郎

皆さん、こんにちは。そして、ようこそ福岡0北九州市へおいでくださいました。心から

皆さんを歓迎いたします。ここ北九州市は、市誕生から50周年の節目を迎えており、こ

のような年に全国高校総体が開催できることを北九州市民として大変光栄に思ってい

ます。

さて、皆さんは、福岡に対して、どのようなイメージをお持ちでしょうか。まず挙げられ

るのは、福岡には、大きな粒と甘さが自慢のいちご「あまおう」や、新鮮な海産物、そし

てご存じ明太子などたくさんの美味しい食べ物があることです。次に、今ではエコタウ

ンという新しい風が吹いていることです。北九州市は高度経済成長期の環境汚染を乗

り越え、現在世界有数のエコタウンになりました。ここ北九州市には、「ものづくり」の街

として製造業はもちろん環境未来都市としての施設・設備や環境に関する博物館など

が多数あります。よろしければ、訪れてみてください。

「平成25年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技」が今、始まろうとしてい

ます。今年度のスローガンである『吹きわたれ 若人の風 北部九州へ』のとおり、各県
の厳しい予選を勝ち抜いた98チームが力の限り熱い戦いを繰広げることで、熱い風が

北九州の中心から吹きわたることと思います。そして、その風により北九州市全体が、

大きな感動と興奮に包まれると確信しています。

皆さんは今までいろいろな困難を乗り越え、ここまで勝ち進んできたことと思います。

私は、高校に入学してから生徒会執行部に入り、生徒役員として、学校行事の運営に

力を注いできました。生徒会として行事を運営していくことをとおして、自分が非常に多

くの人に支えられていることに気づきました。これは、もちろんバドミントン競技にも共通

することであると思いますし、何事においても同じであると思います。保護者、友人、チ

ームメイト、そんな自分の事を支えてくれている人たちへの感謝の気持ちを持って、一

生懸命、力を出し切ってください。

最後にもう一度。皆さんが培ってきた努力の成果を十分に発揮し、本大会が史上最

高の、未来を切り開いていく「新しい風」が吹き抜けるような素晴らしい大会になること

を期待しています。健間を祈ります。
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平成25年度全国高等学校総合体育大会 大会役員
(順不同、敬称略 )

名 誉 会 長  張  富 士 夫

名 誉 副 会 長  広 瀬 勝 貞  小 川  洋  古 川  康  中 村 法 道

Zゝ
7ミ 長  平 池 徳 見

副  会 長  大 井 俊 博  江 畑 政 彦  羽 田 野 徹  徳 重 忠 彦  澤 山 忠 澄

上 村 正 和

名 誉 顧 問 下 村 博 文
0圭ニ
イ同 白石 興二郎  松 本 正 之三 田

百
員
南
蔵 間  福 井  照

久 保 公 人

鈴 木 大 地

吉 田 大 士

橋 本 聖 子

表  孟 宏

徳 田 寛

神 崎 忠 男

佐 藤 浩 市

木 村  新

高 田 裕 司

前 原 正 浩

関 根 義 雄

成 田 昌 憲

近 藤 和 義

小 風  茂

牟 田 香

牟 田 清 敬

渡 辺 敏 則

笠 原 一 也

近 田 勝 信

山 之 口 大

中 村  潤

山 崎 龍 之

谷 川 弥 一

山 脇 良 雄

大 仁 邦 爾

山 根  明

福 田 富 昭

大 林 剛 郎

綿 貫 民 輔

福 田 康 夫

尾 縣  貢

木 原 征 治

前 田 彰 一

大 野 孝 弘

山下 三ケ十

宮 崎 利 帳

松 尾 統 章

山 崎 建 典

田中 桂之助

里  隆 光

梅 村 和 伸

熊 谷 通 員

奈 良  隆

和 山 博 人

新田 光之助

田原 碩 孔

丹 羽 秀 樹

泉  正 文

鈴 木 洋 一

羽牟 裕一郎

河 野 博 文

松 尾 新 吾

石 川 武 夫

島 田 晴 男

田 中 道 博

吉 森 照 夫

岡 本  実

東  伸 行

福 本 修 二

有 竹 隆 佐

木 原 奉 文

海老井 悦子

石 塚  孝

野 中 信 孝

荒 り|1 昇

芝 田  武

平 盛 吉 昭

杉 山 剛 士

岡 部  勝

江 頭 一 水

義 家 弘 介

川 島 雄 二

畔 柳 信 雄

二 木 英 徳

小池 百合子

山本 秀 雄

武 安 義 光

笹 り|1 尭

岡山 紘一郎

渡 辺 守 成

川 上 憲 太

小野沢 弘史

矢 部 達 三

原 田 博

渡 辺 敏 勝

服部 誠太郎

岩 崎 哲 朗

杉 光  誠

岩 瀬 正 光

澁 谷 有 人

藤 田  栄

森 本 新 一

本 田 和 人

田 中 邦 秀

森 口 泰 孝

横 り|1 浩

大久保 尚武

深 津 泰 彦

渡 邊 佳 英

上 村 春 樹

森  喜 朗

奥 住 恒 二

内 山 勝

天 野 好 人

笠 井 達 夫

笹 田 嘉 雄

尾 形 好 雄

畠瀬 美佐子

二 日市 具正

坂 井 浩 毅

住 吉 徳 彦

川 崎 俊 広

岡 崎 助 一

田邊 禎 明

堀 家 俊 一

原 田 靖

吉 田 英 治

宮 原 照 明
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北御門 哲男

友 田 吉 泰

木 村 道 夫

後 藤 利 雄

戸 上 雅 雄

安 枝 守 太

藤 島 敏 雄

進 藤 龍 一

渡 邊 秀 孝

原 田 啓 介

朝 倉 浩 平

齊 藤 守 史

宮 本 明 雄

赤星 仁一郎

高 田 修 治

田 中 博 文

村 川 喜 信

川 島 紳 明

及 川 良 一

与  森 岡 裕 策

島 田 勝 則

工 藤 利 明

大 山 昭 恵

小 寺  均

吉 田 慎 一

立 石 一 弘

村 井 禎 美

平 島 研 二

松 尾 和 彦

カロ 藤  敦

羽 田  勤

芦 川 裕 一

近 田 勝 信

本 間  稔

萩 原  出

森 元 義 光

東 島 敏 隆

小 幡  修

出口啓二郎

荒 金 信 生
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本 田 正 寛

甲 斐 忠 義

杉町 誠二郎

篠 崎 義 雄

首 藤 勝 次

高島 宗一郎

原 田 正 武

朝 長 則 男

中 村 憲 史

森  英 鷹

奥 村  守

長 野 孝 道

石 田 研 一

杉 浦 久 弘

塩川 也寸志

畦 津 義 彦

福 山 利 昭

村 山 一 弥

池 松 誠 二

漬本 磨毅穂

山 口 雄 二

鶴 田 孝 廣

獅 々 倉 聡

竹 官 直 孝

後 藤 明 男

伊 東 茂 治

高 橋  順

根 本  聡

小 野  力

木 原  昇

福 地 昌 平

岩 永 義 人

小手川 強二

吉 光 幸 夫

藤 田 弘 明

久 恒 政 雄

今 村 統 嘉

篠 塚 周 城

宮 原 康 弘

永 松 博 文

井 上 澄 和

田 上 富 久

板 倉 永 紀

河 野 正 春

金 堂 清 之

板 坂 博 之

弘 中 喜 通

樋 口 昌 之

宮 内 健 二

平 原 健 史

小 野 嘉 久

高 橋  敬

小 路 芳 晴

坂 越 健 一

山 田 伸 裕

蓑 田 智 通

荒 川 孝 二

竹 野 誠 司

桑 山 靖 幸

渡 辺  篤

高 橋 伍 郎

加 藤 裕 記

森 島 幸 男

茂 木 暢 雄

松 尾 幸 夫

高 橋 浩 二

伊 藤 昭 六

安 部 省 祐

渕  健 児

石 井 幸 孝

保 坂 昌 隆

福 岡 福 麿

権 藤 哲 郎

釘 宮  磐

人 坂 恭 介

北 橋 健 治

黒 田 成 彦

吉冨 英二郎

富 来 征 一

三 原 征 彦

住 江 高 夫

大 橋 善 光

高 井 俊 和

西 田 晴 之

冨 高 松 雄

山 野  謙

長谷川 英祐

古 谷  宏

藤 原 敬 一

下 山 満 寛

福 地 昌 平

石 井 正 宏

川 原 三 男

坂 井 欣 吾

林  義 治

杉 山  茂

佐 藤 健 公

金 子  博

釜谷 美智子

寺 崎 邦 朗

宮 原 照 彦

清 浦 義 廣

浜 田 博

衛 藤 晟 一

本 村 道 生

澁 谷 吉 彦

原 口 義 己

三 好 徳 明

新 貝 正 勝

坂 本 和 昭

楢 原 利 則

古川 隆二郎

武 下 英 二

坂 本 憲 治

原 口 新 五

濱 崎 清 志

久 保  博

風 谷 英 隆

岩 田 史 昭

西 山 英 将

江 口 勝

今 村 修 二

山 口 康 郎

石 橋 和 正

上 田 裕 司

高 橋 浩 二

宮 田 真 克

岸 田 吉 史

帰 山 好 和

井 上  宏

岡 村 忠 典

奥 山 雅 信

杉 山 剛 士

人 田 幸 明
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大 会 委 員 長  江 畑 政 彦

大会副委員長  梅 村 和 伸  小 田 雅 彦  田 中 球 磨  牛 島  徹  白石 邦 俊

松 本 純 也

勝 見 直 樹

小 倉 健 一

野 上 完 治

渚  洋 行

河 野 伸 弘

城 戸 英 敏

内 山 隆 文

芝 尾 信 二

竹 原  稔

高橋 恵美子

井 上 東 介

永 田 見 生

松 本 正 弘

廣 畑  功

古 後 粒 勝

堤  正 則

清 水 充 枝

鳥 井 一 也

田 口 五 朗

矢島 富士雄

渡 邊  孝

山 本 篤 治

川 島 祥 嗣

大 塚 忠 巳

村 田 良 治

村 山 敏 之

徳 重 清 隆

田 日 正 公

武 村 弘 正

高 倉 良 子

石 井 知 行

上 田 敬 子

松 尾  彰

合原 多賀雄

秋 吉 徹 成

片 峯  誠

平 野  博

山 本  豊

緒 方 浩 之

羽田野 正史

濱 田 浩 嗣

佐 藤 正 敏

坂梨 登美代

安 部 恭 一

山 口 悦 朗

久 保 隆 慶

石 見  茂

荒 牧 智 之

一 瀬 政 太

甲 斐 史 隆

人 尾 坂 修

仲 野 茂 之

浅 井 増 雄

吉 野 英 勝

酒 井 龍 彦

中尾 治 実

永 元 太 郎

竹 沢  顕

渡辺 伸一郎

藤 原 岳 彦

井 岡 陽 子

山本 貴 司

長濱 美津哉

山本 正 徳

岸  宏 志

徳 永 清 成

古 川 美 子

柴 田 暢 雄

角 山 光 邦

官峙 みゆき

段  美穂子

吉武 久美子

足 立 一 馬

河 野  潔

山本 直 俊

馬 場 豊 子

川 島 健 司

佐 倉 一 徳

清 家  孝

南  雅 量

朝 生 能 文

濱 本 俊 夫

小 川 克 己

松 原 啓 子

三田村 英勇

井 上  勲

田 日 五 朗

城戸 津紀雄

城 田 知 子

新田 光之助

落 合 英 次

上 野 幸 浩

丸 岡 俊 司

渡嘉敷 通之

田 中 英 明

上 り|1 明

深 川 直 人

三 河 明 史

愛 野 時 興

高 橋  護

佐 藤 元 彦

川 原 房 榮

黒 川 隆 昭

寺 岡 悌 二

人 戸 イ申二

柏 木  修

杉 澤 伸 慈

森 田 清 司

桑代 百合子

高山 泰四郎

津 田 政 之

岩 武 茂 代

加 藤 裕 三

佐 藤 彰 倫

永岡 恵一郎

足 立 雅 彦

酒 井 龍 彦

早 川 俊 司

太 田 信 幸

吉 村 文 雄

星 原 泰 彦

員  高 橋 靖 周

幸 重 綱 二

長 田 文 生

高 木 啓 次

白水 厚 二

田 中 秀 幸

西 太 一 郎

別 木 達 彦

堤  正 則

川 崎 隆 生

松田 峻一良

西 谷 五 郎

尾 島 保 彦

小 倉 義 人

渡 邊 芳 和

牧  弘 志

原  勇 人

小 野  覚

上月 敬一郎

杉 光  誠

山 本 直 俊

末 吉 紀 雄

藤 野 哲 朗

岡 部 秀 年

姫 野 清 高

小 林 啓 子

山 崎 隆 典

三 浦 啓 亨

小 石 孝 生

近 藤  稔

佐 田 弘 美

吉 田 法 稔

中 尾 治 実

明 石 博 義

神坂 登世子

竹 島 和 幸
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大 澤 俊 朗

山住 哲 生

大 下 秀 男

石 田 美 孝

辻 村 克 江

大 坪 広 幸

吉 岡 初 彦

浦  真 樹

川久保 芳洋

野 原 滋 久

北 村 征 彦

古 川 功 二

富 永 光 臣

中 島 充 也

川 口 博 樹

山 口 彦 則

越 石 信 次

保 坂 慶 蔵

佐 藤 建 治

深 沢 信 吾

下 屋 浩 実

穐 本 哲 哉

小 坂 信 彦

坂 東 昭 栄

米 澤  努

佐々木 淳子

入 澤  享

岸 本 英 幸

蒲 地 直 志

中 村  均

福田 浩一郎

松 隈 俊 彰

山 口 淳 子

新 延 克 己

加 治 健 男

二 宮 和 弘

清 澤  亨

下 堀 浩 二

田 中  寿

青 柳 善 寿

鹿 摩 幸 政

森  栄 二

安 部 成 年

上 島 春 喜

竹 村 義 隆

前 田 玄 治

吉 田 共 榮

上 田 恵 三

打 木 一 郎

横 田 智 雄

金 井 孝 治

迫 田 義 次

田 村  満

本 多 正 美

石 渡 利 昭

越 石 信 次

堀 越 英 範

渡 邊 浩 司

飯 田 道 彦

村 田 憲 三

升 川 清 則

吉 岡 直 彦

瀬 戸 寛 次

岡  陽 子

浪 瀬 隆 一

児 嶋 徳 隆

楠 森 正 美

田 中 健 次

柴 田 康 弘

小 磯  稔

辻  裕 一

小 原 健 史

小 坂 哲 也

安 部 直 樹

山 口 和 秀

黒 田 安 秀

里 見 浩 則

坂 谷 朝 男

村 木 誉 介

宅 島 壽 雄

小 巻  明

柴 田 淳

榊    稔

梶 本  修

富 田 博 司

小 林  洋

岩 田 正 巳

小早川 幸夫

前 田 善 彦

中 り|1 恵

高 野 裕 史

釜 田 歩

山 本 明 広

池 田 昌 隆

山 口 郁 雄

梅 野 哲 雄

森 田 隆 宏

越 智 信 彰

井 上 辰 馬

中 島 孝 夫

名 倉 政 雄

松 本 祐 子

原  敏 朗

高 谷  信

渡 川 正 人

大 野 博 海

有村 圭一郎

宮 川 誠 悟

渡 辺 英 寿

蒔 本  恭

野 時 元 治

木 下  忠

後 藤 泰 之

鈴 木  充

藤 井 範 久

川 邊  哲

釜 井 昭 人

石 井 末 勝

岡  邦 彦

下 屋 浩 実

松 坂 浩 一

安 達 健 夫

相 坂 賢 将

古 田 憲 司

宇田川 貴生

松 中 正 剛

椿  忠 彦

原  勇 人

松 山 和 興

片 峯  隆

佐 竹 養 一

上 和 田 茂

伊 東 正 和

古 賀  賢

吉 田  功

米 倉 源 蔵

池 田  浩

白石 幹 幸

小 川 琢 次

内 海  徹

安 藤 洋 章

副島 都志子

寺 田 信 雄

山 口 文 雄

松 谷  茂

坂 本  智

巻 口 実

大人木 淳史

近 藤 彰 郎

野 村 公 郎

角 井 弘 之

野 口 剛 彦

横 田 智 雄

樋 野 伸 治

大 本 静 代

小 原 勝 則

宮 本 善 行

岩 切 正 義

白水 敏 光

松 石 博 孝

野 口 利 雄
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平成25年度全国高等学校総合体育大会 バドミントン競技大会役員

名 誉 会 長 綿 貫 民 輔

名 誉 副 会 長  北 橋 健 治  井 上  勲

名 誉 顧 問 小 川 洋 清 一 白石 興二郎

長  平 池 徳 見

三 田

△
バ
　
　
　
　
　
　
剖
剛 会  長  籾 井 勝 人

大 井 俊 博

柏 木  修

関 根 義 雄

江 畑 政 彦

自見 庄二郎

問  森

橋

青

吹

福

里

木

星

松

梅

澁

藤

貴姜

荒

原

Lr

工

伊

竹

喜 朗

本 角 市

木 昭 二

田 修 一

岡 幸 一

見 光 徳

村  寛

野 忠 男

尾 統 章

村 和 伸

谷 有 人

田  栄

谷 通 員

牧 智 之

田  靖

田 英 治

藤 一 成

藤 一 義

内 久 雄

関 谷 勝 嗣

権 田 正 一

毛 利 清 志

牧 野  武

岡 本 武 利

山 根  怜

遠 井 稔 男

藤 本  滋

久留 百合子

岩 瀬 正 光

田 邊 禎 明

堀 家 俊 一

杉 山 剛 士

柴 田 暢 雄

中 村  潤

山 崎 龍 之

佐 野 正 勝

近 藤  晃

大 橋 善 光

岡 村 英 男

加 藤 寛 治

二子石 竜子

荒 り|1 昇

近 田 勝 信

平 盛 吉 昭

羽 田 野 徹

辰 市 祐 昭

新 田 光之助

三 原 征 彦

野 畑 昭 彦

村 田 良 治

久 保  博

林  芳  生

清水 規矩雄

内多 小五郎

戸 田 清 一

三 宅 祐 司

竹 林 克 彦

川 島 一 郎

原  紀 征

清  家  渉

岡 崎 助 一

和 山 博 人

山 之 口 大

森 本 新 一

杉 光  誠

川 原 房 榮

村 上 忠 治

平田 登志郎

小 官 淳 宏

濱 中  誠

野 村 嘉 明

油 井 秀 男

板 垣 隆 房

久保田 誠二

笠 原 一 也

芝 田  武

奈 良  隆

田 日 正 公

本 田 和 人

池 上  修

シャルマ直美

柴 田 一 郎

今 井

本 田

弘 中

茂 満

正 寛

喜 通

住 吉

徳 重

徳 彦

忠 彦

顧 田

二

田

山

郷

藤

森

原

福

村

本

佐

三 雄

武

幸 雄

節 生

芳 朗

岡 部  勝

柴 田 邦 江

吉 田 ゆか り

高 田 寿一郎

川 島 紳 明
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参 与  栗 原  進

吉 田 邦 男

浅 岡  武

中 嶋 光 司

金 森  正

野 村 安 忠

田 村 興 造

西 森 潮 三

相 澤  潔

阿 部 秀 夫

芝 ス ミ子

西 村 健 二

鈴 木 勝 之

築 地 孝 彦

城 戸 秀 明

和 山 博 人

根 本  聡

大 井 俊 博

人 田 幸 明

岩 瀬 正 光

濱 田 浩 嗣

佐 藤 正 敏

野 上 完 治

羽 田 野 徹

淵 上 英 紀

山 口 悦 朗

正 代 憲 幸

原 田  康

阿 部  功

和 田 孝 義

中 島 孝 夫

梶 原 鉄 也

石 橋 な るみ

森 田 清 司

中 村  弘

手 塚 克 彦

杉 田  博

平 林 良 治

澤  長 壽

石 田 真 敏

林  芳 正

中 尾 昌 由

池 田  徹

小 野  理

銭 谷 欽 治

能 登 則 男

中 山 紀 子

三 井  裕

中 り|1 恵

加 藤 裕 記

森 島 幸 男

小 野  力

松 本 純 也

落 合 英 次

井 岡 陽 子

平 盛 吉 昭

川 島 祥 嗣

長濱 美津哉

鎗 水 浩 吉

岸  宏 志

関 口 博 之

合 馬  紘

固 谷  寛

本 庄 裕 嗣

柴 田 康 弘

江 崎 潤 太

後 藤 崇 行

鳥 井 一 也

菅 原 周 一

日 野  昇

保 坂 和 也

杉 山 忠 國

田中 田鶴子

加 藤 博 司

西 野 昌 明

里 脇 清 隆

金 城 芳 雄

河 崎 正 紀

高 橋 英 夫

村 元 英 美

藤  原  航

神  戸  照

岡 村 忠 典

佐 藤 健 公

金 子  博

茂 木 暢 雄

矢島 富士雄

勝 見 直 樹

上 野 幸 浩

山 本 貴 司

澤 山 忠 澄

山 之 口 大

横 溝 安 伸

上 り|1  明

宮 原 拓 也

神坂 登世子

田 所 正 清

加倉井美智子

伊 東 正 和

堀 内 担 志

池 田 智 彦

山 本  豊

河 野 幸 男

民谷 千寿子

山田 順一郎

真 壁 幹 雄

木 戸 純 一

近 田 勝 信

奥 山 雅 信

杉 山 剛 士

藤  田  栄

羽 田野 正史

渡  邊  孝

小 倉 健 一

丸 岡 俊 司

上 村 正 和

渡嘉敷 通之

斉 藤 永 吉

磯 井 貞 夫

官 川 忠 和

石 川 博 義

三 宅 祐 司

成 相 安 信

松 浦 稔 明

近  藤  稔

城 戸 英 敏

利 島 康 司

吉 村 文 雄

松 田 芳 朗

楠 森 正 美

松 本 祐 子

村  尾  隆

早 川 俊 司

鈴 木 隆 一

有 瀬 浩 一

嵯 峨  元

末 岡 熙 章

大 前 繁 雄

岡 崎  彬

中 村 時 広

冨 田  浩

坂 上  昭

千 葉 健 夫

藤 原 岳 彦

江 畑 政 彦

山 本 篤 治

堀 家 俊 一

坂梨 登美代

梅 野 哲 雄

村 山 敏 之

野 畑 昭 彦

西 谷 五 郎

渡 邊 義 隆

佐 竹 養 一

井上 慎一郎

日 野 雄 二

川 島 健 司

忠

勉

順

稔

出

子

女
　
　
　
　
　
　
　
　
‐智

′
‥
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一ヽ

村
中
橋
間
原
従

野

渡

高

本

萩

釜
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大 会 委 員 長  帰 山 好 和

大会副 委 員長  河 崎

門 司

正 紀

政 廣

山 田 賢 一  田部井 秀郎  佐 竹 養 一  田 中 球 磨

委 員  上 原 信 彦

原 田 利 雄

新 木 敬 司

和 田  修

平 田 欽 也

岩 西 壮 行

杉 内 邦 弘

松 岡 弘 高

岩 崎 盛 和

樽 島 博 幸

宮 田 真 克

岩 田 正 巳

相 坂 賢 将

村 田 憲 三

古 田 憲 司

角 井 弘 之

宇田川 貴生

吉 岡 直 彦

白 石 邦 俊

中 村  均

吉 村 恭 子

高 山  茂

小 林 典 彦

宮 澤  稔

高 木 俊 明

佐 原 和 男

末 次 壽 也

尾 崎 好 秋

湯 川 順 次

興那覇 健勇

藤 原 和 文

米 山 正 和

中 村 新 一

小 林 孝 史

谷  英 明

宮 本 義 夫

松 野 木 聡

前野 親二郎

山 縣 泰 弘

井 上 哲 章

安 達 健 夫

穐 本 哲 哉

米 澤  努

釜 田  歩

小 原 勝 則

岸 田 吉 史

宮 本 善 行

渡 邊 浩 司

松 中 正 剛

工 藤

橋 本

近 藤

荒 井

小 国

山 蔭

上 松

新  里

尾  関

新 井

松 尾

芝  田

大 本

竹 野

川 原

升 川

蒲 地

竹 宮

小 田

峰 靖

遊 二

勇 司

和 人

久 美

和 彦

武

静 代

誠 司

三 男

清 則

直 志

直 孝

雅 彦

高 橋 正 紀

大 沢  修

賓 吉 幹 夫

内 村 博 和

鈴 木 一 男

向  田  茂

松 本 誠 一

信 尾 道 孝

古 閑 正 治

村 上 信 夫

早  り|1 博

白 倉 一 民

田 中 常 隆

瀬 川 欽 也

吉 原 俊 治

大 束 良 平

渡  邊  励

寺 田 裕 昭

真 壁 幹 雄

森 田  昇

京 田 和 男

敏 充

章

優

正

〒

弘 健

栄

則

登

靖

二

芳
　
　
　
　
研

山

　

次

見

地

立

杉

榊

久

茂

菊

足

山 口 龍 城

二 瓶 益 幸

山 田 耕 司

松 井 裕 敏

宇佐美 壽英

吉 村  烈

山 本 篤 治

丸 田 温 子

谷 上 和 年

樋 野 伸 治

飯 田 道 彦

獅 々 倉 聡

松 坂 浩 一

堀 越 英 範

坂 東 昭 栄

カロ 藤  敦

池 田 昌 隆

岩 切 正 義

光  井  正

菊  地  透

近 藤 和 朗

道 下 賢 祐

郷  敬  三

酒 井 重 治

阿 高 光 朗

谷 岡 博 志

中 原 正 樹

佐々木 淳子

高 野 裕 史

入 澤  享

野 口 岡1彦

岸 本 英 幸

山 本 明 広

岡  邦 彦

牛 島  徹

桑 山 靖 幸

谷 口 敏 広

金 井 尚 之

赤 岡 正 毅

倉 田 吉 春

渕 田 豊 朗

森    潔

山 根 博 司

角 敬 一 郎

野元 信一郎
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緒 方 蓉 子

萩 尾 清 隆

森 嶋 通 之

原田 千賀子

内田 登美子

柴 田 裕 史

明 神 憲 一

植 田 文 弘

柴崎 雄一郎

奥 村 英 夫

米 田 英 憲

谷 口 隆 昭

香月 美津子

杉 山 博 昭

日 高 澄 具

服 部 秀 喜

人 色 敬 三

小野原 英樹

森 田 雄 英

首 藤 正 治

矢 野 豊 貴

森  敏 男

後 藤 泰 男

村 上 正 之

吉 岡 え つ

南 貴 美 子

福 原 和 子

坂 本  哲

児 玉 正 悟

守  昌 宏

小 形 公 一

松 本  武

米 原 光 章

坂 本 哲 郎

桶本 百合子

宮 崎 賢 一

松 野 広 子

内 山 英 美

釜 瀬 洋 一

有 田

平 野

仁 志

一 美

安 部

平 野

悦 子

清 太

周 崎

人 田

哲 郎

幸 文

目 野 俊 昭

高 橋 典 子

内田 紅美子

森  禾口 弘

古 田 謙 二

堂  山  武

内田 佐和子

栗 原 博 巳

伊 藤 信 子

田 邊 清 晴

吉良山智恵子

光吉 千佳子

江 口 和 江

日 高 義 治  平 田 勝 敬

(平成 25年 6月 28日 現在 )
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哲

崎

縣

上

河
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井

也

巳

鉄

博

見

原

妙

栗

淳

美

ブ

正

園古

進

江

野
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谷
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美
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健
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福
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治
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優

貴

筒

田

村

島

吉

金

賀

林

田

鋲

今

松

二
　
臣

子
　
　
郎

州

裕

恵

　

太

理
　

　

充

甲

崎

井

　

中

上

磯

今

　

田

宏

武

子

清

貴

神

浦

本

自

一二

池

平 野 清 太

時 永 佐 代 子

盛 和

博 幸

雅 洋

満  熊 谷 昌 紀

競 技 役 員

大 会 委 員 長  帰 山  好 和

大 会 副 委 員長  伊 東  正 和  横 溝  安 伸  佐 竹  養

レ フ ェ リ ー  田 部 井 秀 郎

競 技 審 判 部 長  日 高  澄 具  り|1上  隆 庸

競 技 主 任 平 田 勝 敬 植 田 文 弘

進  行  係  小  林 史 彦

聡 子

オ ー ダ ー 係

(進 行 )

田添沙

苗

理

早

国

内

溝

宮

宣

希

賀

尚

田
　
口

野

守

満

三

清

浩

場

村

相

木

宏

美

絡

雅

橋

司

今

下

子

司

容

隆

淵

井

大

永

部

村

南

木

和

美

子

義

朝

明

藤

吉

原

重

有

目

田 中 充 太 郎

野 上  浩 一

一 博

常 美

直 子

杉 山 博 昭

真 志

興 司

放  送  係  上 甲 州 二

進 行 記 録 主任  田 中  啓 之

記録報道広報係

選 手 招 集 係

シ ヤ トル 係  山 岸 靖 治  綾 塚 浩 之  森  有  信  内 丸 充 恵  島 中 啓 輔

審 判 主 任  日 高 義 治

審 判 副 主 任 坂 本  哲 堂 山  武 内 田 紅 美 子 林  宏 行

柴 崎 雄 一 郎 小 野 博 之 進  佳 昭 松 本 優 姫線 審 得 点 係  武 吉  大 輔
島 村 圭 彦
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(平成25年 7月 1日 現在 )
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総  務  係

筆  耕  係

大 会 写 真 係
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瀬 戸 口 恵一

久保  このみ
平塚 真衣湖
杉 本  鮎 美
池  本  冴
柴 山  一 斗
笠井  百合花
小川 香 菜子

伊  藤   昇
日 野  七 彩
立石 紗和子
淵 上  幸 夫
田中 智恵子
百 代  碧 海
稲 峙  祐 希
江 田  有 希

莉 穂

しお り

さ くら

ゆ き み

侑 子

あ す か

知 幸

拓 臣

将 太

誠 也

優 海

千 聖

航 希

若 那

亜 里 紗

昌 弘

洋 樹

聖 太

小 山

古 屋 田

山 本

戸 羽

中 田

佐 々木

安 武

坂 田

末 吉

鈴 木

広 本

岩 本

馬 場

外 山

岩 田

松 島

本 田

前 山

松 坂

小 松

小 川

波 多

磯 永

平 井

太

美

吾

太

駿

友

将

優

喜

奈

希

忠

章

鮎

佑

己

太

資

介

侑

翔

恵

淳

岡

山

本

村

野

澤

中

本

永

河

野

田

野

久

口

松

谷

戸

立

下

廣

松

松

岩

木

藤

金

嶋

山

富

藤

原

松

河

加

出

久

中

瀬

見

山

友

朱 音

紗 喜 子

優 衣

1 愛 美

麻 絵

ひ な の

志 穂

駿 太

紗 耶 香

奈 々

大 地

太

希

子

梨

舜

未

子

斗

那

愛

咲

那

妃

也

太

朋

介

ゆ

実

コ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
と
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・ヽ
ト

亮

優

棉

結

　

ラ

詔

宥

奈

　

里

盛

一

晋

亮

　

弘

ま

難

捺 子

夏 央

西

杵

和

江

今

楢

中

江

藤

浅

住

伊

山

局 戸

有 吉

大 三

麻 菜 実

恵 里 奈

咲

那

敦

帆

健

光

輔

河

花

実

佳

　

輝

　

　

大

大

ｉ

＝

　

　

　

　

緑

下
‐
　
　
　
“床
¨
　
―
ノ
　
　
　
　
　
　
；

田

水

．

口

，

早

上

原

上

永

山

越

露

小

井

満

森

(平成 25年 7月 1日 現在 )
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運 営 補 助 員

総  務  係  上 野  栞 夏  前垣内 捺子  田 島 美 月  永 久 天 紫

受付案内接待係  相 場
青 井

中 島

那 須

坂 本  丈
米 原  優 芽
長 村  歩 実
山 口 華 佳

鬼 塚

篠 田
美 紀

龍

重 冨
中 川

大 村

木 山

早 田

数 内

丸 岡

小 山

駿

逢 介

海 緒

葉 月

沙 知

菜 緒

杏 奈

浩 史

木本 麻菜美
森川 祐季奈
白 石  悠
城島 さやか
丸 岡 杏 奈

宮 崎

坂 田

西 本

小 田

章 喜

美 佳

彩 乃

彩 乃

川 北

上 門

中 村

今 東

雄 輝

実 理

朱 里

友 恵

伊 藤

菊 池

和 徳

恭 典

高 井

後 藤

山 口

角田

栗山

吉 鶴

今 泉

瀬 戸

祐 輔

藍 樹

沙 奈

祐一郎

穂乃実

奈 菜

風 音

一 紀

近 藤  彩
森 永  茉 莉
奈須本 美沙
橋 本  優
今 泉 風 音

松 岡

西 村

井 口

駿 太

鮎 奈

夏 海

石 松  萌 子
田 中 雛 乃
末 岡 璃 奈
二郎丸 奈緒

幸 二

未 優

美 佳

星 瑠

江 崎

白 石

田 崎

山 下

竜 也

莉 央

愛 美

優 花

環 境 整 備 係 橋 本

藪 内

拓 真

悠 太

大久保

義 経

翔馬

元 気

小 川

大 澤

徹 朗

颯 人

練 習 会 場 係 山 本  敬 介
田 畑  圭 京
平塚 真衣湖
瀧 川  真 緒
野 中 康 平
林 田 瑞 生
永 田 愛 実
神 園  直 樹

菜々子

真奈美

千 尋

頌 子

祐 香

駐 車 駐 輪 係  大江
糸田り||

下 司

矢 野

佐 藤

鈴 木

衛 藤

太 田

岩 田

杉 本

官原

大 橋

林

西 谷

山 下

西

古 海

大 橋

駿 太

士 藤′し` フオ
=

克 将

涼 花

鮎 美

奈美恵

瑞 香

悠 貴

辻

豊 岡

久 保

種生

中友

外 山

古 田

大 輝
涼 葉

雄 聖

万里依

美紗稀

千 翔

梨 佳

萌 佳

実 優

佳 澄

加 織

梨 佳

優 理

実 華

薫 乃

那 音

瑞 香

仁 科

山 田

皆 川

江 島

古 田

式   典 係  田 中
原田

堂 山

永 水

晴 也

みのり

美 羽

佳 那

藤

ゴ

Ｆ

Ｌ

騎

伊

松

吉

昇

友 美

佑 希

古田 美由紀
松 坂  奈 南
岩 本  将 吾

総 合 案 内所係  下橋 あさみ
鳥 居  華

菅  滝 香  渋 田 理 紗  中山 いづみ  近藤 江梨香

(平成 25年 7月 1日 現在 )
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種別 月 日 内容 場所 開始時間

大会準備

8月 3日 (土 )

8月 5日 (月 )

競技会場準備
競技・運営リハーサル

各競技会場 9:00

8月 5日 (月 ) 式典・表彰リハーサル 北九州芸術劇場 13:00

会  議

8月 3日 (土 )

第 3回常任委員会 西 日本総合展示場新館 3階
303・ 304会 議室

13:00

8月 4日 (日 ) 9:00

8月 5日 (月 ) 専門委員長会議
北九州市役所 。3階大集会室

10:00

8月 5日 (月 ) 監督会議 13:00

8月 6日 (火 ) 審判会議 北九州市立総合体育館・大会議室 17:00

開会式 8月 6日 (火 )

r1 2\*-t/v
北九州芸術劇場

9:00

開
△
7ヽ式 14:00

競  技 8月 7日 (水 )
学校対抗
1回戦～3回戦

《男子》
北九州メディア ドーム

《女子》
北九州市立総合体育館
北九州メディア ドーム

9:30

競  技
表彰式

8月 8日 (本 )

学校対抗
準々決勝～決勝
学校対抗表彰式

《男子・女子》
北九州市立総合体育館

9:30

競  技

8月 9日 (金 )
個人対抗 ダブルス
1回戦～準々決勝

《男子》
北九州メディア ドーム

《女子》
北九州市立総合体育館
北九州メディアドーム

9:00

8月 10日 (土 )
個人対抗 シングルス
1回戦～準々決勝

競  技
表彰式

閉会式

8月 11日 (日 )

個人対抗
ダブルス・シングルス

準決勝～決勝
個人対抗表彰式

閉会式

《男子 。女子》
北九州市立総合体育館

9:00

大  会 日
撃ロ

籠E
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開 会 式 実 施 要 項

１
一
　

９
“
　

ｎ
Ｊ

日

場

第次

期

会

式

平成 25年 8月 6日 (火 )
北九州芸術劇場

14:00～

No. 時刻 (時間) 次 第 登 壇 者 氏  名 備 考

13:45 選手集合完了

９

″ 13:55 来賓 。大会役員着席 客席

ｏ
０ 14:00 (12) ア トラクション 北九州市立高等学校ダンス部

∠

ュ
14:12 (35) 出場校紹介 チーム紹介

ｒ
Ｏ 14:47 (3) 来賓 。大会役員登壇 ステージ

ハ
リ 14:50 (1) 開式通告 司会者

７
１ 14:51 (1) 開会宣言 大会副委員長 伊 東 正 和 ファンファー レ

Ｒ

） 14:52 (2) 国旗儀礼 君が代

Ｑ

υ 14:54 (2) 高体連の歌 高体連の歌

10 14:56 (10) 優勝杯 。優勝旗返還 大会委員長 帰 山 好 和 得賞歌

11 15:06 (2) 大会委員長挨拶
(公財)全国高等学校体育連盟

バ ドミントン専門部長
帰 山 好 和

12 15:08 (2) 大会名誉会長挨拶 (公財)日 本バ ドミントン協会会長 綿 貫 民 輔

13 15:10 (2) 歓迎の言葉 北九州市長 北 橋 健 治

14 15:12 (2) 歓迎の言葉 福岡県バ ドミントン協会会長 本 田 正 寛

15 15:14 (2) 歓迎の言葉 生徒代表 (県立人幡高等学校 ) 大原章太郎

16 15:16 (2) 選手宣誓

大会委員長

男子代表 (自 由ケ丘高等学校)

女子代表 (九州国際大学付属高等学校)

帰 山 好 和

成 富 勇 太

櫻 本 絢 子

ファンファー
‐レ

17 15:18 (5) 連続出場校表彰 大会委員長 帰 山 好 和

18 15:23 (3) 感謝状贈呈
(公財)日 本バ ドミントン協会会長

北九州市実行委員会会長

綿 貫 民 輔

井 上  勲
得賞歌

19 15:26 (1) 閉式通告 司会者

20 15:27 監督 。選手退場

1.注意事項

① 各校の選手は13:45ま でに集合 (着席)してください。
② 優勝・準優勝杯・優勝旗を返還する生徒および連続出場表彰を受ける学校の代表生徒は、13
にステージ前に集合してください。

③ レプリカの箱は、開会式終了後、受付で受け取ってください。

2.役員・補助員

① 式典役員および生徒補助員は式場の所定の場所に9:00ま でに集合してください。

15ま で
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北九州芸術劇場 (大ホール)座 席表

lF席

ステー

13 13 13 11

15 15 15 15 15 15 15 17 17 17 17 17 17

19 19

29 29 29 29 29 29 29 29 29 29

23 23 25 25 25

27 27 27 27 27 27 27 27 27 27

33 33 3331 31 31 31 31 31 31

33 3335 35 35 35 35 35 3537

4141

43 43 43 43 43 4343 4345 45 45 45 45 45 45 45

51 51 51 51 5147 47 47 47 47 47 4747 47 47

5153 53 5353 53 53 53 53 5355 55 55 55 55 5555 55 55 55

59 59 59 59 59 59 59 5959 5957 57 57 57 57 57 57 57 57 57

61 61 6161 61 61 6163 63 63 63 63 63 63 6365 6365 65 65 65 65

67 67 67 67 6767 67 67 67 6765

71 71 71 71 71 71 71 71 71 7173 73 73

77 77 77 77 7777 77 77 7775 75 75 75 75 75 75 75 75 75

79 79 79 79 79 79 79視 察 ・ 報 道 関 係 79 79

個 =個人戦参加者

2F席

3F席

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子
子
子

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女
男
女
男

本

本

分

分

崎

崎

島

島

縄

縄

１

１
２
２

児

児

　

　

岡

岡
岡
岡

熊

熊

大

大

宮

官

鹿

鹿

沖

沖

福

福
福
福

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女
男

島

島

川

川

媛

媛

知

知

賀

賀

崎

崎

女子

男子

女子

男子

女子

男子

女子

男子

61和歌山

62和歌山

63鳥

64′鳥

65島

70広

71山

72山

女子

男子

女子

男子

女子

男子

女子

男子

77愛

78愛

79高

80高

81佐

82佐

83長

84長

徳

徳

香

香

子

子

子

子

女

男

女

男

取

取

根

根

山

山

島

島

口

口

島

岡

岡

広

子

子

子

子

男

女

男

女

重

重

賀

賀

都

都

阪

阪

庫

庫

良

良

三

二

滋

滋

京

京

大

大

兵

兵

奈

奈

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子
子

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女
男

川

川

井

井

野

野

阜

阜

岡

岡

知
知

石

石

福

福

長

長

岐

岐

静

静

愛
愛

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

葉

葉

京

京

川

川

梨

梨

潟

潟

山

山

奈

奈

千

千

東

東

神

神

山

山

新

新

富

富

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

女

男

森

手

手

城

城

田

田

青

岩

岩

宮

宮

秋

秋

1北北海道
2北北海道
3南北海道
4南北海道
5青 森

13山 形
14山  形
15福 島
16福 島
17茨 城
18茨  城
19栃 木
20栃  木
21群 馬

22群 馬

23埼  玉
24埼  玉

女子

男子

女子

男子

女子

男子

女子

男子

女子

男子

女子

男子

6

7

8

9

10

11

12

81 81 81 81 81 81

81 81

87 87 87 8789 89 89 89 89 89 89 89 8991 91 91 91

95 95 95 05

視 察 ・ 報 道 関 係

個 個 個 個 個個 個 個 個 個 個個 個 個 ,II |1利 個個 個 個 個 個 個

個 個 個 個 個 個個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個個 個 個 個 個 個

個 個 個 個 個個 個 個 個 個 個 個 個 個 1円個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個 個個 個 個 個 個 個 個個 個 個 個 個
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日

場

第次

期

会

式

１

　

２

　

３

学 校 対 抗 表 彰 式 実 施 要 項

平成 25年 8月 8日 (木) 競技終了後 (15:30～ 予定)
北九州市立総合体育館

No 時刻 (時間) 次  第 登 壇 者 氏  名 備  考

15:20 選手集合完了

９

″ 15:20 来賓 。大会役員着席

０
０ 15:30 (1) 開式通告 司会者

4 15:31(3) 選手・監督入場 行進曲

Ｆ
０ 15:34 (2) 成績発表 レフェリー・ 田部井秀郎

ハ
リ 15:36 (40) 表彰 得賞歌

７
‥ 16:16 (1) 閉式通告 司会者

Ｏ
ё 16:17 (2) 選手・監督退場 行進曲

4.注意事項
① 被表彰者は競技終了後速やかに、選手集合所に集合してください。
② 優勝校 。準優勝校の表彰は男女同時に行います。
③ 3位校の表彰は男女別に2校同時に行います。
④ 表彰はすべて表彰エリアで行います。

5.表 彰式配置図

福岡県旗

◎表彰係・補助員

メダル・表彰状

◎進行係

◎放送係

全国高体連旗 国旗 日本協会旗 北九州市旗 読売新聞社旗

来賓席

◎表彰係・補助員

メダル・表彰状

◎総括者
大会役員席

3位

表彰エリア

男

監   督
コ ー チ
マネー ジャー

選   手

憔
ム

子子女

2位

報道員

視察員

役員

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

○

3位
△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

位

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

０
０位

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

（
０位

△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

９

“1位
△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

プラカー ド

1位
△
◎
◎
◎
○
○
○
○
○
○
○

審判員

補助員
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個 人 対 抗 表 彰 式 閉 会 式 実 施 要 項

平成 25年 8月 11日 (日 ) 競技終了後 (13:30～ 予定)
北九州市立総合体育館

時刻 (時間) 次 第 登 壇 者 氏  名 備  考

13:20 選手集合完了

９
″ 13:20 来賓 。大会役員着席

０
０ 13:30 (1) 開式通告 司会者

4 13:31 (2) 選手・監督入場 行進曲

Ｆ
Э 13:33 (2) 成績発表 レフェリー・ 田部井秀郎

ハ
リ 13:35 (15) 表彰 得賞歌
７

１ 13:50 (1) 大会委員長挨拶 大会委員長 帰 山 好 和 司会者
只

） 13:52 (2) 開催会場地挨拶 北九州市実行委員会会長 井上 勲
Ｏ

υ 13:54 (2) 国旗儀礼 君が代 CD
10 13:56 (1) 閉会宣言 大会副委員長 伊 東 正 和

11 13:58 (1) 閉式通告 司会者

12 13:59 (2) 選手・監督退場 行進曲

4.注意事項
① 被表彰者は競技終了後速やかに、選手集合所に集合してください。
② 男子シングルス→女子シングルス→男子ダブルス→女子シングルスの順で、優勝者、準優勝者、第 3位の各
4名 (組)を順に表彰します。

③ 表彰はすべて表彰エリアで行います。

5.表 彰式配置図

１

　

２

　

３

日

場

第次

期

会

式

福岡県旗

◎表彰係・補助員

メダル・表彰状

◎進行係

◎放送係

女

(ダブルス)

全国高体連旗 国旗 日本協会旗 北九州市旗 読売新聞社旗

大会役員席 来賓席

◎表彰係・補助員

メダル・表彰状

◎総括者

子

(ダブルス)

審判員

補助員

報道員

視察員

役員

○○△

〇〇△

〇〇△

〇〇△

子

(シングルス)

○△

〇△

〇△

〇△

男

(シングルス)

準優勝

優 勝 △ 〇

○

○

○

△

△

△

△〇〇

△〇〇

△〇〇

△〇〇

Ｏ
υ
　

（
６

位

位

表彰エリア
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タイムテープル (学校対抗の部)

8月 7日 (水) 第1日目 (1回戦～3回戦) 男子

8月 7日 (水) 第1日目 (1回戦～3回戦) 女子

8月 8日 (木) 第2日目 (準々決勝～決勝) 男子・女子

会 場 北九州メディアドーム

コート
時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

9:30～
1回戦

B丁

1

B丁

2

B丁

3

B丁

4

B丁

5

B丁

6

B丁

7

BT

8

BT

9

BT
10

BT
ll

BT
12

B丁

13

B丁

14

B丁

15

BT
16

1回戦、2回戦 B丁 17、 BT18～ BT33

3回戦 B丁 34～ BT41(2コ ート使用)

△

Zミ 場 北九州市立総合体育館 北九州メディアドーム

コート
時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 17 18 19 20

9:30～
1回戦

GT

1

G丁 GT

2 3

GT

4

GT

5

GT

6

G丁

7

GT

8

GT

9

GT
10

GT
ll

GT
12

GT
14

GT
15

GT
16

GT
17

1回戦、2回戦 GT1 3、 GT1 8～ GT29 G丁 30～ G丁 33

3回戦 GT34～ G丁 39(2コート使用) G丁 40,GT41
(2コート使用)

会 場 北九州市立総合体育館

コート
時間

1

|

2 3 4 5 6 7 9  10 11 12

9:30～
準尺決勝

B丁

42

B丁

43

B丁

44

BT
45

GT
42

G丁

43

G丁

44

GT
45

準決勝
B丁

46

B丁

47

G丁

46

G丁

47

決勝
B丁

48

G丁

48
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タイムテープル (個人対抗の部)

8月 9日 (金) 第3日目 (1回戦～準尺決勝) 男子ダブルス

8月 9日 (金) 第3日目 (1回戦～準々 決勝) 女子ダブルス

△
Zヽ

+∈ヨ
1勿 北九州メディアドーム

コート
時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 14 12 13 14 15 16

9:00～
1回戦

BD
1

BD
2
BD
3
BD
4

BD
5
BD
6

BD
7
BD
8

BD
9
BD
lO
BD
ll

BD
12
BD
13
BD
14
BD
15
BD
16

(9:40～ )
1回戦

BD1 7～ BD34

2回戦 BD35～ BD50

′′ BD51′ ′ヽBD66

3回戦 BD67～ BD82

4回戦 BD83～ BD90

準々決勝 BD91～ BD94

Zヽ 場 北九州市立総合体育館 北九州メディアドーム

コート
時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9
|

10 11 12 17 18 19 20

9:00～
1回戦

GD
1

GD
2
GD
3
GD
4

GD
5
GD
6
GD
7
GD
8
GD
9

GD
10
GD
ll

GD
12
GD
26
GD
27
GD
28
GD
29

(9:40～ )
1回戦

GD1 3′ ′ヽGD25 GD30′ ′ヽGD34

2回戦 GD35～GD50 GD59′ ′ヽGD6 2

ソ′ GD51′ ′ヽGD58 GD63′ ′ヽGD6 6

3回戦 GD67′ ′ヽGD78 GD79～GD82

4回戦 GD83′ ′ヽGD88 GD89、 GD90

準々決勝 GD91′ ′ヽGD93 GD94
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タイムテープル (個人対抗の部)

8月 10日 (土) 第4日目 (1回戦～準々決勝) 男子シングルス

8月 10日 (土) 第4日目 (1回戦～準々決勝) 女子シングルス

会 場 北九州メディアドーム

コート
時間

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

9:00～
1回戦

BS
1

BS
2
BS
3
BS
4

BS
5
BS
6

BS
7
BS
8
BS
9

BS
10
BS BS
ll  12

BS
13
BS
14
BS
15
BS
16

(9:40～ )
1回戦

BS17～ BS34

2回戦 BS35～ BS50

′′ BS51～ BS66

3回戦 BS67～ BS82

4回戦 BS83～ BS90

準々決勝 BS91～ BS94

△
Zヽ 場 北九州市立総合体育館 北九州メディアドーム

コート
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 17 18 19 20

9:00～
1回戦

GS
1

GS
2
GS
3
GS
4

GS
5
GS
6

GS
7
GS
8
GS
9
GS
10
GS
ll

GS
12
GS
26
GS
27
GS
28
GS
29

(9:40～ )
1回戦

GS1 3′ ′ヽGS25 GS30～ GS34

2回戦 GS35～ GS50 GS59′ ′ヽGS62

′′ GS51′ ′ヽGS58 GS63へ′GS66

3回戦 GS67へ′GS78 GS79′ ′ヽGS82

4回戦 GS83～ GS88 GS89、 GS90

準尺決勝 GS91′ ′ヽGS93 GS94
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タイムテープル (個人対抗の部)

8月 11日 (日) 第5日目 (準決勝～決勝)男子・女子 ダブルス・シングルス

場Z氏 北九州市立総合体育館

コート
時間

1 2 3 4

9:OO～ 準決鵬
BD
95

BD
96

GD
95

GD
96

10:OO～ 準決鵬
BS
95

BS
96

GS
95

GS
96

11:○ ○～決勝
BD
97

GD
97

12:○ ○～決勝
BS
97

GS
97

凡例

B丁 000男子学校対抗
GT00 0女子学校対抗
BD00 0男子1国人対抗ダブルス
GDe。・女子1国人対抗ダブルス
BS・ ・・男子個人対抗シングルス

GS・ 00女子個人対抗シングルス
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競技上の注意

競技審判上の注意

[全般的事項]

1.この大会は、 (公財)全国高等学校体育連盟が定めた大会実施要項及び平成万年度 (公財)日本バドミントン協
会競技期!則、大会運営規程並びに公認審判員規程により行います。

2.審判はすべて大会本部にて行います。なお、サービスジャッジは、学校対抗では準々決勝、個人対抗では準決勝
より付けるものとします。その他の試合においては原則として付けません。

3.選手は試合開始予定の 1時間前までには会場に到着し、必ず「受付」を済ませてください。
4.競技の進行を円滑に進めるために、「受付」「集合」等の時間厳守に努めてください。
5.試合の進行状況に応じて、予定された試合の開始時刻やコートを変更することがあります。放送には十分注意し
てください。

6.試合を連続して行う場合のインターバルは次のとおりです。
<学校対抗> 学校対抗が連続する場合は30分とします。
<個人対抗> 個人対抗 (単・複)が連続する時は20分とします
7.各試合 (マ ッチ)のインターバルは次の通りです。
○すべてのゲーム中、一方のサイドのスコアが 11点になつた時、60秒を超えないインターバルを認めます。
(選手は20秒前にはコートに入ること)
○第 1ゲームと第2ゲームの間、第2ゲームと第3ゲームの間に120秒を超えないインターバルを認めます。
(選手は20秒前にはコートに入ること)

8.イ ンターバル中のア ドバイスは、監督・コーチなど同時に 2人までです。主審の「 (コー ト番号)2
0秒」で、コー トから離れてください。なお、コーチングシー トを設けます。
9.個 人対抗単において、試合開始前の練習 (3分間)をする相手は対戦相手とします。
その際のシヤトルは、大会本部が用意します。

10.試合 (マッチ)中の水分補給、汗ふきなどは必ず主審の許可を得てください。なお、水嚢の使用は、インターバ
ル中のみとします。

○容器は倒れてもこばれないフタ付ボトルを使用し、主審横の指定した入れ物に入れて下さい。

○氷嚢は、ベンチ、コーチングシートで保冷バッグなどに入れ、保管してください。
11.サービスの遅延行為に関しての判定は主審が行います。
12.主審が必要と認めた以外のプレーの中断は、一切認められません。
13.次のような違反行為に対しては厳正に対処をします。 (競技規則第16条 )
○息切れなど体力回復等の遅延に関わる行為、又は、アドバイスを受けるためにプレーを遅らせる行為。

○主審の許可なしにコートを離れること。

○故意にシヤトルに手を加えたり破損したりする行為。

○審判員や観客に対しての横柄な振舞い、下品で無礼な態度、言動。

○見苦しい着衣でプレーをする。

○ラケットや身体でネットなどのコート施設を叩いたり、耳障りなかけ声や奇声を発するなどの不品行な振る舞
い 。

14.競技中は、必ず高等学校名・都道府県名の入つたシャツを着用するか、ゼッケンをつけてください。
(背面の文字は明確に判読できるもの)

15.競技中の怪我や病気については、主審力洋1断します。もし必要ならレフェリーを呼び、レフェリーの判断に従う
ことになります。

16.審判の判定に「1崩義」や「早薦鋼 を唱えることは一切認められません。もし判定に対し疑間がある場合には、次
のサービスが為される前に「質問」をすることができます。ここで質問ができる者とは、団体戦では当該選手と

監督、個人戦では当該選手に限ります。 (監督は「IDカード」を必ずつけてください)

17.選手は試合終了後、選手同士の握手の後、主審 (サービスジャッジ)と も握手をすることを心掛けてください。
18.競技場内では、携帯電話の電源を切るか、もしくはマナーモードにしてください。また、競技フロア内での携帯

電話の使用は、一切認めません。

19.試合中にモバイル機器を使用したアドバイス・コーチングを受けることを禁止します。
20.その他は、監督会議における打ち合わせ事項に準じます。
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[学校対抗に関する事項]

1.監督、コーチ、マネージヤー、選手の変更は監督会議をもつて最終のものとし、以後の変更は一切認められませ
ん。

2.タイムテーブル上で試合開始時刻9:30(1段 目)に出場するチームに限り、試合開始前に当該コートでの練
習を認めます。その時間は、先番チームが8:20～ 8:30、 後番チームが8:30～ 8:40の 10分間と
します。

3.初回戦のオーダー用紙は、監督会議資料の袋に同封してあります。次回戦以降は主審より直接手渡します。
4.オーダー用紙は、5枚複写で記入し、(1)(2)(3)④ は提出し、(5)は自校で保存します。
5.オーダー用紙は、オーダー交換所に提出して下さい。なお、対戦校立合いのもとでオーダー交換を行いますので、
時間厳守でお願いします。

なお、競技 1巡目は8:45と します。2巡目からのオーダー交換は、放送でお知らせします。
6.定時 (指示のあつた時刻)までにオーダー用紙の提出が無い時には「棄権」とします。
7.エ ントリーをしている者 (監督 1名、コーチ1名、マネージャー 1名、選手 5～フ名)は、試合開始 15分前あ
るいは選手集合の放送により選手集合所に集まり、係員の指示に従ってください。

8.ベ ンチに入ることができるのは、当該試合にエントリーされた者のみです。
9.入場は、主審の誘導により、組合せ番号の先番チームからとします。
10.試合開始前の練習は、マッチ (試合)ごとに、あいさつを交わした後、主審の指示で3分間行つてください。
11.マッチ (試合)は、1回戦より2～ 3コート並行して行うことがあります。その際、同一選手が連続して試合を
する場合のインターバルは10分とします。
12.マッチ (試合)は、勝敗決定 (3マ ッチ先取)後、打ち切りとします。
13.勝敗が決定したら対戦チームとあいさつをし、主審の誘導により、プラカードに続いて整列し、勝利チームから

退場をしてください。

[個人対抗に関する事項]

1.選手の変更は、いかなる場合でも認められません。
2.タイムテーブル上で試合開始時刻9:00(1段 目)および9:40(2段 日)に出場する選手に限り、試合開
始前に当該コートでの練習を認めます。その時間は、試合開始時刻9:00(1段 日)が 8:10～ 8:20、
試合開始時刻9:40(2段 日)が 8:20～ 8:30の 10分間とします。
3.選手は、試合開始 10分前あるいは選手集合の放送により、選手集合所に集まり、係員の指示に従ってください。
4.入場は、主審の誘導により、組合せ番号の先番選手からとします。
5.試合開始前の練習は、あいさつの後、主審の指示に従い、同時に3分間とします。 (単の場合、対戦者同士で行
ってください)

6.勝敗決定後は、対戦相手とあいさつをし、主審の誘導によリプラカードに続いて整列し、勝者から退場してくだ
さい。

[一般上の注意 ]

1.各競技会場の開場は、8:00です。
2.競技者は会場到着後、IDカードを着用の上、「受付」を済ませてから入場してください。
3.各競技上では、係員の指示や会場の表示に従つて、下履きと上履きの区別を付けてください.
4.競技フロア内での飲食やクーラーボックスの持ち込みを禁止します。但し、学校対抗の際、ベンチでの水分補給
を認めます。濡れた場合は、各校の責任できれいにしてください。

5.部旗は、競技会場に男女1枚ずつとし各競技会場受付時にお預かりいたします。お帰りの際は受付に申し出てくだ
さい。

6.応援の際、競技に支障をきたすことがないように配慮をお願いします。太鼓やラッパなどの鳴り物、うちわ、メ
ガホンなどを利用した応援は禁止します。競技に支障があるとレフェリーカ洋」断した場合は、競技規則に基づき

厳正に対処します。

7.フラッシュ・ストロボを用いての写真指訴1多は禁止します。また、会場施設内の電源 (コ ンセント)の使用は禁止
します。ご協力ください。
8.ゴ ミは各自で責任を持つて処理し、分別収集に協力をお願いします。
「来たときよりも美しく」の気持ちを心掛けてください。

9.競技中の疾病、傷害については応急処置のみ主催者側で行いますが、その後は各自で処置をしてください。
10.防犯上、貴重品はじめ私物の管理は、各自 (各チーム)で責任を持つて行つてください。
11.北九州市立総合体育館では、競技会場で2階の観覧席から応援する場合、フロアヘの落下防止のため、最前列は
着席して応援してください。北九州メディアドームでは、ロールバック席最前列から2列目までは共通の応援席
としますので荷物等は置かないようにお願いします。また、通行に支障が生じる通路での応援も配慮をお願いし
ます。
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男子学校対抗組合せ表 (B丁 -49)

埼   玉   栄 (

安 芸 府 中 (

新        翔 (

旭  り|1  実  業 (

前        沢 (

大   分   西 (

高   松   東 (

聖 ウルスラ学院英智 (

県 立 岐 阜 商 業 (

高 岡 第 一 (

米   子   北 (

横        浜 (

人   代   東 (

金 沢 市 立 工 業 (

奈 良 大 学 附 属 (

唐   津   南 (

青  森  山  田 (

伊 勢 崎 清 明 (

自 由 ケ 丘 (

水 島 工 業 (

西 武 台 千 葉 (

暁     (

高   知   西 (

鹿 児 島 工 業 (

比   叡   山 (

埼 玉 県 )1

広 島 県 )2

和歌 山県 )3

北北海道 )4

岩 手 県 )5

大 分 県 )6

香 川 県 )7

宮 城 県 )8

岐 阜 県 )9

26東 大 阪 大 学 柏 原

27甲  斐  清  和

28秋       田

29柳 井 商 工

30日 章 学 園

31勝       山

32名 経 大 市 屯「

33常  総  学  院

34乙        訓

35山   形   南

36徳 島 商 業

37九 州 国際 大学付 属

38札  幌  第  一

39作 新 学 院

40沖 縄 水 産

41北       越

42神 戸 村 野 工 業

43新        田

44淑 徳 巣 鴨

45蘇        南

46西        陵

47大        東

48星        陵

49富        岡

2

3

4

5

18

19

20

21

23

24

34

35

36

37

10

ll

12

13

大 阪 府 )

山 梨 県 )

秋 田 県 )

山 口 県 )

宮 崎 県 )

福 井 県 )

愛 知 県 )

茨 城 県 )

京 都 府 )

山 形 県 )

徳 島 県 )

福 岡 県 )

南北海道 )

栃 木 県 )

沖 縄 県 )

新 潟 県 )

兵 庫 県 )

愛 媛 県 )

東 京 都 )

長 野 県 )

長 崎 県 )

島 根 県 )

静 岡 県 )

福 島 県 )

富 山 県 )

鳥 取 県 )

神奈川県 )

熊 本 県 )

石 川 県 )

奈 良 県 )

佐 賀 県 )

青 森 県 )

群 馬 県 )

福 岡 県 )

岡 山 県 )

千 葉 県 )

二 重 県 )

高 知 県 )

鹿児 島県 )

11

15

29

46

4

5

6

7

17

18

19

20

21

22

23

6

7

8

9

43

滋 賀 県 )25

25
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女子学校対抗組合せ表 (GT-49)

富       岡

耐       久

御 殿 場 西

諫 早 商 業

新       田

新 潟 青 陵

大   官   東

札 幌 静 修

聖 心 ウル ス ラ学 園

伊 勢 崎 清 明

松 徳 学 院

滋賀 短期 大学 附属

富 山国際 大学付 属

聖ウルスラ学院英智

別 府 鶴 見 丘

金 沢 向 陽

四 天 王 寺

作 新 学 院

高 松 商 業

岡 崎 城 西

鹿 児 島 女 子

鳥 取 敬 愛

生       田

山 形 市 立 商 業

九州 国際 大学付 属

福 島 県 )1

和歌 山県 )2

静 岡 県 )3

長 崎 県 )4

愛 媛 県 )5

新 潟 県 )6

埼 玉 県 )7

南北海道 )8

宮 崎 県 )9

群 馬 県 )10

島 根 県 )11

滋 賀 県 )12

富 山 県 )13

官 城 県 )14

大 分 県 )15

石 川 県 )16

大 阪 府 )17

栃 木 県 )18

香 川 県 )19

愛 知 県 )20

鹿児 島県 )21

鳥 取 県 )22

神奈川県 )23

山 形 県 )24

福 岡 県 )25

本 橋 女 学

芸  府

岡  市

本  中

學

広  大

都 外 大

斐  清

敷  中

立 岐 阜 商

井  商

賀  女

漢  学

田  学

岡  常

田  商

武 台 千

商  学

知

森  山

東 京 都 )

広 島 県 )

沖 縄 県 )

徳 島 県 )

岩 手 県 )

福 井 県 )

熊 本 県 )

二 重 県 )

北北海道 )

京 都 府 )

山 梨 県 )

岡 山 県 )

岐 阜 県 )

秋 田 県 )

山 口 県 )

佐 賀 県 )

茨 城 県 )

兵 庫 県 )

福 岡 県 )

奈 良 県 )

千 葉 県 )

長 野 県 )

高 知 県 )

青 森 県 )

18

19

20

21

23

24

10

26日

27:安

28こコ

29:城

30`盛

31勝

32熊

33皇

34'詩

35/5ヽ

36甲

37倉

38.県

39;秋

40り「

41佐

42著

43園

44福

45[局

46西

47松

48「局

49青

館

中

ザ

東

全止

山

央

館

谷

西

不日

央

業

田

工

子

園

園

葉

業

葉

園

南

田

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

(

2

3

4

34

35

36

37

11

12

30

13

14

46 47
48

6

7

8

43

5

7

9

25
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保 木 卓 朗・小 林 優 吾(富

島 川 翔 太・久保田 優巳(乙
早 川  竣・小 泉 貴 哉 (大

福 島  将・喜 多 勇 介(小

藤 井 湧 真。宮 本 康 平(安

中 山 寛 人・清 水 隆 大(甲

唐 渡 裕 基・菅  康 太(高

岡・福島県 )1

山 川 莉 1輝 。間 部 徳 馬(    暁    ・二重県 )8

菊 地 裕 太・木 村 大 均 (前      沢・岩手県 )9

疋 田 聖 也・曽 根 雄 太 (東 大阪大学柏原・大阪府 )10

訓

北

城

中

和

一

府

清

第

町

芸

斐

松

京都府 )2

長野県 )3

佐賀県 )4

広島県 )5

山梨県 )6

香川県 )7

石 川 泰

大 堀

富 岡 寿

森 田 慎

内 田 健

神 谷 真

山・福井県 )11

院・栃木県 )12

東・熊本県 )13

北・鳥取県 )14

-。 東京都 )15

産・沖縄県 )16

-。 南北海道)17

陵・静岡県 )18

成。近 葉 信 太 (勝

新・上 野 貴 弘(作

将・池 田 朋 也 (人

司・松本 健太朗(米

太・植 木 祐 太(関

吾・上 原 正 太(沖

学新

代

　

子

第

水

第

東

縄

幌山

真

水

馬

鈴

口 友 輔・塚 本 光 希(札

遼 太 郎・井 上 寛 規 (星

口 恭 兵。三 島  優 (神 戸村野工業・兵庫県 )19

場 湧 生。水 谷 希 純 (九州国際大学付属・福岡県 )20

木 啓 介・北 村 拓 未 (千  葉 敬 愛・千葉県 )21

笠 原 恵 也・福 良 幸 浩(徳  島 商 業・徳島県 )

佐 藤 宏 亮,吉 田 拓 真(別 府 鶴 見 丘。大分県 )

野 村 拓 海・浅 原 大 輔(聖ウルスラ学院英智。宮城県 )

前田 賢史朗・谷 口 友 章(高  岡 第 一。富山県 )

岡 本 侑 也。大 島 侑 也(水 島 工 業・岡山県 )

蕪 木 辰 義・藤 沢  悠(桐  生 商 業・群馬県 )
仲  優 ―・東  定 史(新       翔・和歌山県)
本 間 雄 大・石 塚 貴 海(佐      渡・新潟県 )
吉 田 浩 平・西 谷 春 樹(青  森 山 田・青森県 )

前 田 晃 司・徳 永 大 和(西      陵。長崎県 )

國本 遼太郎・渡 部 翔 大(新      田・愛媛県 )

井 田 淳 貴,森 山 雄 太(大      東・島根県 )

石 塚 凌 大・鈴 木 康 宏(名 経 大 市 郁・愛知県 )

大関 隼太郎・嵯 峨  達(秋  田 工 業・秋田県 )

中 尾 重 太。高 松 佑 ―(鹿 児 島 工 業・鹿児島県)

五 十 嵐 優。中里 裕 貴(埼   玉  栄・埼玉県 )

吉 り|1  改。青木 佑希也(旭  り|1 実 業・北北海道)

林  翔 太・木 村 亮 介(常  総 学 院。茨城県 )

山 下  京・小森園 隆平(日  章 学 園・宮崎県 )
尾 崎 公 哉・芝 野 誠 人(金 沢市立工業・石川県 )

古 田 将 也・小 竹 岡1生 (県 立岐阜商業・岐阜県 )

西川 裕次郎。宮  雄 大(比   叡   山・滋賀県 )

古 川 優 太・桐 田 和 樹(柳 井 商 工・山口県 )

齊 藤 洋 平・高 橋 雅 幸(山   形  南・山形県 )

森 山  翼。東 浦 功 基(奈 良大学附属・奈良県 )

手 塚 大 輔・小 林 直 ;輝 (横       浜・神奈川県)

岩 原 賢 享。稲 盛 悠 平(高   知  南・高知県 )

寺 脇 慎 悟・笹 川 大 志(自  由 ケ 丘・福岡県 )

男子個人対抗ダブルス組合せ表(BD-98)
50原 日 拓 巳・成 富 勇 太(自  由 ケ 丘・福岡県 )
51飯  田  歩・向  井  良(新       官。和歌山県)
52岩  永  廉。上 阪 時 歩(柳  井 商 工・山口県 )
53早 乙女 拓也。久保田 昇吾(伊 勢 崎 清 明・群馬県 )

54木 村 大二朗・猪熊 心太朗(高   松  東・香川県 )
55木 村 尋 斗・岸 田 貴 嗣(旭  り|1  実 業・北北海道)
56南 京 孝 実。服 部 秀 治(足      羽・福井県 )
57島 添 隼 也・賓 藤 隼 佑(常  総 学 院・茨城県 )
58西 平 賢 矢・玉 寄  鷲(糸      満。沖縄県 )
59竹 村 翔 大・戸 田 貴 大(    社    ・兵庫県 )
60高 橋 歩 夢・菅 原 栄 史(聖ウルスラ学院英智。宮城県 )
61藤 井 一 貴・可 児 駿 弥(名 経 大 市 屯「・愛知県 )

62渡 邊 貴 宏・古 城  晃(水  島 工 業・岡山県 )
63菊  野  真・今 井 喬 介(横       浜・神奈川県)
64平 井 貴 大・畔 上 駿 平(高  岡 第 一・富山県 )
65仮 屋 健 人・小 り|1 航 平(西      陵。長崎県 )
66大 狩 光 貴・常 塚  光(乙       訓・京都府 )
67渡 辺 勇 大・三 橋 健 也(富      岡・福島県 )
08玉 手 勝 輝。中 田 政 秀(埼   玉  栄・埼玉県 )
69北 原 圭 介。中 馬 雄 太(鹿   児   島・鹿児島県)
70濱 井 竜 輔・竹 内 槙 哉(皇   阜  館・二重県 )
71柳 原  朗。本 川 文 勝(大 山 工 業・秋田県 )
72小  村  肇・山 時 敬 太(大      東・島根県 )
73吾 野 文 人・東  優 太(新      田・愛媛県 )
74中 野 克 哉・湯 谷 郁 斗(鳥  取 敬 愛。鳥取県 )
75- 瀬  舜・小 野 翔 太(大   分  西。大分県 )
76西 川 大 貴。中 西  秀(添      上・奈良県 )
77田 草 り|1 将・熊 谷 陽 介(甲  府 昭 和・山梨県 )
78野 村 陸 人・田村 岳 之(城      東・徳島県 )
79袋 井 由樹。嶋  崇 志(金 沢市立工業'石川県 )

80工 藤 有 智・齊 藤 尚 吾(伊      東・静岡県 )
81多 賀 敦 司・田 中 佑 弥(九州国際大学付属・福岡県 )

82上  村  賢・山 崎 慎 也(西 武 台 千 葉・千葉県 )
83三 浦 恭 平・丸 山 恭 平(鶴  岡 工 業・山形県 )

84清 水 智 彦・廣 田 直 樹(比   叡   山。滋賀県 )

85西   智 寛・藤
86塩  田  敦・山
87杉  田 陸・森
88小 原 聖 胡・藤

89小 川 知 仁・久

90岩 田 知 大・松

慶

崎 真

園 周

根 侑

敷 晃

瀬 隼

行(人

央(淑

冬 (日

也(花

大(広

斗(蘇

熊本県 )

東京都 )

宮崎県 )

岩手県 )

広島県 )

長野県 )

91渡 邊 一 史・武 石 優 斗(札  幌 第 一。南北海道)

92馬 屋原 大樹・三 浦 格 誓(東  奥 学 園・青森県 )

93菊 池 武 彦'関 根 広 大(佐      渡。新潟県 )
94川 上 航 季・山野内 佳貴(県 立岐阜商業・岐阜県 )
95柿 本 恭 平・竹 内 鮎 彦(土      佐・高知県 )
96自 石 大 輝・増 田 竜 也(作  新 学 院・栃木県 )
97竹 永 勇 哲。岩 本 海 成(唐   津  東・佐賀県 )
98下  農  走・常 山 幹 太(東 大阪大学柏原。大阪府 )

東

鴨

園

雲

北

南

巣

学

青

城

代

徳

章

北

島

-44-
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松 田  蒼・金 浦 紗 樹 (富 山国際大学付属・富山県 )1
花野 里沙子・荻谷 あやめ(耐       久・和歌山県)2
古賀 梨佳子・森 田 貴 帆 (佐  賀 女 子・佐賀県 )3

石 澤 未 夢・古 澤 朋 佳 (札  幌 静 修・南北海道)4

石橋 美咲子・畠 中  葵(柏

杉 原 理 沙・堀 田 莉 菜 (安 芸

濱 北 も も。田島 優乃華(富

文 香・林  千 里(県 立岐阜商業・岐阜県 )8
美 架・浅 賀 未 久(著  漢 学 園・茨城県 )9

毬 乃・國 友 香 那(滋賀短期大学附属・滋賀県 )10

佳 奈・浅沼 今乃美(前      沢・岩手県 )11

米 田 穂 花・朝 岡 依 純(熊

三 枝 舞 奈・木 場 叶 華(高

加 藤 美 幸・黒 澤 裟 妃(倉

山 田 菜 月・清  光 里(星

篠 田 希 望・茂野 みゆき(伊 勢 崎 清 明・群馬県 )16

齊藤 志帆子。加 藤 悠 理(秋      田。秋田県 )17

倉 本 梨 香・田坂 季 子(新

濱 田 倖 乃・平田 みなみ(諌

溝端 三彩起・北 谷 美 樹(園

五十嵐 里絵・佐野 万柚子(北

井 上 美 沙・蒲 池 昌子(昭

井 田 麻 友・宮 崎 詩 織(松

島 田 菜 央。細 田 実 希(宇

西 尾 千 空。西坂 はるな(九州国際大学付属・福岡県 )25

宮 浦 玲 奈・永原 和可那(青  森 山 田・青森県 )26

和 久 桃 子・東 久 留 望(金 沢 向 陽・石川県 )27

横 山

松 田

北 村

古 川

四 宮 詩 織・志字知 綾佳 (城

長谷川 歩紀・鈴木 あゆみ(弥

神 田 菜 那・三 輸 珠 美 (高

三橋 久瑠美・畑 由 衣 香 (鳥

中野 愛 美・重 田

塚本 あゆみ・甲斐

濱 田 真 衣・雨 宮

田 中 瑞 穂。松 田

稲 葉 美 奈。中川

上坂 千菜未・松 本

牟田 香菜子。長 野

武 田 紗 貴・仲井

美 空(九州国際大学付属・福岡県 )32

妃美子(聖ウルスラ学院英智・官城県 )33

桃 子(甲  斐 清 和・山梨県 )34

結 苗(添      上・奈良県 )35

祐 希(皇   學  館・二重県 )36
理 沙(帯  広 大 谷。北北海道)37

来 夢(鹿 児 島 女 子・鹿児島県)38

由希乃(日 本橋女学館。東京都 )39

県

県

県

葉

島

島

千

広

福

陵

中

岡

府

央

業

央

陵

中

商

中

本

　

松

　

敷

田

業

園

越

園

院

南

商

学

　

　

学

学

宮

早

　

田

　

　

和

徳

‥

都

取 敬

東。徳島県 )

栄・神奈川県)

鍋。宮崎県 )

愛。鳥取県 )

熊本県 )12

香川県 )13

岡山県 )14

静岡県 )15

愛媛県 )18

長崎県 )19

兵庫県 )20

新潟県 )21

大分県 )22

島根県 )23

栃木県 )24

山口県 )40

福井県 )41

山形県 )42

大阪府 )

愛知県 )

京都府 )45

沖縄県 )46

長野県 )47

高知県 )48

埼玉県 )49

辻  瑞 貴・矢 上 璃 奈(柳

山 口 茜・鈴 木 咲 貴(勝

櫻庭 可奈子・齋 藤  桜(山

森 み ず 穂。今 井 優 歩(四

小 川 由香・石 井 梨 紗(岡

川上 優美奈・和 田 輝 里(乙

宮 城  悠・外間 千奈美(石
金 丸 萌 子・小 山 美 星(松

上 田 麻 未・藤 井 彩 華(高

中西 貴 映・清 水  望(大

工

山

園

寺

西

訓

川

園

央

東

商

　

学

工

城

　

　

学

中

宮

井

　

　

本

天

崎

　

　

　

　

商

知

女i召1印、対抗ダブルス組合せ表(GD-98)
50星  千 智・吉 森 朱 里(金 沢 向 陽・石川県 )
51平 岡 祥 羽。安 井 り さ(奈 良大学附属・奈良県 )
52佐 藤 結 花。佐 木々 許妃恵(新      屋・秋田県 )
53工 藤 ひな子。本 部 優 奈(聖 心ウルスラ学園・宮崎県 )

54片 桐 悠 夏・桶 田 彩 乃(西 武 台 千 葉・千葉県 )
55野 口 智 世・野 村 来 未(旭  り|1  実 業・北北海道)
56重 信 萌 夏・福 本 涼 香(柳  井 商 工・山口県 )
57高 田 結 衣・秋 田 茉 美(大   垣  西・岐阜県 )
58川 野 愛 華・宅島 あや子(熊  本 中 央・熊本県 )
59山  本  朋・三 好 留 奈(高   知  南・高知県 )
60齋 藤 麻 友。清 水 詩 織(桐  生 商 業・群馬県 )
61柏 原 み き。宇都宮 茉佑(園  田 学 園。兵庫県 )

62大  堀  彩。東 野 有 紗(富      岡・福島県 )
63小 沢 羽 衣・小 沢 舞 羽(日 本橋女学館。東京都 )

64中 西 理 緒。川添 麻依子(皇   學  館。二重県 )
65小 田 沙弥香。大 橋 梨 乃(安  芸 府 中・広島県 )
66本  田  悠。本 田  奏(別 府 鶴 見 丘。大分県 )
67金 澤 カロ奈・岩 崎 遥 香(城      東・徳島県 )
68森  瑞 希・加 藤 智 香(埼   玉  栄。埼玉県 )
69矢 萩 樺 恋・安部 優衣子(山 形市立商業・山形県 )
70里 中 梨 佳・堀 田 彩 加(鹿   児   島・鹿児島県)
71山 田 千 晴・山 中 芹 里(京 都 外 大 西・京都府 )
72小 平 安佳里。青 木  結(文 化学園長野・長野県 )
73櫻 本 絢 子・寺 田 桃 香(九州国際大学付属・福岡県 )
74前 田 悠 希・松 本 悠 里(諌  早 商 業。長崎県 )
75大 山 紗於里・紅 林 里 奈(星
76中 屋 瑞 希・池 田 美 里(四

77唐 仁 原 茜。中野 みさと(山

78藤 巻 亜里菜・鈴 木 優 里(甲
79北 上 詩 歩,桑 原 花 菜(新

愛知県 )

大阪府 )

岡山県 )

山梨県 )

新潟県 )

80伊 野 紫 菜・池内

81井 上 瑞 紀。伊達

82中  村  幸・山 森

83高  橋  咲・遠 藤
84木 村 安 里・田 島

85長 谷川 琴音。関町

86芹 澤 妃那子・勝俣

87幸 良 美 月・平 良

88池 内 萌 絵・村 谷

89上 野 真 味・名 倉

美鶴帆(新      田・愛媛県 )

はるか(佐  賀 女 子・佐賀県 )

真 凛(富山国際大学付属・富山県 )

雪 菜(盛  岡 市 立,岩手県 )

優 佳(    境    。鳥取県 )

理紗子(作  新 学 院・栃木県 )

莉里香(御  殿 場 西・静岡県 )

志 穂(石      川・沖縄県 )

唯 菜(松  徳 学 院・島根県 )

帆 南(耐       久・和歌山県)
90内 田 彩 佳・友 水 陽 香(常

91中 村 恭 子・荒 木 茜 羽(青

92三 津川 有美・勝  洋 子(大

茨城県 )

青森県 )

滋賀県 )

93鈴 木 いよ乃・神

94竹 内 葉 月・宮

95生 田目 沙希・城

96櫻 山 希実子・岩

97多 田 百 花。三

98長 瀬 瑞 奈・松

優

本 愛

所 恵

尾 美

谷 奈

本 麻

衣(聖ウルスラ学院英智。宮城県 )

梨(武  生 商 業・福井県 )

美(生       田・神奈川県)
咲(自  由 ケ 丘。福岡県 )

央(高 松 第 一。香川県 )

佑(と わの森三愛。南北海道)

城

寺

子

和

陵

王

女

清

青

天

陽

斐

潟

院

田

業

学

山

商

総

森

津

-45-



男子個人対抗シングルス組合せ表(BS-98)

農裕

大

寺

　

　

坂

野

本

小

鷹
　
西

松 本 健 太

小 森 園 隆

村

淳

智

桂

聖

和

蒼

1 光

大 三

埼   玉   栄・

奈      良・

九州国際大学付属・

米   子   北・

日 章 学 園・

高   知   西・

青 森 山 田・

暁

常 総 学 院・

金 沢 市 立 工 業・

鹿 児 島 工 業・

山  形   南・

東 大 阪 大 学 柏 原・

旭  川  実  業・

大   町   北・

聖ウルスラ学院英智・

西 武 台 千 葉・

大     東・

人   代   東・

勝      山・

唐   津   南・

太 田 市 立 商 業・

大   垣   北・

神 戸 村 野 工 業・

高   松   東・

自 由 ケ 丘・

那     賀・

安 芸 府 中・

横     浜・

大 曲ヽ  工  業・

伊     東・

水 島 工 業・

別 府 鶴 見 丘・

城     東・

北     越・

淑 徳 巣 鴨・

比   叡   山・

高 岡 第 一・

沖 縄 水 産・

乙       訓 。

作 新 学 院・

花  北  青  雲・

新      田・

埼玉県 )1

奈良県 )2

福岡県 )3

鳥取県 )4

宮崎県 )5

高知県 )6

青森県 )7
二重県 )8

茨城県 )9

石川県 )10

鹿児島県 )11

山形県 )12

大阪府 )13

北北海道 )14

長野県 )15

宮城県 )16

千葉県 )17

島根県 )18

熊本県 )19

福井県 )20

佐賀県 )21

群馬県 )22

岐阜県 )23

兵庫県 )24

香川県 )25

福岡県 )26

和歌山県 )27

広島県 )28

神奈川県 )29

秋田県 )30

静岡県 )31

岡山県 )32

大分県 )33

徳島県 )34

新潟県 )35

東京都 )36

滋賀県 )37

富山県 )38

沖縄県 )39

京都府 )40

栃木県 )41

岩手県 )42

愛媛県 )43

長崎県 )41

愛知県 )45

南北海道 )46

山口県 )47

山梨県 )48

福島県 )49

西     陵・

新      田・

八   代   東・

甲 府 昭 和・

聖ウルスラ学院英智・

高  岡  第  一・

自 由 ケ 丘・

米   子   北・

淑 徳 巣 鴨・

神 戸 村 野 工 業・

鹿   児   島・

前     沢・

名 経 大 市 郁・

富     岡・

横     浜・

沖 縄 水 産・

足    羽・

県 立 岐 阜 商 業・

東 大 阪 大 学 柏 原・

伊     東・

別 府 鶴 見 丘・

青

常

帯

埼

奈

大

徳

1ヒ

高  松  第

札  幌  第

唐   津

蘇

安

只

西

柳

日

秋

比   叡   山・

宇 都 宮 南・

金 沢 市 立 工 業・

伊 勢 崎 清 明・

暁

水 島 工 業・

高   知   南・

耐     久・

山  形   南・

九州国際大学付属・

介 (

希 (

昇 (

朗 (

平 (

也 (

哉 (

輝 (

佑 (

志 (

太 (

平 (

太 (

改 (

竣 (

斗 (

賢 (

貴 (

寛 (

大 (

也 (

史 (

汰 (

喜 (

朗 (

巳 (

平 (

平 (

真 (

勝 (

智 (

宏 (

亮 (

人 (

守 (

敦 (

大 (

章 (

吾 (

貴 (

新 (

和 (

大 (

司 (

地 (

史 (

太 (

人 (

吾 (

50下

51齊

52吉

53川

54島

55岡

56松

57森

58森

59樫

60池

61須

62吾

63藤

64田

65高

66弓

67成

68森

69山

70水

71北

72菊

73小

74保

75今

76上

77近

78古

79菅

8。 塚

81小

82網

83藤

84高

85上

86桐

87森

88水

89山

90宇

91袋

92早

93佐

91古

95稲

96山

97奥

98馬

村

田

園

ノ 江

下

賀 神

井

乙 女

藤

城

盛

田

不ロ

周

慎

大

鷹

由

拓

佑

走 (

吾 (

真 (

稀 (

也 (

輝 (

平 (

翼 (

太 (

也 (

馬 (

郎 (

人 (

行 (

将 (

夢 (

博 (

太 (

司 (

央 (

兵 (

介 (

太 (

貴 (

朗 (

介 (

太 (

人 (

也 (

太 (

希 (

朗 (

豊 (

真 (

吾 (

聡 (

樹 (

冬 (

兵 (

輔 (

行 (

樹 (

也 (

太 (

晃 (

平 (

也 (

太 (

生 (

尚

拓

勇

隼

尚

康

藤

田

音

添

村

本

田 拓

賀 健 太

野  文

慶

康

本  光

野 麟 太

野

大阪府 )

静岡県 )

大分県 )

青森県 )

茨城県 )

北北海道 )

埼玉県 )

奈良県 )

島根県 )

徳島県 )

新潟県 )

長崎県 )

愛媛県 )

熊本県 )

山梨県 )

宮城県 )

富山県 )

福岡県 )

鳥取県 )

東京都 )

兵庫県 )

鹿児島県 )

岩手県 )

愛知県 )

福島県 )

神奈川県 )

沖縄県 )

福井県 )

岐阜県 )

香川県 )

南北海道 )

佐賀県 )

長野県 )

広島県 )

京都府 )

千葉県 )

山口県 )

宮崎県 )

秋田県 )

滋賀県 )

栃木県 )

石川県 )

群馬県 )

二重県 )

岡山県 )

高知県 )

和歌山県 )

山形県 )

福岡県 )

真

伸

莉

隼

　

重

洋

幹

　

　

優

崇

　

　

　

　

―

―

田

野

川

藤

　

尾

藤

山

　

　

山

廣

岡

山

賞

嶋

中

齊

常

吉

早

丸

田
　
　
野

岩
　
　
日

本

村

上

井

西

牧

黒

林

和

福

木

文

有

貴

宏

陸

澤
　
田

川

藤

邊

藤

村

本

工

渡

佐

野

柳

塩

山

田

院

谷

栄

属

東

業

越

山

学

大

　

附

　

商

玉
　
大

森

総

広
　

　

良
　

　

島

雄

哲

山

山

―

歩

英

勇

草

橋

長

富

慎

真

恭

圭

裕

裕

卓

喬

正

隼

将

田

崎

口

原

地

笠

木

井

原

藤

田

拓

祥

康

野

口
　
岡

本

原

福

宮

菊

一
　

一　

南

南

中

洋

葉ｒｒ

府

両
　
二ムロ

芸
　
都

武

湧

渉

井

宮

工
　
園
　
田

商

学

井

章友

真

光

唯

　

　

　

　

　

　

―

，
　
　
　
　
　
　
　
堀

口
　
谷

狩

宮

谷

神

大

大

翔

晃

大

一

優

勇

優

後

部

田

藤

邊

川

上

林

筑

渡

前

安

渡

古

井

小

西

名

本L

柳

甲

富

陵

経 大 市 屯F

悠

真

皓

湧

山

場

一　

工
　
業

岡

第

商

商

幌

井

府
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女子個人対抗シングルス組合せ表(GS-98)

洋
　
川
　
　
　
　
　
　
目

田

　

谷

野

木

詰

田

井

勝

長

伊

荒

橋

生

来

結

千

由

叶

な

佳

夕

希

涼

智

安

野

藤

根

川

場

こ

平

岡

日

本

山

長

佐

関

小

木

脇

小

山

篠

福

重

星   千

重 村  奈

麻

石川県 )1

宮崎県 )2

島根県 )3

滋賀県 )4

栃木県 )5

愛媛県 )6

青森県 )7

京都府 )8

神奈川県 )9

鹿児島県 )10

秋田県 )11

北北海道 )12

愛知県 )13

香川県 )14

大分県 )15

長野県 )16

二重県 )17

群馬県 )18

山口県 )19

官城県 )20

長崎県 )21

奈良県 )22

富山県 )23

茨城県 )24

福岡県 )25

福島県 )26

山梨県 )27

沖縄県 )28

岐阜県 )29

広島県 )30

大阪府 )31

埼玉県 )32

和歌山県 )33

佐賀県 )34

徳島県 )35

新潟県 )36

岡山県 )37

熊本県 )38

兵庫県 )39

静岡県 )40

山形県 )41

千葉県 )42

高知県 )43

福岡県 )44

東京都 )45

岩手県 )46

福井県 ),7

鳥取県 )48

南北海道 )49

櫻 本

大

丸 茂

外 間

横 山

小 田

今 井

川 島

名 倉

古 賀

金 澤

北 上

加 藤

朝 岡

望 月

琴

紫

茜

有

沙

津

有

村

梨 衣

: 絢

堀

詩

千 奈

文

沙 弥

優

里

帆

梨 佳

カロ

詩

美

依

菜

女己 刀F

由

萌

本

智 (

穂、(

友 (

子 (

音 (

菜 (

1] (

紗 (

希 (

夢 (

花 (

弥 (

香 (

華 (

ぎ (

里 (

記 (

望 (

香 (

佳 (

穂 (

里 (

幸 (

子 (

子 (

彩 (

歩 (

美 (

香 (

香 (

歩 (

羅 (

南 (

子 (

奈 (

歩 (

幸 (

純 (

生 (

子 (

季 (

恵 (

朋 (

遥 (

衣 (

咲 (

花 (

帆 (

佑 (

50森

51色

52金

53上

54城

55毛

56林

57清

58古

59五

60花

61+

62松

63片

64田

65塚

66金

67山

68石

69本

70山

72田

73仲

74月 !」

76重

77森

78吉

79川

80清

81牟

82岩

83東

84山

85松

86池

87関

88井

89齊

9o上

91松

92赤

93大

94阿

95藤

96中

97山

98永

穂 (

佳 (

子 (

織 (

美 (

佳 (

里 (

織 (

奈 (

里 (

子 (

由 (

美 (

夏 (

穂 (

み (

姫 (

茜 (

夢 (

奈 (

彩 (

美 (

子 (

乃 (

希 (

夏 (

美 (

加 (

里 (

子 (

望 (

子 (

香 (

紗 (

里 (

蒼 (

絵 (

子 (

沙 (

子 (

未 (

沙 (

希 (

乃 (

英 (

菜 (

子 (

月 (

麗 (

金

宮

松

大

作

新      田・

青 森 山 田・

京 都 外 大 西・

生     田・

鹿 児 島 女 子・

新     屋・

深   り|1  西・

岡 崎 城 西・

高 松 商 業・

別 府 鶴 見 丘・

文 化 学 園 長 野・

暁

伊 勢 崎 清 明・

柳 井 商 工・

聖ウルスラ学院英智・

諌  早  商  業・

高  田 商  業・

富山国際大学付属・

常  総  学  院・

九州国際大学付属・

富      岡・

甲 斐 清 和・

石      川・

県 立 岐 阜 商 業・

生      田

佐 賀 女 子

県 立 岐 阜 商 業

桐 生 商 業

前      沢

人 代 白百 合 学 園

耐      久

高 松 商 業

九州国際大学付属

西 武 台 千 葉

添      上

聖ウルスラ学院英智

沖  縄  水  産

勝      山

札 幌 静 修

聖心ウルスラ学園

豊      り||

鳥 取 敬 愛

新      田

日 本 橋 女 学 館

四

山

松

倉

城      東

富       岡

京 都 外 大 西

富山国際大学付属

松  徳  学  院

作 新 学 院

昭  和  学  園

秋

高  知

帯  広

園  田

安  芸

東 京 学 館 新 潟

甲 斐 清 和

福 岡 常 葉

星      陵

青 森 山 田

寺

園

園

央

工

学

学

中

天

本

商

敷

ず

文

萌

詩

恵

未

ケ

　

　

　

　

　

　

　

・

‐

ｔ

摩

丸

田

所

利

陽

宮

院

業

院

向

大

学

商

学

沢

崎

徳

津

新

千

水  詩

川  佳

反  美

野 里 沙

河  茉

岡  英

桐  悠

中  瑞

本 あ ゆ

城  悠

口

澤  未

部  優

藤  千

橋 久 瑠

坂  季

井 由 希

田  悠

信  萌

津 川 有

戸  陽

森  朱

添 麻 依

水

田 香 菜

崎  遥

野  有

中  芹

田

内  萌

町 理 紗

上  美

藤 志 帆

田  麻

部

巻 亜 里

村 茉 里

田  菜

田

大阪府 )

山形県 )

長野県 )

岡山県 )

神奈川県 )

佐賀県 )

岐阜県 )

群馬県 )

岩手県 )

熊本県 )

和歌山県 )

香川県 )

福岡県 )

千葉県 )

奈良県 )

官城県 )

沖縄県 )

福井県 )

南北海道 )

宮崎県 )

愛知県 )

鳥取県 )

愛媛県 )

東京都 )

長崎県 )

山口県 )

滋賀県 )

茨城県 )

石川県 )

二重県 )

埼玉県 )

鹿児島県 )

徳島県 )

福島県 )

京都府 )

富山県 )

島根県 )

栃木県 )

大分県 )

秋田県 )

高知県 )

北北海道 )

兵庫県 )

広島県 )

新潟県 )

山梨県 )

福岡県 )

静岡県 )

青森県 )

財

田

　

　

寸

嶋

中

飯

業

工

業

院

陽

館

東

子に

商

商

商

学

向

　

　

ヮ
´

學

宮

島

早

井

津

総

沢

　

　

児

諌

柳

大

常

金

皇

大

鹿

田

央

谷

園

中

中

大

学

府

撃

夏

梨

本
　
澤

橋

澤

藤

木

芹

伊

荒

山

安 芸 府 中

四 天 王 寺

埼   玉   栄

耐      久

佐 賀 女 子

城      東

新 潟 青 陵

倉 敷 中 央

熊 本 中 央

夙  り|1 学  院

御 殿 場 西

山 形 城 北

西 武 台 千 葉

高   知   南

福 岡 常 葉

日 本 橋 女 学 館・

盛 岡 市 立・

勝      山・

鳥 取 敬 愛・

と わ の 森 三 愛・

千

安

　

　

彩

真

麻

橋

田

澤

　

　

江

成

本

野

谷

高

西

岩

松
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学校対抗 記録用紙
No. 学校・選手名 ス コ ア 学校・選手名 No. 学校・選手名 ス コ ア 学校・選手名

高校高校 高校高校

複

１

一
一
一

複

１

一
一
一

複

２

一
一
一

複

２

単

１

一
一
一

単

１

一
一
一

単

２

単

２

単

３

単

３

No. 学校・選手名 ス コ ア 学校 0選手名 No. 学校・選手名 ス コ ア 学校・選手名

高校高校 高校高校

複

１

一
一
一

複

１

一
一
一

複

２

複

２

単

１

一
一
一

単

１

単

２

一
一
一

単

２

単

３

単

３

No. 学校・選手名 ス コ ア 学校・選手名 No. 学校・選手名 ス コ ア 学校・選手名

高校高校 高校高校

複

１

複

１

複

２

一
一
一

複

２

一
一
一

単

１

単

１

単

２

一
一
一

単

２

単

３

単

３
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一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一



個人対抗 記録用紙
No. 選 手 名 学校名 都道府県名 ス コ ア 選 手 名 学校名 都道府県名

一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

-49-

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一

一
一
一



☆ 開会式会場
■ 競技会場
● 練習会場

総合案内図

北九州芸術劇場(リバーウォーク北九州6階 )

□北九州市立総合体育館 1日北九州メデンアドーム

①小倉高校 ②小倉西高校 ③北九州市立小倉南体育館 ④小倉商業高校
⑤北九州市立小倉南体育館 ⑥八幡高校 ⑦九州国際大学付属高校
③北九州市立八幡東体育館 ◎北九州市障害者スポーツセンターアレアス

JR西小倉駅 JR小倉駅
Ｊ
Ｒ
戸
畑
駅

小倉高校

O
九州工業大

九州国際大学付属高校

小倉西高校
香春回

三萩野 北九州
メディアドーム

スポーツセンターアレアス

北九州市立
小倉北体育館北九州市立

総合体育館

“

戸畑工業高校
夜宮公園

スペニス
ワールド

金比羅池:

館
立
育
市
体
州
東
九
幡

九州歯科
大付属病院

Q 0

小倉商業高校

八幡高校

至黒崎

0

山田緑地
り

北九州都市高速道路

陸上自衛隊

至長尾

至黒崎 IC

至畑

-50-

至徳力

至津田

●西日本総合展示場



競技会場アクセス図

四北九州市立総合体育館

北九州市八幡東区八王寺町4“ 1

¬EL093… 652¨4001

口北九州メディアドーム

北九州市小倉北区三萩野3丁目1‥ 1

¬EL093-931-7337

●グ ッ

0

①
ひびき高

0

北九州市立
総合体育館

■

●高路台公園

美術館

北九州
メディアドーム

匡 □

-51-
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北九州市立総合体育館

至lil測町

駐車場のご案内

到津の森公園
北駐車場(有料)

鷺戸繭

至鞭lヶ讐

霊八幡驚

菫′』t、歯鶏

北九州メディアドーム

①大駐車場 388台
選手、監督、一般用

②南側駐車場

来賓、役員用

③到津の森公園北駐車場 520台 (普通車)
1日 600円  17:00ま で

一般用

コンピ■

①立体駐車場
一般用

②西エントランス前

役員用

③東エントランス前

実行委員会用

④芝生駐車場

選手・監督用

⑤公園駐車場

役員、一般用

300台

90台

16台

300台

200台

-52-

中奥轟地

ノ
上到津四

中央婦地公園

|||‐ |‐|■.||′ ′1':i,｀ 、

||||||| |ヽ 1ヽ::!ソ

神嶽 :||

||二萩野公園
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試合会場A 北九州市立総合体育館
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試合会場A 北九州市立総合体育館 (8月 7日～10日 )
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試合会場A 北九州市立総合体育館 {8月 11日 )
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試合会場B 北九州メディアドーム
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試合会場B 北九州メディアドーム
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練習会場タイムテーブル

月日

(曜 )

8月 4日

(日 )

8月 5日

(月 )

8月 6日

(火 )

8月 7日

(水 )

8月 8日

(木 )

8月 9日

(金 )

8月 10日

(土 )

使用時間
13:00～
16:00

8:30～
15100

8:30´V

12:00
8:30～
15:00

8:30´W

15:00
8:30´V

15:00
8:30～
15:00

備考
開会式
14時～

大会初日 2日 目 4日 目

施設名 コート番号 府県名 施設名 コート番号 府県名

①
小倉高校

」ヒ」ヒ海道

⑤
北九州市立
小倉北体育館

京   都
つ

４ 南北海道 り
こ 大   阪

Ｑ

Ｖ 青   森 う
０ 兵   庫

４

〓 岩   手 ４

． 和 歌 山

Ｆ
Ｏ 宮   城 ｒ

Ｏ 奈   良
＾

ｖ 秋   田 鳥   取

②
小倉西高校

山   形

⑥
八幡高校

島   根
つ

乙 福   島 り
４ 岡   山

Ｑ

υ 茨   城 う
０ 広   島

４

， 栃   木 ４

， 山   口
瞑
υ 群   馬 仄

υ 徳   島
ａ
υ 埼   玉 ａ

υ 香   川

③
北九州市立小倉南
体育館

千   葉

⑦
九州国際大学
付属高校

愛   媛
つ

乙 東   京 つ

こ 高   知
う
０ 神 奈 川

う
０ 福   岡

４

． 山   梨 ４

， 佐   賀
民
υ 新   潟 員

υ 長   崎
ａ
Ｕ 富   山 公

Ｕ 熊   本

石   川 大   分
０
０ 福   井 ０

０ 宮   崎

④
小倉商業高校

長   野

③
北九州市立
八幡東体育館

鹿 児 島

つ

こ 岐   阜 つ

４ ,中   縄
う
０ 静   岡 う

０ 北北海道・東海

４

． 愛   知 ４

‥ 東:   」ヒ
仄
υ 重

員
υ 関   東

公
υ 滋   賀 北 {言 越

⑨
北九州市障害者
スポーツセンター

アレアス

近   畿
り
乙 中   国
う
０ 南北海道・四国

４

． 九   州

※練習会場では必ず受付を行って下さい。また、

練習コートは、1都道府県に1コート及び

ブロックで1コート割り当てています。

練習時間の調整は、各都道府県で行って下さい。

※大型バスの駐車はできません。

※ゴミの持ち帰りにご協力下さい。
-58-

3日 目



■

―練習会場 小倉高校
北九州市小倉北区愛宕2丁目8… 1

lEL093‐592‐3901

JR」 倉ヽ駅

小倉高校

リバーウォーク北九州

ふ
小倉城

平和通

新小倉病院

小倉西高校

ｈ
フ
Ｆ
ヽ

■
一
板

櫃

川

一
一一
一一一
一●
Ｉ
一一
・・

,
九州歯科
大付属病院
=東筑紫
学日高

|

L
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練習会場 ②小倉西高校 北九州市小倉北区下到津5丁目7¨ 1
lEL093‐561‐0444
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新小倉病院
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九州歯科
大付属病院

●
東筑紫
学日高

※道幅が狭く大型バスは入れません。
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フロアーは2階。1階入口より右に進み階段を上がる。
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練習会場
北九州市小倉南区日の出町2丁目5… 1

lEL093‐963…2675
・ ■|・
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倉 庫

観覧席

(150名 )
観覧席

(150名 )
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練習会場 ④」倉商業高校 北九州市小倉南区富士見3丁目5‐ 1
lEL093‐921¨2245

小倉商業高校0

●小倉医療センター
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※道幅が狭く大型パスは入れません。
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練習会場 ⑤北九州市立小倉北体育館 北九州市小倉北区三郎丸3丁目4¨ 1
lEL093‐923‐0823
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練習会場 ⑥八幡高校
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練習会場 ⑦九州国際大学鵬高校 北九州市八幡東区枝光5丁目9‐ 1
TEL093‐671-8443

九州国際大学付属高校

博物館

●戸畑工業高校

□―ソン
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ス
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ー
ジ
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●イオンモール
八幡東

2戸畑工業高校

回奎固
C亘⊃

0

北九州市立

美術館  0

練習会場 ③北九州市立八幡東体育館北九州市八幡東区中央3丁目9‐6¬EL093¨ 662¨9000

男子便所

女子便所
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観覧席 (125席 ) 観覧席 (125席 )

ロビー

事務室

医務室

倉庫

会議室

会議室

アリーナ

(38m× 28m)
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練習会場 ⑨ll力‖市停:11ボ‐ツセツ|口F〉テス北九州市小倉北区三郎丸3丁目4‐ 1¬EL093‐ 922‐0026
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学校対抗参加校一覧(男子)

都道府県名 出場校 出場回数 都道府県名 出場校 出場回数

1 北」ヒ海道 旭 り|1 実 業 8年連続10回 目出場 26 滋賀県 比  叡  山 19年連続39回 目出場

2 南北海道 札 幌 第 一 31年連続31回 目出場 27 京都府
う′
こ」 司|| 2年連続2回 目出場

3 青森県 青 森 山 田 2年ぶり14回 目出場 28 大阪府 東大阪大学柏原 16年連続28回 目出場

4 岩手県 目ll 沢 2年連続22回 目出場 29 兵庫県 神戸村野工業 14年連続14回 目出場

5 官城県 聖ウルスラ学院英智 4年連続4回 目出場 30 奈良県 奈 良大学附属 2年連続20回 目出場

6 秋田県 秋 田 3年連続9回 目出場 31 和歌山県 新 翔 16年ぶり11回 目出場

7 山形県 山  形  南 3年ぶり9回 目出場 32 鳥取県 米  子  北 4年連続5回 目出場

8 福島県 日ヨ 岡 7年連続7回 目出場 33 島根県
」 _

ノヽ 東 6年連続19回 目出場

9 茨城県 常 総 学 院 3年連続26回 目出場 34 岡山県 水 島 工 業 17年連続24回 目出場

10 栃木県 作 新 学 院 3年ぶり22回 目出場 35 広島県 安 芸 府 中 3年連続3回 目出場

11 群馬県 伊 勢 崎 清 明 6年連続6回 目出場 36 山口県 柳 井 商 工 11年連続32回 目出場

12 埼玉県 埼  玉  栄 15年連続15回 目出場 37 徳島県 徳 島 商 業 2年ぶり14回 目出場

13 千葉県 西 武 台 千 葉 2年ぶり11回 目出場 38 香川県 高  松  東 2年連続2回 目出場

14 東京都 淑 徳 巣 鴨 16年ぶり2回 目出場 39 愛媛県 新 田 7年連続15回 目出場

15 神奈川県 横 浜 2年連続4回 目出場 40 高知県 高  知  西 2年連続8回 目出場

16 山梨県 甲 斐 清 和 3年連続4回 目出場 41 佐賀県 唐  津  南 8年連続12回 目出場

17 新潟県 ゴヒ 越 7年連続30回 目出場 42 長崎県 西 陵 12年連続13回 目出場

18 富山県 高 岡 第 8年連続17回 目出場 43 熊本県 人  代  東 18年連続18回 目出場

19 石川県 金沢市立工業 7年連続46回 目出場 44 大分県 大  分  西 2年連続4回 目出場

20 福井県 勝 山 9年連続25回 目出場 45 宮崎県 日 章 学 園 2年連続6回 目出場

21 長野県 蘇 南 初出場 46 鹿児島 鹿 児 島 工 業 初出場

22 岐阜県 県立岐阜商業 4年連続31回 目出場 47 沖縄県 沖 縄 水 産 7年連続8回 目出場

23 静岡県 星 陵 2年ぶり11回 目出場 48 福岡県 1 自 由 ケ 丘 3年ぶり5回 目出場

24 愛知県 名 経 大 市 屯Б6年ぶり2回 目出場 49 福岡県2 九州国際大学付属 3年連続17回 目出場

25 二重県 暁 2年連続9回 目出場
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学校対抗参加校一覧(女子)

都道府県名 出場校 出場回数 都道府県名 出場校 出場回数

1 北北海道 帯 広 大 谷 23年ぶり9回 目出場 26 滋賀県 滋賀短期大学附属 2年連続26回 目出場

2 南北海道 札 幌 静 修 3年ぶり31回 目出場 27 京都府 京 都 外 大 西 初出場

3 青森県 青 森 山 田 14年連続14回 目出場 28 大阪府 四 天 王 寺 2年連続9回 目出場

4 岩手県 盛 岡 市 立 14年ぶり12回 目出場 29 兵庫県 園 田 学 園 3年連続27回 目出場

5 宮城県 聖ウルスラ学院英智 32年連続35回 目出場 30 奈良県 高 田 商 業 5年ぶり6回 目出場

6 秋田県 秋 田 初出場 31 和歌山県 耐 久 4年連続19回 目出場

7 山形県 山形市立商業 4年ぶり9回 目出場 32 鳥取県 鳥 取 敬 愛 3年連続4回 目出場

8 福島県 E日 岡 6年連続6回 目出場 33 島根県 松 徳 学 院 9年連続9回 目出場

9 茨城県 著 漢 学 園 初出場 34 岡山県 倉 敷 中 央 3年連続8回 目出場

10 栃木県 作 新 学 院 8年連続10回 目出場 35 広島県 安 芸 府 中 2年連続3回 目出場

11 群馬県 伊 勢 崎 清 明 2年ぶり8回 目出場 36 山口県 柳 井 商 工 2年連続9回 目出場

12 埼玉県 大  官  東 初出場 37 徳島県 城 東 10年連続22回 目出場

13 千葉県 西 武 台 千 葉 5年連続15回 目出場 38 香川県 高 松 商 業 2年ぶり9回 目出場

14 東京都 日本橋女学館 3年ぶり14回 目出場 39 愛媛県 新 田 11年連続13回 目出場

15 神奈川県 生 田 初出場 40 高知県 高  知  南 2年連続2回 目出場

16 山梨県 甲 斐 清 和 3年連続25回 目出場 41 佐賀県 佐 賀 女 子 41年連続41回 目出場

17 新潟県 新 潟 青 陵 6年連続52回 目出場 42 長崎県 諫 早 商 業 3年連続3回 目出場

18 富山県 富山国際大付属 2年連続2回 目出場 43 熊本県 熊 本 中 央 9年ぶり20回 目出場

19 石川県 金 沢 向 陽 26年連続30回 目出場 44 大分県 別 府 鶴 見 丘 2年連続3回 目出場

20 福井県 勝 山 3年連続20回 目出場 45 宮崎県 聖心ウルスラ学園 初出場

21 長野県 松 商 学 園 初出場 46 鹿児島県 鹿 児 島 女 子 2年連続25回 日出場

22 岐阜県 県立岐阜商業 4年連続25回 日出場 47 沖縄県 二 I ザ 5年連続5回 目出場

23 静岡県 御 殿 場 西 初出場 48 福岡県1 九州 国際大学付属 17年連続30回 目出場

24 愛知県 岡 崎 城 西 3年連続6回 目出場 49 福岡県2 福 岡 常 葉 初出場

25 二重県 皇  學  館 3年連続3回 目出場
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ヽ
藤

‐‐

。
星
き
貴

う
秋

Ｌ

ゅ
　

ｋ
善

し
木
〓

き

々

ず

さ
佐

い
泉

慎 兵 3TS

竜 介  lT

た
勝

あ
文

ほ
本

ら
朗

／ヽ
達

え
江

り
，
贅

の

ノ

ぅ
↓丹

み
水
さ
佐

峨
き
嵯

た
太
ゃ
弥
く
穫
一”
郎

こ
孝

‥
俊

　

一ん
り
・

‐
　　　ら
　
　
一ゅ
と」，一

ま
　
　
　
　ヽ
　
　
，
一旧小一し
　
　
一
原

や
山

ｔ
井

，

関
Ｔ
大
高
柳

く
栗
～
福

～
藤
一

山

形

県

校一局

な
南形

や
　
‐―‐円

一号

(加 藤  安 史 )

き
之

鍋   島

野

Ｄ

　

Ｔ

創
　
２

た
太

ん
駿

生
ロ

藤

や
市
円

お
奥

ｔヽ
伊

一
平】恭

」
山

ｉ
力

‐
平
ぅ
恭

き
幸
き
幸
き
樹
一

き
雅
し
俊

”

ま
　

と
　

た
空

は
橋
や
林
わ

高

月

．

沢

ぃ
平

と
人

く
啓

藤  洋

月  郁

井

浦

，

　

　

　

じ

　

　

　

一

さ齊
こ光
ふ藤
丁
三鶴 岡 工 業 高 校

福
島
県

校一品岡畠́ 裕  樹
わ
一カ
て，ヽぁキ
一″

。　ッ
・″

一

リ

ス

』

リ

多本
け
佑
た
大

ぃ
太
ゆ
勇

か
角

な
辺

や
山
わ
渡

ド

　

Ｄ

　

・

３ＴＩ
　
‐Ｔ
　
マ

ご
吾
ゃ
也
ゃ
也

ゆ
優
け
健
た
津

Ｒ
林
は
橋
し

こ
小
み
三
は
林

ぅ
朗
る
穂
き
貴

卓

島   理

賀

木
ほ
保

・
古

こ
光

茨
城
県

校一局院
，
学

そ
総常 史

］
＞
よ
清

ひ
広

口

内
ｉ

山

き
一（
は

．人
．
介

隼

一見

い
平
ら
村

に
仁
き
木

澪

　

Ｄ

　

・

ＦＩ

　

Ｔ

　

マ

３‐

　

２

「佑
一太
〔郎

ん
」三一　　
　　
　
た
一人（

ゆ

■

「

ょ

し

　

し

翔

ぅ

浩

じ

」ユ
螢
・
し
　
　
　
　
　
―

ト

ョ
”

　

　

　

き

た
い

議

費

は

林

あ ‥
青

ゃ
也

ぃ
平

き
樹

ゅ
隼
ぅ
陽
た
昂

島  添

林

し
島

10

栃
木
県

作 新 学 院 高 校

宇 都 宮 南 高 校

Ｄ

　

Ｆ

３１
　
２

き
輝

ん
諄

だ
大

し

し
　

　

　

，ヽ

‐
石

．‘

し
白

「
鈴

鉗
　
３

遼  マ

弘

ぉ
央

ぅ

キ
　
名

た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

ぎ

尺

ち

四
ｍ
一

―

　

　

、
そ

　

、ィ

一

の
野
ね
根

ぶ
　
一

う
上

に
高

つ
土
一

Ｘ

　

Ｄ

　

Ｆ

一

ＦＩ

　

Ｔ

　

２１

一

３１

　

３

　

‘
〓

た
新

ゃ
也
む
夢
一き
行
か
喜
ホ

ん
神
し
賀
う
宇

ゆ
竜
た
拓
一

り
堀
　
　
が

は
　
だ
田
な

お
大

ま
増

た

ち
一
”
＞

‐
　

の
典

ぅ

Ｌ
一
さ
　

ヽ

二

．コ
．　
ひ
ん
外

む
努井

村  上

(高 橋

注遷

ll

群

馬
県

し
正

「
＞

一

‐‐
介
一き
樹

ｉ

　

　

一
う

ひ
彦

澤
・
１

．
一元

優

ヽ
　

主
乗

ざ
久

ど
，

く
　

一
権

あ
阿
に
＜

桐 生 商 業 高 校 本 田
は
原

，
校

「
校
一一
一品
¨
業
一
商
』
エエ
¨
市

精
太

二

品崎 清 明
さ
勢伊

が
向
み
純

ゅ

日

ヽ

一一昌

里
一

３Ｔ

　

２Ｔ

　

マ

太
け智
】

駿
と
　
こ
佑
丁
悠
一

公
一　
　
一

一ォ
　

」

一　

尺

一

＋
小一き
、‐
一

清
一ふ
藤
一

Ｔ

一　

Ｄ

一

１

一　

３

一

仁

面

義

一

＋
り

だ

田

■

川
う
内

し

ヽ
　
ＦＤ

３１

　

２

也

ゴ
吾

ん

和  史  3S

た
拓

よ
昇

じ

↓
辰

め
女
　
田
¨
川

一乙
」保
が

木
一

蕪
一

さ
早
く
久

お
小

林

12

埼

玉
県

埼 玉 栄 高 校
ｔ
司

秀 樹

二
貝
ゃ屋
】
田

お
大
い
＜

Ｄ

　

Ｆ

３‐

　

３

き
貴

¨
平

ゆ
裕

¨
修

ざ
里

一
関

な

■
■

お

■
´

ＦＤ

　

Ｔ

　

´

　

Ｄ

一

３１

　

３

　

．

　

２

一

ぅ
優

き
樹
ろ
寛

で
五

ゆ
祐
‐
智
き
政

し
嵐

　

と
　

ま

，
十
む
村
し
下
た
田

‐
五
や
山
ど
堂
な
中

３Ｔ

３ＴＳ

３ＴＳ

２Ｄ

ぅ
祥

‐
平
け
介

き
輝

ハ含

´

し
　

，
康

，
ネ

ヽ
勝

川  端

小 野 寺

本

手

松

玉
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男子選手名簿 (2)
学 校 選手  (マ印はマネージャー)

ん
賢

ろ
宏
一み

け

　

　

　

て
　
　
　
一
く

き

幸

Ｔ

ｉ
　

・
　

ゅ

　

　

一

生

ｔ
諭

．
也

″

さ
　
　
　
ん
　
　

一す

幹
ま
真
し
慎
一

藤

力
＝
ざ
商
了

Ｆ
り
，
ま
，
Ｆ

國

も
森

や
山
Ｔ

早

・
森

千
葉
県

オ寸

村

嘲一

聡稲西 武 台 千 葉 高 校 Ｓ

　

応

Ｔ

　

ＦＩ

３

　

２‐

川  航 平

公   平

21

3T

2T

聡
「
＞
主
雄
ひ
秀

田
一
瀬

上

が
上

の
一
ら

ち
　
口
〓
む

た
高

淑 徳 巣 鳴 高 校

東
只

都

14

堀 越  義 広
ら
舒

・
　

一

予

　

，

　

　

一

貶
断

く
　
　
　
　
　
　
一

‐
　
　
　
　
　
　
　
一

ヵ

　

　

・
　

　

　

　

一

山

な
永
　
　
一

Ｔ

　

Ｔ

　

′

一

３

　

２

　

〓́

一

ゃ

弥

と

登

一た

敦
み
己
け

た
拓
ぅ

田
ら
　
ｔ

ば
原
〓

塩
ま
松
み

真

は

央
モ
颯

慶俣

‐

周 佑 2T名 葉
一
う

寛
一ゆ

3TDS

2T右
ロ

井
ず

昭
０
な

3TDS i栗

神
奈

川
県

工
横 浜   高   校

と
真

き
之

ま
　

ふ
暢

，
野
σ
　

　

き
エ
ロ

き
菊
さ
佐

っ
津

わ
原

お
　

さ
笠

お
大

お
小

3TD

3TD

lT

け
輔
き
輝
み
巳

い
大
な
直
た
拓

う
塚
や
林

い
家

て
手
こ
小
な
中

名  優

英 輝 )

輝

え塵1  3T

ｔ
海

海  老 3TDS

3T

今 井  喬 介 3TDS

(大 島

大

と
人
ぅ
涼

人
き
樹
け
介
一

伸 哉 )山
梨

県

寛

勇
一‐
一がＴ
丸
一↑一

甲 昭  和  高1府

上 3S

lT

lT大

口|

ぅ
悠
け
輔

清

お
太

ま

水

た
田
ベ

野

‐

3TD

lT

lT

甲 斐 清 和 高 校 2TD

lT

崎
さ
澤
ヵ
菅

柿
［
＜

ヽ
石
だ

。
　
　
野

こ
輿

さ
佐

川  将 3DS熊 谷  陽 介 3D

や
屋

ゅ

山

．

中

ふ
古

さ

央

」

孝

し

力
隆

あ
蒼

り

Ｔ

　

Ｔ

　

　

一

３
　
１
　
　
一

み
巳

乙
大

　

一

い
ま
即
か
」貝
　
　
　
一

ざ
沢

‐
井
　
　
一

‥
「

ヽ
‐

百
　
　
一

ス

　

ー

　

ー
　

．
´
　

　

　

　

　

一

Ｉ

　

獅

　

マ
一

３
　
‘‘
　
三

る
守

‐
成
き
樹
一

ま
　
い
海
な
直
一

や
柳
み
三
ヤ
山

ま
馬
ら
地
方
海

さ
澤

か

い
池

は
長

た
谷 川

け
雄

ら
広

，
塚
た
二貝

田

田
一

ｈ
〓
―

一

高

一

Ｆ

一

拓

輪大

・
拓

ろ
大

ｔ
大

ヽ
石

み
海 彦  3D

3TS

2T

lT

け
武

ち
池

き
菊

ま
間

わ
根

ほ
本

せ
関

17

新

潟
県

北 越 高 校

佐   渡   高
，
校

ろ
弘
い
＞

ひ
　

う
二

一
泰

¨
龍

が
縣

し
膚

ま
　
か
中

や
山
け
＜

畑 中 耕 生

英

達

3TDS

3TD

ス′

平

河

3TD

2T

2TD

ぅ
朗
た
太

」
史

よ
凌

ん
賢
り

だ

田
■

音

が

Ｊ

ま
前

に
西

〔
畔

博 3TS谷 口  友 章 弓 長
べ
也井  貴 大 西  村

駿  平 尻  真 静

18

富

山

県

第一局 岡 高  校 真 琴

洋 人

田

ヽ
日

ヵ
　

ヽ
飯

な
中

［
＜

¨
郎

バ
哉

た
十
ヽ
っ　
ヽ
ヽ

一
ン　

公

し′
』県

′

し
志
き
瑛

し
健

ヵ
　

ろ
博

ｔ
　

，
納

し
嶋

力
片

な
中

き
樹

ゃ
也

と
人

よ
由

せ
誠

ま
誠

ろ
井

も
本

び
野

ふ
袋

ま
松

し
芝

〔浩
「卸

ひ

一
充

一
内

，え
江一■

〔水
いぃ

た
喜
ホ
ひ

2T

2T

lTD2T

lTD

2TDS 西 嶋
さ
崎

お
尾

金 沢 市 立 工 業 高 校石

川

県

19

た
大

け
輔

ち

‐
桂

ヽ

，・

‐
　

‐
大

′

の
野
　
　
ヵ

ま
牧

も
森

た

３Ｔ

　

２ＴＤ

ご
五
口
た
太

き

さ
佐
ｔ
近
”
鍵

石

信 2T葉

か
川

ぐ
口

木  抄 泰

‐
雄

た
谷

谷  由 輝  lT 田 中  大 地

坂  井  茂 則 南 京  孝 実 3D 服 部

き
幸

引
＞

も
智

一
励

し
石

一
野
¨
森

ま
牧
い
＜

る
治
‘
秀

と
人

は
隼

〓
藤

二
近

月え 2TD

祐  lT

さ

々

か

20

山   高   校
福

井
県

あ
足

三
二

品

勝

校

21

2TS

2TD

′ヽ

ヵ
豊

と
斗

ヵ
香

ゆ
　

は
隼

せ
聖

し
下

た
田

た
田

ん
南

う
工品

長

野
県

お
大

口

町 工品 智 之

な
中
け

は
早小  山校

見
Ｔ
泉

一
い

垂
Ｆ
小

Ｔ

一　

Ｓ

ｌ

一
　

３Ｉ

豊
一ん
竣

一
ゅ

一
ｔ一口Ｔ

川

田

そ
蘇

‐
校 知 大 2TD

悠 一 郎 lT

，
野

あ
網

と
人

は
隼 田

い
井

岩

一
松

ゃ
哉

た
二
貝

ら
村

英̈
樹っ辰

―

口
せ
瀬

み

ま
松

た

き
樹
■

よ
日自
ゆ

3T

2TD

‐マ′

り
徳
き
季
ゃ
也

も
友

こ
航

て
哲

お
尾
力
上
ざ
崎

た
高
力
川
く
熊

3TDS

3TD

lT

ゃ
也

き
生

ゃ
也

ふ
古

二
小
や
柳
一

1手

口
凹 2TD

瀬 敦

田

竹

田

ま
牧 幸 記  3T
ち
内
の
野

や
山

¨
貴
し
佳

ま
山

・岐
阜
県

22

お
大 編

業 高 校
ゝ
横

ら
彰
「
＞

県 立 岐 阜 商

野 村 朋 子

有 尾  隆 宏 和 田  蒼 汰  2S

静
岡
県

東 品

ぅ
校陵   高星

原

よ
士
ロ

き
将
す

み
史

，
＞

け

介

‐
D 原  佑 介

岩  沢   猛

ひ
氷
〓

よ
　
ぅ
佑
■

き
規

く
作

ひ
寛
う
優

う
上
ら
原

い
井
た
田

３１
　
３
　
一、

ぅ
郎

‐
平
け
佑

た
太

う
亮

い
圭

た
太

な
正

・
浩

た
健

卜
く
と
藤

ヽ

よ
士
口
え
〓返
～

野

田
，
藤

遼

深  澤

尚 3DS

Ｄ

　

Ｆ

３Ｔ

　

２

ゃ
弥

た
竹

く
工 五ヽ

ロ

）真
さ
佐

ぅ
郎
と
人

と
藤

き
齊

ｔ
智

り
有

24

愛

知

県

一
校「一品

む

キ
地

ヽち
市

詢
大

い
経

め
名 稲 妬 翔 五

日

輝亀 井

一　

Ｓ

　

Ｓ

一　

■

　

１

一　
Ｃヽ
　
１

一き
二貝
一
・“処

ひ
裕
だ
大

き
笠
ど
藤

お
小
あ
安

メ
伸

ゃ
弥

ろ
弘

ろ
宏

て・

ｂ
駿

じ
尚

す
康

．．
Ｔ上　”　
　
　
ょ
　
　
　
や
　
　
一

ま
　
　
　
し　　　　
　　　　
　　　
一

児
ど
藤
き
△

ほ
堀
力
可
あ
安
す
釜

3T

2TD

3T

lD

ょ
馬
き
貴

ゃ
也

た
大
一

た
巧

ヽ
Ｔ

達

．
凌

７

　

　

，

　

　

，

　

一

う塚
‐井
‐，寺
う́′Ｚ

‐
石

，
藤

ｉ
小

lTD

lD
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男子選手名簿 (3)
No
都 道

府 県
校学 選手  (マ印はマネージャー)督監

|(コ ー チ )

25

二

重

県

校一局

あ
暁

皇 學 館 高 校

力
門

つ
ナ公

し
着

く
＜

耕

千 夏

た
太

く
築

ゆ
佑
き

ぅ
藤

カ

く
徳部

さ
佐

ふ
古

馬
ん
連
ろ

〓
間

●

山

‐

き
輝
ご
悟
ゃ
哉

ガ

　

匡

　

娠

や
山
む
村

か
金
は
濱

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
マ
一　
２Ｄ

一一
裕
一ゃ
哉

一
ス

貴
丁
槙
垣市内

稲
丁

‐ 竹

莉

真

直

２Ｔ

　

ｌＴ

一　

３Ｄ
い
井 竜  輔槙  野  貴 行

26

滋
賀
県

校工昌

ん
　
‐―‐円叡

ひ
比

ぶ
信
い
＞

の

　

い

一

」良

修̈

藤  上

(仲 尾

彦ヽ

し
志井

清

よ
吉

大

ぃ
大

た

ぅ
昂
・

雄

こ
　

．

官

し
白

ご
後

Ｄ

　

Ｆ

３‐

　

３

も
智

ず
水

じ
次

ぉ

¨
裕
な 樹
け
輔

直

ｏ
大

西 川

大石田

し
下

ひ
廣

や
山 藤  裕 大 マ

27

京
都
府

お
乙 〓局

ぅ
校

こ
一員

よ
洋

ょ
両

¨
都

き
一只

ぅ
校

ろ
洋
「
＞
ゆ
幸
』
裕(山 本

公

さ
明

口山

み
宮

た

一局 福

マ
′

た
太

ゃ
也

き
樹

．一
翔

ぅ
友

一
尚

わ
　

り
野
と

ヽ
口
＝
　
て
　
　
　
も

に
い

わ
り
だ
田
し
フ

し
島

わ
和

よ
吉

‐Ｓ

　

Ｄ

Ｄ

　

ＴＩ

３１

　

２

き
貴

る
光

ち

こ
光

ひ
　

う

り
　

か
塚

こ

が
狩

づ

お
大

つ
常

ば

‐一
市
〓

つ

　

Ｆ

２１

　

２

み
巳
ち
通

優

みさ
勝

田
ま
保
り
久

ほ
堀

渉 吾  3S宮〓局

28

大
阪
府

東 大 阪 大 学 柏 原 高 校 土
土

た
田

ど
藤

あ
有

」
編 一 生 )

つ
常Ｓ

　

Ｄ

　

，

Ｈ

　

Ｔ

　

マ

２‐

　

２

走
た
太

ぃ
平

ぅ
雄
ぅ
恭

農
　
　
き

ね
根
ち
地

し
下
そ
曽

き
菊

‐Ｔ

　

ｒＤ

　

Ｔ

３

　

２

　

１

け
介

ゃ
也

か
嵩

う
優

せ
聖

し
由

ら
口
た
田
ら
倉

ひ
樋

ひ
疋
お
小

た
太

力
幹
ま
馬

た
琢

つ
堤

ヽ
山

29

兵
庫
県

「
校
ぅ
一局神 戸 村 野 工 業

工品社 校

ぉ
雄
〔
＞

き
　

ひ
大

ゆ
幸
中
泰

か
金

が
ヵ

も
　

そ
細

と
友

い
＜ ヨ

ぉ
尾

だ
‐

う
生
‐
よ
士
ロ

３ＴＤ

２ＴＳ

マ

ろ
優

き
喜

ゃ
也

ま
　

こ
光

し
慎

ま
島

と
‥
ま
‐

も
沐
・
や
」

み
三

ふ
福

よ
横

一
兵
一
平
¨
駿

』
恭
う
康
　
　
一

ｔ
口
う
藤

´

一

一
水
さ
佐
力
唐
一

き
貴

る
透

祐

高 橋   幸 治 竹 村  翔 大 3D戸 田  貴 大 3D

30

奈
良

県

奈 良 大 学 附 属 高 校
ひ
一剣
´

も
智

し
嵩

ほ
堀

』
(尾 崎

３ＴＤ

ｌＴ

マ

け
亮

み
巧
き
輝

う
　

た
　

な
直

こ
幸

し
　
　
か
　
　
し
口
【

一　
３Ｔ
　
ｌ

さ
翼

た
向

つ
　

ひ
陽

ま

山

か

や
　
な
中

も
森

や
山

き
基

ぅ
遼

と
人

う
　

ま
嶋

・・

じ
浦

し
　

，
崎

ひ
東

な
中

お
尾

ひ
東

お
大

ひ
東

．功

り

雅

添 校上   高 義杉  田
る
秀

し
西

な
中
，

き
貴

だ
大

に
西

奈 良 高 校 米  田 敬  司 鷹 本  大 希 2S

31

和

歌

山

県

‐
校翔   高

し
新

ひ
宏

力
隆

た

み
美

＞
＞

し
隆

し
所
り
森
も
森

き
士
口
お
一ビん

３Ｔ

　

２ＴＤ

ぃ
英

み
史

¨
令
だ

り
　

さ
定

よ
米

あ
東

つ

　

Ｆ

３１

　

３
ゃ
也

と
智

ぐ
口

く
陸
ま
真

な
仲

た
谷

ゆ
優崎

優

一　

　

一

ぅ
校
一ぅ
校
一ぅ
校

こ

　

一
　

　

一
こ

〓
・
　

一

，

　

二

ぅ

一局
一　
一員
〓
一
両

´
・
　

一
ぅ

　

一

一

　

一

ラ

ぅ宮
Ｔ
賀
丁
久

く

　

　

二

き

一が
　
　
　
一

ん
　
　
　
一　
　
　
　
一
ヽ

一　
　
　
　
一―

し新
Ｔ
那
丁
耐

一
太
一し
健
巧
「一言

田

一Ｆ「

奥

一む一

士
心
ゃ
也

武

坂 智田

ヽ
井

ヽ
向

み
歩

だ

田
い
飯

岡福

ぅ
良

祥 平  3S
Ｓ

一

１

一

ｈ

〓
１

一
真
一

田

や
山
一

32

鳥

取

県

ぅ
校

二
局

た
北

ご
子

よ
米

た
竹
い
＜

ち
内

し
石

サ
　

ず
出

む
収

勉

や
安

な
中

ＴＤ
　
２Ｔ
　
マ

．“
朗

み
未

と
人

は
太
た
拓
ゆ
悠

け
健

と

く

ぐ

口

は
原

も
オ

　

　

　

リ

】
松

一
坂

】
藤

じ
司
け
介
と
斗

し
慎
う
悠
か
海

た
田
い
井
ぐ
口

も
森

ふ
福
さ
坂

る
航

べ
也

，
　
た
拓

田

らは
原

鳥 取 敬 愛 高 校 日 野  由 希 江
‐
谷

ゆ
湯

ゃ
哉

ヽ
克

と
斗

た
中
‘ 野 郁

33

島

根

県

東   高  校
だ
大

お
岡

つ
音

な
　
　
　
ヽ
�」ア

は
花

［
劇

倫  子

賢 治 )

た
太

き
貴

ゆ
雄

だ
大

や
山
ぎ
木

も
森

ほ
細

ＴＤ
　
３Ｔ
　
マ

き
貴

き
輝

き
輝

´
淳

ま
真

ひ
鴻

田

田

藤

い
井
う
内

さ
佐

３ＴＤ

３ＴＤ

３Ｔ

ぃ
肇

た
太

た
汰

‐
　

け
敬

そ
颯

ら
村

き
　

・

，
　

さ
崎

ォ
根

お
小

や
山

し
白

34

岡

山

県

ぅ
校

こ
一局

ユ
業

う
工

ま
島

み
水

(上 田
記̈
用̈

だ
大

み
富

松  川
ら
晃

ぃ
平

あ
　
ぅ
航

ぅ
城
か

よ

　

お

岡

こ
古
ま
松

ド

　

Ｄ

　

，

ＦＩ

　

Ｔ

　

マ

３‐

　

３

ろ
宏
ゃ
也
た
太

い貴
ゆ侑
そ颯

な′
邊

も
本
た
田

わ
渡
お
岡
ひ
平

３Ｔ

３ＴＤ

２Ｔ

る
悟

ゃ
也

き
輝

き
　

ゆ
侑

だ
大

´
石
ま
　
し

‐
　

し
島

′
永

あ
明

お
大

な
中

35

広
島

県

，
・甲
ゅ
府

，
芸

‘
安

ほ
北

上
城

．
島広

ら
良高 校 1相

香
期̈

佑

で
秀

光米高  校

一一ろ

」
ム

一ひ

ノ
丁
展

す
栖
¨
栗

ぃ
平
き
樹

』
淳
ゆ
悠

け
升
Ｊ
も
一へ台

』
新
一
河康 平 2TDS

‐′ヽ

も
本

も
森

み
宮

ま
真
け
介

ゆ
湧
う
陽

け
佑
下
大

す

　

．　
一だ
　
．

ぅ
航
一ぅ
晃

二

こ

と

　

一
き

も
本
一し
敷

ひ
廣
一ひ
久

ＩＴ

一　

Ｄ

２

一
　

３

き
樹
一と
仁

し
　
　
　
一
ひ

理
丁
知

，

．

一

一
と

し
井
丁
川

し

　

一が

井

井

ふ藤
ど土
ふ藤
丁
小

け
介信

36

山

口
県

ぅ
校

ぅ
一局

ぅ
工

よ
一間

ヽ
井

や
柳

き
幸
］

秀

唯 至 )

か
中
，
光

な
　

け
ｒ̈

た
田

け
＜

Ｓ

　

Ｄ

２Ｔ‐

　

ｌＴ

き
樹

ほ
歩

ヽ
和

と
時

た
田
さ
阪

■
桐
う
上

ヽ

　

Ｄ

　

・

ＦＩ

　

Ｔ

　

マ

３

　

１

た
太
ん
廉
た
太

ゆ
優
　
　
ゆ
佑

ゎ
　

‘
永
ぅ

か
川
ィ
　
と
藤

ふ
古

い
岩
な
内

ゃ
弥
ん
遠
と
登

し
伸

し
志

ヽ
開

み
光
ざ
崎
ヵ
中

力
兼

よ
吉
た
田
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男子選手名簿 (4)
No
都道

府県
学 校

督監

＜ チ )

選手  (マ 印はマネージャー)

徳 島 商 業 高 校 豊 富  恵 子
ふ
福

あ
明

Ｆ

　

Ｓ

　

′

３
　
２１
　
×́

と
斗
ゃ
也
さ
将

は
勇
て
哲
ろ
宏

ま
前
や
山
し
治

お
大
か
樫
た
竹

ＦＤ

　

‐Ｔ

　

Ｔ

３
　
３
　
１

ゃ
也
ま
馬
ぅ
京

め
恵

よ
翔
き
右

は
原

い
井
さ
崎

か
笠

は
蓮

力
川

良  幸 浩
‐
井 航  輝

3TD

2T
37

徳
島
県

城 東 高 校 岡 佐 古  拓 也 野 村  陸 人 3DS田 村  岳 之 3D
か
揃仰
一い

雄  太

(佐 々木 佑 輔 )

ぅ
凌
と
宙

り
　　
　
け
上土

ら
村

し

む
　
に
西

き
北
な
中

巡

　

Ｄ

Ｈ

　

ＩＴ

　

マ

３

　

２

〔
朗
〔
朗
一
平

じ
二
は
太
う
修

‐
大
し
心
ゅ

ら
村
↑
熊
だ
田

き
輝
ゃ
也
ヵ
空

〓
光
せ
晴

し
祥

も
本
き
木
の
野

よ
吉
か
唐
力
鎌 山

猪

き
木

た
工昌

が
東松
一
品
ぅ
校

田   高   校新愛
媛

県

香

川

県

永

ゃ

林   義  隆

徳 督

康 隆 )出 井

唐 渡  裕 基 3D 菅   康  太 2DS

吾 野  文 人 3TDS國 本 遼 太 郎 3TD河 内  達 哉 3T

東  優  太 3TD吉 川  和 輝 3T渡 部  翔 大 3TDS

鈴 木  慎 也 2T西 野  勝 志 マ
ぅ
校

ぅ
一局

し
西

ち
知

こ
工昌

・
石

ぎ
山

黒

(

雅 宏
お
尾

ご
五
ロ
し
惧

べ
也

ヵ
高

し
真
〔
伸

た
田
「
岡

ひ
廣

に
西

々
那

．
成

さ

山
な
邊

お
岡

本
わ
渡
ふ
藤

と
人
き
希
ゃ
也

一隼
』悠
祐̈

一
卜
ら
　
　
　
ま

よ興
一利
「嶋

い
伊

。
今
ま
松

世 ６

　

ｒ

”
　
３

諒 久  マ

土   佐 高   校 武大   崎

40

高

知

県

高 知 南 高 校 高 橋  速 水
も
盛

い
稲

ヵ
享
し
賢

魚占
一らは
原

本
一

柿
一

内
た
竹恭 平  3D ら多  3D

悠 平 3DS

吉  村

(向

ぐ
嗣

『
＞

り
典

う

の
　

よ
昭

一
南

つ
津

か
唐

工尚 校

高  校

小   城 坂 田  慎

と
斗
ゃ
也

ゆ
柊
力
和

部

・
岩

あ
阿
く
黒

た
太

き
暉

ゃ
也

け
研

こ
洸
な
直
一

う

　

　

　

ま

　

　

　

と

　

　

一

と
頭
く
熊
も
本
一

に
西
も
諸
お
岡
一

3TS

lTS

lT

ゃ
也

ぅ
朗

め
元
一

ｋ
Ｅ

ヽヽ
メ

し
　

一

‥
ョ〓”
誂嘔
は
　
一

〔山石
の野一ん

く
黒

お
小
ぜ

一し．
島 2D

lT

lT

2T

lT

介

一善
一ネ福

う
勇将 3D 喜 多

41

佐
賀
県

唐 津 東 高 校 布 上  葉 月 竹 永  勇 哲 3D岩 本  海 成 2D

42

長
崎

県

せ
西

ょ
陵 一ヽ

昌
ぅ
校

た
貴

は
林

き
昭 ―

ヽ
や

Ｌコ

折省か
る
‐

須

ま
丸

3TD

3TD

と
和

ぃ
平

し
志

や
大

う
航
た
風

な
氷

わ
＝

．

・

く

〓
ン
が
り

く
″
外

と
徳

お
小

わ
和

3TDS

3TD

2T

し
司
と
人
ご
吾

ま
前

か
仮

た
田

す
古
」

田 晃

屋 健

崎 真

3TS

3T
ぉ
緒

健 太 郎

43

熊
本
県

人 代 東 高 校 権
ど
藤
井̈ 上

じ

二

　

，

＞

こ
浩
や
康

3TDS富 岡  寿 将 3TD

3T 小 本  翔 太 2T
′ヽ

き
行

ぅ
朗

と
冬

す
康
　
兼

し
慶

や
す
け
　
．

だ
田
．
井

ど
藤

ら
福

い
石

3TDS

3TD

2T

ろ
寛

ゃ
也

た
大

朋

ょ
将

も
智

と
　

し

だ
田
］
本

に
西
い
池
し
新

大 分 西 高 校 一希
一↓

ゆ
勇
ひ
裕

と
巴
し
下

ま
升
』
＜

き
紀
ょ
聖

ヽ
寿
さ
真

ぅ
藤
わ
涯

さ
佐

の
野

Ｄ

　

Ｆ

　

′

３１

　

２

　

一、

た
太
ち
一
ｖ
平

よ
翔

き
貴

』
純

野
だ
田

の
野

お
小

こ
江

み
水

Ｄ

　

Ｆ

　

Ｆ

”
　
３
　
ｒ

ん
舜

ご
吾

ヵ
翔

ょ
博
　
「

し
　
　
　
し
　
、′　
に　・　
・

い
一
あ
安

ひ
日

東

せ
瀬

う

も

． 九

44

大
分
県

別 府 鶴 見 丘 高 校 渡 邊  仁 友 佐 藤  宏 亮 3DS吉 田  拓 真 3DS

45

宮
崎
県

早 局

ぅ
校

え
園

が
学 摯也

Ｄ̈

ま
昌
か
崇

す
末
ぶ
部

け
　
　
ん
・へ
，

た
武
い
＜‥

3T

lT

lDス′

“
朗
｝
哉
く
陸

太

一
星

り

翔
り
　

た
田

京
な
成
ぎ

田
は
春
す
杉

ち
智

し
京

と
斗

［
大

¨

一
優

ぞ
園

た
下

，

］森
］　
む本

こ
小
や
山
き
木

森 園 周 久
ヽ

2TD

lT

小 森 園  隆 平
, I i ^ V.

2TDS

lTDS

鹿 児 島 工 業 高 校

鹿 児 島 高 校一一一‐
一

ァ

(

彦
ヽ
崎

平 岡  旭 洋
く
奥

戸
壱

一‐

の
教
み
文

迫   瞭 lT 高 橋  祐 斗

尾  重 太 3TDS高 松

代  直 也 3T中 尾

前

そ

曽

中
，
た
田

そ

真
た
巧
い

吾ヽ

み
磨

け

杉

，
上

や

: i ^t
谷

じ
城

き

村

田

‐
マ

本 和

地 勇

入 2T 々

2T

正  太

浩 平

3TD

3D

3TDS

2T

か
神
き
金
さ

さ
将
た
太
き

樹
し
至

直
ぅ
剛

原
む
村

上
か
上

3TDS

3T

佑 一

孝 幸

沖
縄
県

47

鹿
児
島

県

ｔ
押 縄

‐
Ｌ
ト 産  高 校 嘉 味 元  純 二

3D
た
玉

ぅ
校

二
局

力
丘

ぉ
ケ

う
由

じ
占日

■
「 勝 彦

田

る
　

ま
花

な
成

［
＜ 直 樹

く
口

つ
槻

は
原

お
大

3TD

2TD

′ヽ

悟

．
志

一し
慎

た
大

れ
太

き
　

ゎ
　

し
祥

て
寺

さ
笹

た
太

け
祐

′
地

と
富

べ
部

ま
間

る

　

　

　

う

　

　

　

ろ

　

　

一

な
成

う
占

し
城
一

3TDS

3T

lT

巳

た
太

一ん

拓

昭

大 柳
一

ゎ
脇勇 3TDS

2T

な
中

に
西
え

九州 国 際 大 学 付 属 高校 大

の

永

3TD

lT

井

本

里

き ヵ
坂(松

福

岡
県 ．

帆

‘
昇

．

ば
馬

た
田

ふ

3TD

2TD

し
寿
い
＞

さ
　

け
武

し
司
み
純

っ
敦
き
希

賀

た
谷

多

み
水

ｒ

　

Ｓ

　

′

３

　

２１

　

一、

‐
生
ゃ
弥
り

湧
ゆ
佑
さ

場
ヵ
中
た

-73-
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女子選手名簿 (1)
学 校 選手  (マ 印はマネージャー)

本

，
間
・
山

ま
松

い
岩

に
畠

３ＴＤ

２Ｔ

‐Ｔ

千 菜 未

楓 花

い つ き

lT北
北
海
道

智 世 3D野 村  来 未

関 口
一
ぅ戸〓一一〓一「一崚一け

一
さ一あ

1 美
一

3D

上井

お
帯

・
澤 俊  彰

(山 田  泰 敬 )

旭  川 本

深  り|1 西  高  校 千 弥  2S

―
　

　

一れ

，

ヽ

日
一
根

¨
抽伸
くゃ

ぅ
校
ぅ
昔同

一
谷

一
大

ひ
広 〔坂

す．．
拳

う
上
ま
増

せ

き
き
り
理

八
ツ
・
ま

・
・

み
レ
　
真

み
う
　

　

予

司

だ
里

し
庄
・
只

理 沙

梨 子

健 一 1関

一「一一一一̈
３ＤＳ

一
´麻「

本
一一
松
再

３Ｄ

一奈
「瑞「一

瀬
一

長
一一
】

む
村

さ
澤

し
汐

〓
朋

・
石
み
三

な
中

ヽ
古

は

¨
夢
ｔ
世

一せ

麗

き
晃 3T

．‐
里
．
佳

．

澤 未

上 夏

田
一

林
一

，

一

原

木

宮

な
中

あ
荒

奈

二
子
ゎ
羽

玲

恭

真
　
麻

二
光
一

き
輝
ゅ
由
こ
己
一ゅ

永

ヽ
井

さ
齋

あ
茜

2T

3T

2T

3TD

lT

べ　
　
か
　
　
　
　
一

ん
邊

．
塚
ゃ
山
一

わ
渡
お
大
な
楢
一

浦

む
村

3TD

3TD

2TDS 藤  佳 奈  マ

3TDS

lT

田

ヽ
上

永

む
村

別
　
３

那

り
洸

可

］

和

☆
上

南
北
海
道

青
森

県

2

ぅ
交

こ
一尚

ゆ
修

ぃ
静

』
幌

誠 司 )

山 匠

●

田

・
・
じ
Ｃ

・
土目

『
の
の
わ

も
森
や
　
，１‐̈
円

ぅ
一品

横

‐
校

‥
浦
み
三

と
人

［
＞

さ
　

ゆ
潤

ま
昔
六
じ
‥
‐

‥
　

り
祭

』田
一戸

ふ
藤
崚
＜

岩

手
県

盛 岡 市 立 高 校 3TD

2T

菜

き
咲

ス
花
一な

た
渡

し

藤

わ
　

い
石

遠

ひ
平

お
重

3TDS

2T

2T

咲
な
奈

ん
鈴
一な

‐一利主真
〓

3T

2T
た
珠

野

り
田

橋喜
示 高

山臣 佐

宮

き
桐
ザ
一志

畠  山

(熊 谷  正

宮
城
県

聖 ウルスラ学院英智高校 所
せヽ
瀬
ヵ
一朱

田
』
０

男

〓
＞

光

ゆ
潤

飯

ｉ
小

６

　

Ｆ

　

′

３１
　
３
　
一、

佳

．
こ
さ
紗

ｔ

智

‐
に
，
里
ゆ

山

‘
藤
わ
根
ん

重
ご
後
毛
曽

し

応

　

Ｄ

　

＞

Ｈ

　

Ｔ

　

Ｉ

３‐

　

２

　

‘
‘

み
み

こ
子

の

ゆ̈
み美
ょ

あ

ひ
妃

．
い

海
〔
本
い
斐
・

鳴
つ
塚
力
甲
↓

）島

や

2D

真

ま

3T

林

愛 結 果 3T 依

な
茉 利 奈

秋

田
県

6

あ
秋

た

田
ぅ
一昌

屋

校 理
．
海
一

加

さ
佐〓

一●

藤

ヽ
，

齊

さ
齊

里
．
奈

美

莉
さ

々

藤 悠

香 藤 夏

3DS 2D

lT

3TD田

"島

‐
松 渕

ビ

烈  子

帆

帆

４

志

‐
子  3TDS

山

形

県

7

恋  3TD

ク文1  3T

里  lT

樺
　
優

，
千

山 形 市 立 商 業 高 校

月ヽ

萩

伊

山

2T

本

大 山  孝

(鈴 木  花 織 )

ろ
宏高  校 庭  可 奈 子 3D齋  藤 文 佳  3S学

。
光

］ ．
香
ゃ
綾

ヵ
稚

か
香
一ら

ゎ

　

　

ぇ

一
明

丁

‐
　

も

　

　

一

ぅ
藤

　

一ぅ

＞
野
Ｔ

，
ヽ

σ
　

一
い

桜  3D 色 摩

安 部 優 衣 子 3TD鈴 木  彩 代 3T

2T安 孫 子

矢

や
山

い

F「    日召

野̈
上̈

2TDS 東

2T  り||

べ
彩

み
南

ヵ

は
帆

は

ま
堀

く
　

ら

‐
　
な
辺

・

お
大

わ
渡

に

３Ｔ

　

２ＴＤ

菜

も
も

か

麗
　
も

ゆ

田
き
北

ま

お
太

は
濱

た

大  堀   均

(  リ  ッ  キ  ー
クリスティアワン )

福

島

県

lTD

一品岡 有

〓
lT

校 K少  2TDS

紗 恵 奈

さ賀
】曾
〔橋

あ
浅

お
大

た
高

架
ゎ
音

こ
子

さ
｝瘤口
あ
圭目 lT紀 久 )茨

城

県

美 井 麻

雅 木 保

9

久

希

満

ゃ

乃

み
未

ゆ
優

ゅ
由

こ
子

著 漢 学 園 高 校

香  lD 森 戸
ヵ
佳

こ

´
綾

は
陽友 水

う
内

‐

¨
根

3TD

2T

野
一
澤

，，
里
一

あ
彩
ち

だ
□四
む

陽 力日 3S

つ
田

く

口

り

ま
松

の
野

も

3TD

2T

lT

lD

2S

て
部
丁

‐

一い
磯

一ぅ
交

一
こ

１

Ｆす
高
い
院

が
学

そ

公
心

じ
常

ろ
弘

ず
和

|1 琴 音 3TDS関

英 恵 2T 関

宥 乃 lT 熊

菜 央 3D 細

崎

屋

田

は
長

い
岩

つ
土

〓一〓一】
一
′

一〕一】一】一″

理 理】谷（

ら
村

二́
九

な
菜

．“
校作 新 学 院 高

マ
一　

３Ｄ

．
奈

、
希

ヽ
木

／．春宇 都 宮 南 高 校 1島

Ｌ
ｔ
，
＞

つ
‥
き
毅

ぁ
敦
一
正

・
藤
「
井

ん
　

　

酉

オ
〓一迩
い
〔〕

町  公 美 子 2T大 久 保  愛 美 2T
紗 子 3TDS林

谷  栞

田  実

栃

木
県

3T

2TD
●
き
な
奈
可
織

望

り
理

ぇ
恵
一．
友

え
　
　
　
な

旨
＝
一・
　
　
・

希
　
愛

力
．Ｆ
一
麻

え
　
　
佳
丁

ら

　

一

田
．
上
ば
Ｒ
一と
藤

，，
　

　

　

Ｐ
′
一
ヽ

て

　

　

り

　

一
ｔ

篠

ヽ
井
く
栗
一き
齋

ト

ー
半
―

3TDS

3T

lT

み な み

群
馬
県

ょ
業

1

商生 菫旦 子

山  万 依  3T

谷  麻 衣  2T

石  川

み ゆ

杏
「
桐 3D___1首i___211_____E主直_二握

ぅ
校

，■

局

一
　

．

―

モ一い
明

一

一一蹄
一き

，一一［

□口杢
ィ

一

夕

一

一ｔ
　

　

の

可
井
ｆ
野

一
　

　

―

一‐
糸

し
茂

坂 本  恵 美

(山 田 誠 ― )

・
秋

・
金

-74-

(

口



女子選手名簿 (2)
No.
都道
府県

校
|¬

督
学

チ )

選手  (マ印はマネージャー)

埼
玉
県 史

玉

之大 宮 東 高 校 敏

え
院 子 )

上 田

秋 本

大 高

・

子  3T 堀 内

望 2TDS伊 東

岡

清

長

貴 映 3TD

彩 乃 2T

祐 紀 子 lT

lT

竹  春 果

田 尚

水

3D 3D 2S

佑
．メ
美

優 衣  3T西

は
原
は

中

く
栗
た

西 武 台 千 葉 高 校

千
葉

県
13

希
ォ
恵
み
み
ヽ

中

あ
荒

″
田
は

片

さ
坂

夏

里勉 木

φ

一

―

一

あ
一

邊
一

3T

lTS lT

高 瀬 平3T 瑞

明

桐  悠

井   朱

米  美 侑  lT

2TDS

2TD
だ

田
一

わ
和

お
■
´

秀  雄 生

の
乃
ぅ

優
あ
彩

‐

澤
だ
田

，

塩
お
桶
く

東
京
都

2TDS

lTS

‐(′

3D

“
乃

↓
衣
ぅ
伽
，
羽

，
ォ
　
安
　
桃
．
舞

”
｛
口
一
わ
　
　
　
，
．　
　
．　
　
‐

井̈
一澤
野̈
ぎ沢

な
仲

た
谷
，
海

お
小

3TD

lT

lT

3D

き
貴
ほ
歩
ヵ
香

ぃ
衣

‥
紗

果
ユ
陽

．
羽

け田
一谷
井̈
ぎ沢

た
武

い
岩
む
村
お
小

‐
石

・
日

．
美

ヵ
香

日 本 橋 女 学 館 高 校 宏 原 優

一局 桜

lT

lT

ｔ
石

，

い
　

．

＋

田

お
　

こ
駒

お
大

‐
＜ 直 也

神
奈
川
県

生 田 一品 校 鶴 見  和 彦
ｔ
田 代  聡 )

野

だ
田

　

一

可

　

Ｌ

　

　

一

？

ぅ

　

．
　

　

一

３Ｔ
　
２Ｔ
　
マ
一

紀
奈̈
一季
一

美
と梨
ち紗
丁

本
も
本
ぐ
口

山

・
豊

小
川

生

き
城

ｔ
Ｔ

一

１

一

ラｆ

一

右

一

ィ

一
真
一

所 恵

田

ど

沙

ぇ

希

´
美

二

3TDS

2TDS

さ

ぇ
苗

り

ヽ
佳

さ
澤
ざ
崎

が
　

一
柿

，
菅

［
＜

一哉
知̈

し
伸

た
孝

3TDS

lT

3D

な
菜

”
香

ぃ
生

．
子

‐

口
」

・１

日

■

　
　
，‐
　
，

ぁ
誕
一″
明
ぁ
蒼
，ｔ桃

ヨま巻
り理
も森
・官

ヽ
藤
イ
惣
お
大
，
雨

3TD

lT

lT

3D

り
里
き
希
む
夢

ぃ
衣

ゆ
優
み
瑞
ぁ
渉
ま
真

き
木
ご
込

田

田

↓
鈴
な
中
わ
脇

は
濱

丸

田

lTS

lT

茂   詩

里草 川

ほ
歩
さ
沙

16

山
梨
県

・
田
‐ 斐 下日

‐
清

，

一品

；
校

3TD

lT

lT

花 菜

侑 子

百 合 子

原

田

田

井

悠

一

石

一

古

一

2T

lT

北 上  詩 風
′‘
中

ヽ
坂

歩

陽

く
桑

く
黒

ふ

3TDS

lT

菜
み
南

瑠
み
千

間
ざ
沢

こ
子
ゆ
柚
ま
万

の
野

き
佐里 絵

・嵐
‘
十

ｔ
五

新
潟
県

17

夫
間
一

新 潟 青 陵 高 校

敏  之越   高
―卜T

む
夢
詢
＞

だ　　　ど
一日凩

し
―
ょ
兵

よ
士
口
“
＜

「
T

●

，

´
一

．
土

「
Ｉ

＾

．亜
．
矛

18

富 山国際大学付属 高校

富

山

県

ミ
部

あ
安

み
美
『
＞

さ
雅
上
品

だ
　
回
円

ま
一禅

3TDS

3T

ぃ
蒼

な
那

‘
遥

3T

3T

2TDS

lD

り
紀
ゅ
優
き
幸
ん
凛

み
美
　
真
　
　
ま
真

ま
　
　
‘
　
　
，
一仰
り

し
島
‘
藤

ｔ
　
・
森

ま
松
さ
齊
な
中
や
山

，
金

ｏ
永

松 田 浦

井
・琴

は

Ｄ

　

Ｆ

Л
　
３

き
樹

ヵ
加

紗

あ
愛

ヵ
岡

田

お

上
た
種

り
里
り
絵

み
望

し
朱
ぇ
　
く
留

も
森

ら
一ノ
じ
ι

よ
吉
あ
荒

ひ
東

3TDS

3T

lT

3D

智

ヵ
茄

み
実

み
望

し
　
　
　
　
・久

し
　

い
石

，
井

ほ
星
し
白

じ
桃

ひ
東

‘
金

ち
千

(奥 村
あ
愛

石
川
県

車

伶

留

沢 向 陽 高 校

２Ｔ
　
マ

一明
］旬

ひ
浩
　
亜

久

の
野

わ
和

お
小

Ｄ

　

Ｆ

班
　
ｒ

二
子

ほ
保

も
桃

な
菜

真

あ
彩

本

ぇ
江

官

に
西

３Ｔ
　
ＴＤ
　
マ

紗

れ
茜

み
み

里

あ
　
み
なみ
一

み
実

ヵ
花

陽

2D

年勝 山 高 校
福
井
県

3T

lTS

田
■

田
Ｉ

上

た
多

す

愛

〓
子
き

利

・
貴

●

優

４
美

林

し
路

ヽ
の
野

′―句
て
＜

よ
代
ら
智
な
奈

3T

3T
．

口

ら

内

ぐ
　

く

山

や

山

，，

咲 貴 lTD朝 倉

子

々

金

官
長
野
県

21

羽   :真

2T 丸

川

萌

奈大 塚  愛 香 莉 2T
１

一

里
可

一
ヵ

美
了

赤 菜

(奥

い
岩

』

ひ
ひ

つ
井

ま
松 Ｄ

　
Ｆ

”
　
２

星
ぅ
優

美潤̈
勅̈

じ
　

み
未

2TDS ′」ヽ 山

2T 寺  澤

松 商 学 園 高 校 垂

■
‐ヽ
は
一い′

香
な
奈
ね
ね
可

り

１

ち

ヽ

一

文

え
旦

お
ヵ

一ま

恵
　
あ
一

ゃ

山

ｉ

ｌ

か

よ
横

い
稲

い
犬
一あ

き
希

Ｌ
里

．

林

は
林

み
水

県 立 岐 阜 商 業 高 校

藤
あ
歩

岐
阜
県

lT

一・

大 橋 瑞

野 旧

一

′

一

裕
一

3T

lT

ヵ
悠
み
美

谷

‐

一
た

飼
Ｔ

』
千

ゅ

3TDS苅

2T 遠野 村

浩

，
＞
．
子

と
朋

1鈴 木

―
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女子選手名簿 (3)
No.
都道
府県

校学
監      督
(コ ー チ )

選手  (マ印はマネージャー)

23

静
岡
県

ん
殿

ご
御

ぅ
校

う
一昌

し
西場

ぅ
校工局

‐
陵

一「
一
セ

星

し
“管
「

み
生異轟

お
一人
け
(芹 澤 佳 菜子 )

ゃ
耶
ね
音

沙

，
汐

予
井
だ

さ
櫻

わ

ゃ
耶
か

亜

り

ら
丼
ま
臭
ぎ

さ
櫻
力
勝

の

こ
子

り
り

ほ
歩

ひ
刑
　
ヵ
　
果

妃

′
あ

と

申澤
わ
田
ま外

せ
芹

い
岩
や
山

莉 里 香 2TD和 田

山 田  菜 月 3DS 清   光  里  3D吉 氷  将  史

24

愛
知
県

岡 崎 城 西 高 校 】司
”̈

て
貞

し
寿

ご
込

ヽわ
根

も
　
　

”
わ
‐

し
下
』
ぃ

の
乃
み
未

ｔ
井

」
井

い
石
‐
石

か
香
こ
子
き
樹

ゅ
山
一
温
み
瑞

・ヽ
川
だ
田
は
濱

お
小
つ
角
お
大

綾

あ
有

水

ま

清

は
濱

Ｄ
　
ｒ

Л
　
ｒ

紗

っ
都

梨

な
奈

カロ 古  イ申 吾
ば
林 里 奈  lD2D 紅於紗大 山

り
里

や
市
円 千 彩  3S藤香  里飯  田

25

皇 學 館 高 校

二
重

県

や
康
か
貴

田

の
野
き
一具

み
宮 子

行

麻 依 子 2TDS

ぃ
衣

こ
祐

み
美

，
知

な
葉

だ
玉

ぞ
´ヽ

ら
谷

わ
”
切

く
　
‥

か
川
さ
櫻

Ｄ

　

Ｔ

　

′

３ｌ

　

ｒ

　

一、

な
奈

ぇ
枝

ｔ
衣

い
稲

こ
児
・
植

Ｄ

　

Ｄ

　

Ｆ

３１
　
”
　
ｒ

ぉ
緒
き
希
な
奈

理

祐
れ
玲

に
西
が
川
ざ
澤

な
中
な
中
に
西 村   祐

山 本  泰 生 山 岡  夕 記  3S

26

滋
賀
県

滋賀短期大学附属高校
ぉ
雄

［
＞

み
美

［
明

久
し

こ
●

は
濱

ゅ
由
み
陽

ま
真
な

だ
　
　
　
　
　
口
円

け

田

だ

い
池
き
喜

Ｄ

　

Ｆ

　

′

３１

　

３

　

ヽ

な
那

こ
子

み
実

香

准

友

田

く
國
ふ
藤
ま
松 居   愛

Ｄ

　

Ｆ

　

Ｆ

３１

　

３

　

ｒ

の
乃
み
実

ほ
帆

ま
毬
ゆ
優
ま
真

む
村

や
山
ナ
田

き
北
あ
青

い
池

大 津 商 業 高 校 勝 啓 三 津 川  有 美 3DS 勝   洋  子 2DS

27
京
都
府

京 都 外 大 西 高 校
し
敦
］
＞

つ
　
よ
義

う
納

ペ
(渡 邊

が

■
ガ

て

き
季
か
香

み
瑞
ま
遥

お
岡
だ
田

た
竹

つ
角

さ
紗

こ
子

あ
有

ま
美麻石 橋

づ
詰

ば

は
橋応

　

Ｄ

Ｈ

　

ＩＴ

　

マ́

２

　

２

や
山

や
山

こ
小

里

る

芹

ち

中
，
だ

晴

と
登

千

ひ
秀

田
ず
泉

乙 副‖ 局 校 山 本  裕 幸 川 上 優 美 奈 3D和 田  輝 里 3D

28

大
阪
府

四 天 王 寺 高 校 正  人

(西 上

田

が

保

け
正 一 )

バ

　

Ｄ

３Ｔ‐

　

２Ｔ

ほ
歩
と
里

ゆ
優

み
美

ぃ
井
だ
田

い
今

い
池

３
　
３１
　
一、

ん
杏

き
希

ゅ
由

ぁ

一
瑞

な
奈

き
城

や
ｉ

‐

う
　

屋

だ
田

ゆ
結

な
中

わ
和

ほ
穂

み
み
か
か

ず
ミ
　
　
′
ヽ
　

／
一

〇
９
・
　ヽ
　
　
　
は

は

み
だ
　

し

り
　
え
田
‐
橋

も
森

う
植
た
高

29

兵
庫

県

ぅ
校

ぅ
一凸

ん
園園 田 学 浩̈

一わ

一
彰
』
友

ま
町
か
州

ら
　
｛
虻

て
寺
０
＜

Ｄ

　

Ｆ

Ⅲ
　
３

ゅ
佑

か
香

ま
茉
ん
鈴

み
宮

ヽ

「都
な呵

う
宇

た
田

Ｔ
　
Ｄ
　
′

３

　

創

　

、́

な
那
き
起
ぅ
優

』栞
一彩
一実

三

』村
［端
拳山

か
門
み
溝
力
片

き
き
き
希

き
樹

み
な
夏

美

は
原
ぎ
澤

だ
谷

力
柏

あ
赤

き
北

夙 川 学 院 高 校 藤 本  和 幸 望 月  菜 生 3S

30

奈
良
県

高  校高  田
・
業

ぅ
商

ぅ
校一局上

そ
添

博年
や
山
う
和

み
　
　
　
を

一調
「

力
神
」
ｑ 香奈子 )

美 優 輝岩 谷
か
香
り
梨

こ
子

ゃ也
ぇ愛
」萌

さ
彩
ば
ヨ７

野
む
村

う

■
ク

ヵ
　

　

わ

ゆ
弓

な
中

力
川

３Ｔ

２ＴＳ

２Ｔ

ゅ
夕
り
里
ヵ
香

３Ｔ

　

２Ｔ

　

マ

く
倉
〓
田
だ
田

お
小

し
嶋

き
岸

さ
梓

が
谷

は
長

芙

有

芹

森 田  正 秀 結 苗  3D田 中  瑞 穂、 3DS松  田

奈 良 大 学 附 属 高 校 西  田 千  夏 平 岡  祥 羽  2D 安 井  り さ 2D

31

和
歌

山
県

ゅ
久

ぅ
校工局

た
耐

き
紀

「
＞

さ

ろ
　

Ｒ
也
づ

ひ宏
【智
ぁ

ぐ

［日

か

ｎ口

め

こ
　

　

反

，

［
谷
』
Ｏ
ぅ 亜 津 紗D梅 村

な
菜

こ
子

ひ
日
さ
沙
り
里

崎

な
野
は
花

お
尾ＴＤ

　
２Ｔ
　
マ

み
南

こ
子

こ
子

し

嗜
川

ら

帆
も
々
′
佳

最

ら

倉

村

な
名

は
橋

て
寺

Ｄ

　

Ｔ

　

ＦＤ

３‐

　

２

　

１１

み
味

か
夏

め
め

ま
真

ぁ
彩

あ
べ

み
　
　
ぁ

え野
勇̈
一谷

う
上

う
浦

お
荻

32

ぅ
校

ぅ
一品

【
愛

「
敬

・・取
と
鳥

鳥
取
県

ぅ
校

ゝ
境 一局

隆

き
希

た
‐

ゆ
由
［

赤

の
野

し
清
ひ

日
Ｈ

し
士
心
え
江

３ＴＤ

　

２Ｔ

香

ぃ
依

衣

ま
舞

由
【
し

畑

は
林

ＴＤ
　
２Ｔ
　
マ

み
美

ぃ
衣

み
瞳

る瑠
〔葵
¨

タ

た
　
　
　
・っ
一日
小

］橋
【端
¨

み
三
う
川
い
池

Ｔ

　

Ｓ

　

Ｔ

３

　

３ｌ

　

ｒ

ゅ
優

に
帆

か
刈
な
成

ゎ

く
草

い
岩
力
香

真
　
真

か
花
ぇ

えヽも

小 松  建 優 佳  3D島安 里 3D 田
き
木 村

33

院 高 校
が
学”徳

し
松島

根

県

ひ
，
こ
子
と
■

ダ
　
ー

と

　

．　

さ

菊
Ｔ

¨
莉

さ
智

カ

［
喬

ぉ
岡

る
」

か
　
　
　
‥
＋刃́

た
高

い
＜

ＤＳ

き
咲
な
菜

ら
千
ゆ
唯

た
田
た
谷

ふ
藤

む
村

′
野

・島
ら
村

め
菅

み
三
き
木

ＤＳ

　

ＤＳ

　

ＦＤ

２Ｔ
　
‐Ｔ
　
Ｈ

ゅ
友
ぇ
絵

り
織

ま
麻
　
萌

し
詩

だ
田
ぅ
内
ざ
崎

い
井

い
池
み
宮

な
々
り
里
ヵ
香

菜

由

文

34

岡

山

県

倉 敷 中 央 高 校

一う

交

一

た

一
こ十二
局

ｒ

ｉ

一し
子
一ょ
一じ
女

一
ぅ丁
陽[山

さ
久

，
＞

つ
勝

‐　
．

か
　

け
敬

き
Ｌ”
ら

ざ
口
そ
空

お
尾
く
＜

さ
沙
く
矩

美
　
未

上

山

ｔ
井
ま
丸
　
　
一

３Ｔ
　
２１
　
●

き
妃
な
奈

り
里

一ゆ

２ＴＳ

‐Ｔ

一

３Ｄ

一き
幸
．
織
ょ
代

み
美

し
詩
　
真

裟

里

悠

さ
澤
ば
林

・
田

く
黒

お
大

や
安

力
加
う
上
お
大

藤

田

谷
と
シ
」

さ
六
ヽ

み
み

力
野

な

中
唐 仁 原  茜佐 藤  忠 裕

-76-



No.
都道
府県
学 校 選手  (マ 印はマネージャー )

督

＞

監

＜ チ

35

広
島

県

安 芸 府 中 高 校
か
＝
く
井

か
　

る
福

あ
赤

ぐ
＜

々
美

‐
＞

・ヽ

４
美

工
雅

な
奈

3TDS

2TD

の
乃
さ
沙

梨
　
理

‐
橋

‐
原

お
大

す
杉

３Ｔ
　
３Ｔ
　
マ

ぇ
絵
な
菜

み
未

な　
］莉
な奈

か
奏

真

だ

た
　

の
上

か
Ｅ

は
畑

い
井

む
向

ＤＳ

　

Ｔ

　

ＦＤ

３Ｔ

　

３

　

２‐

ヵ
香

‐
依
な
菜

や

″
小

ゅ

　

　

り

・

．
３
　
由
　
莉

お
小
ま
松

に
堀

岡

さ
沙

う

た
田

，

36

山

口
県

柳 井 商 工 高 校

健 太 郎 )

唯  至
み
光

し

け
　
が
東

た
竹

¨
＜

き
貴
な
奈

す
　

り
璃

み
瑞

つ
汁

やヽ
矢

ι
夏

ル
香

ぉ
尚

萌

‐
涼
′

の
信
も
本
じ
‐

し
重
ふ
福
ふ
藤

な
奈

ヵ
香
き
希

」恵
ゅ有
み美

理
ち
　

ら

く
口
む
村 ‐

マ′

上露

に
西

2TD

2TD

‘
刀
も
森

ゅ由
一期
て，〕一一桝
二＝つく＜

ワ
織
な
奈

し
詩
　
華

み
宮
　
下

し
四

や
山

3T

2TDS

き
咲
か
香
き
咲

み
美
は
遥
み
美

ら
原
さ
崎
だ
田

お
小
い
岩

い
磯

3TDS

3TD

lT

ぎ

‐

ち

知

ら

‐

な澤
う宇
［原

か
金
し
志
な
永

ま
舞

「

″

な
奈 3TD

2T
ヵ
佳
ゃ
綾37

徳
島
県

局 校城
上
東

38
香
川
県

高 松 商 業 局 校

高 松 第 高  校

３Ｔ
　
２ＴＳ

な
奈

ゅ
由

美
　
茉

ぎ
澤
〓
河

・
稲

そ
十

れ
菫

ヵ
華

り
理

い
伊

き
木

カ

3TD

3T

2T

な
奈

二
子
り
里

］舞
さ沙
［依

み
美

愛

ぐ
枝

ヽ
異
な
巨

さ
三
ぬ
奴
た
竹

，
澤

き
場

う

＋
‐
』

ホ
二

ヵ
卓

2TDS

~ヽア

谷
ろ
弘

か
花
も
百

だ

田 奈 央 3D

彩
一な

一―

内

Ｔ「梶
戸

季  子 3TDS

紫 惟  lT

き
坂

の
野

た
田
い
伊

３１
　
２
　
一、

め
香

こ
子
ぉ
桜

梨

‐
衣

，
ぅ

筆

１

部

も

ｋ

，
　

　

一―
フ

　

〓

，

ら
フ
ん
　

が
我

く
倉

か
菅

そ
曽

な
菜

ほ
帆

の
乃

ぃ
紫

一
鶴

り
里

し
　
　
美

|

井
さ
相

ぃ
　

か
久

で
出

［
＜

か lt の
野
う

3TD

lT

ゆ い )

隆

，

康

ゅ

予

内

く
５

池

お
奥

39

愛
媛
県

●
ｍ
円新 一局 校

知
こ
一局

ぅ
校南  高

(高 橋

井
さ
櫻
け

じ
史
『
＞

ゆ
優

は
速

き
月
ゎ
佳

菜̈
乃̈帆

セ
井
ず

［日
わ渦

か
春

は
演

３Ｔ
　
２Ｔ
　
マ

き
笛

な
々
き
稀

3TDS

2TD

lT

ぇ
朋
な
奈

み

本

し
　

ま

ま　
ょ
女
「島

や
山

み
三
ま
松

奈

田 瑞

本岡

い
石

留

薫

み
美

と

お
沖

お

み な み

L 田 麻 未 lDS藤 井 彩 華  lD

40

高

知

県

高 知 中 央 高 校 卓梶   原

41

佐 賀 女 子 高 校佐
賀
県

き紀
加̈

み
美

力
孝

だ
田
ち
地
一
築

た
多

け
＜

き
紀
ほ
帆

み
瑞
き
貴

う
上
り
田

い
井
も
森

澪

　

Ｓ

　

，

ＦＩ

　

Ｔ

　

マ

３‐

　

２

こ
子
ヵ
佳
ヵ
花

か
佳
み
未

ょ
恭

り
梨
　
　
き

＝
「
　

卜
、

が
賀
う
ォ
し
千

こ
古
も
毛
力
神

３Ｔ

２ＴＤ

‐Ｔ

ゎ
茜

か
か
ん
鈴

一
るる
「茉

ル
　

は
は

，

・
田

ら
　
て
達
。
子

ひ
平
だ
伊

か
金

2TD

2TD

42

早 商 業 高 校長
崎
県

諌

員留美 )

西

(

勝  也
で
中
円

や
山

く

口

り
穂

み
み

の
　

な
な

み
　

み
み

つ
津

た

い
　

　

ら

田

ざ
財

ひ
平

3TD

2TD

■マ′

り
里

の
乃
ヵ
香

ゆ
悠

ゆ
倖

あ

も
本

だ
田

だ
ヨ

ま
松
は
濱

し
下

3TDS

2T

lT

き
希

の
の
き
樹

ま
前

み
官

な
永

田 依
心

崎

美 明

2TS

2TD

ハ 井
こ
子

あ
愛 ３Ｔ

　
２ＴＤ

、
依
ヵ
華

由
あ
愛

い
板

力
川

ほ
帆
み
純
き
妃

花

い
依
さ
紗

一

村

一

岡

ら

枝

き
北

あ
朝

ま
松

Ｄ
　
Ｔ
　
Ｄ

３‐

　

３

　

２‐

か
花

ん
蓮

こ
子

の
　

■
孔
　

　

や

ら
ヽ

ほ
穂

か
華

あ
一一〕

田
一田
れ島

米

ま
前

た
宅

橋

野

ヽ
′

43

熊 本 中 央 高 校

1人 代 白百合 学 園 高校

熊
本
県

井 村  勝 英 五  反 美 里 2S
し
士
い
＞
と
友

と
哲

一
仁

ｔ
部

な
邁

．

た
渡

あ
阿
［
＜

た
奏

”
佳

ほ
本

ま
松

3TD

2T

‐マ′

ヵ
悠
ん
苑
き
紀

は
　

し
紫
　
早

‥
田

ヽ

た
　
ヵ
中
ぁ
宮

ほ
本
た
田
く
釘

３ＴＳ

２Ｔ

ｌＴ

ぎ
ぎ

り
り
く
紅

わ
脇

の
野

力
垣

な 田

江 令

実

2T

迫

3TD

ひ
ひ

こ

ぐ

口

き44

別 府 鶴 見 丘 高 校
大
分
県

吉  田 太  郎 井  上 美 沙 3DS蒲 池  昌 子 2D

聖心 ウル ス ラ学 園高校 得

と
時

ぅ
任

ほ
本

‐
岩

2TD

2T

・マ′

こ
子
ヵ
香

み
美

な
な

み
勇
ゅ
事

卜
　

　

浄̈

　

”脅

ι
ひ
　
　
し

ど
藤

つ
日
み
走

く
ェ
ま
松
な
波

に
穂
ん
琳
ほ
帆

□
η
　
　
　
　
　
　
Ｌ
ヽ

あ

日

′
ま

員

し

う

だ
田
ぇ
　

は
橋

よ
吉

さ
榮

た
高

lT
き
切

ゃ
彩

2TDS
な
奈

ゆ
優剖

局 鍋   高  校
き
崎 郁 美

力
神

み
美
ま
珠

わ
輪

み
三

な
菜

′
田

45

宮
崎
県

宮 崎 大 宮 高 校 川 谷   聡 子 重  村 奈 穂  3S
な
奈
く
来

せ
聖
み
未

と
冨
り
屋

よ
士
］
か
結メ

３Ｔ
　
ｌＴ
　
マ

な
奈

ゅ
優

こ
子

ヵ
華

み
弥

よ
涼

じ
占

り
馬
た

あ
有

く
久

こ
子
む
夢

の
乃
一

な
菜

ら
来

あ
彩
一

‥
，

ヽ
野
や
林
一

ハ
日
ヵ
　
・
　
一

む
牟
な
長

こ
小
一

］
一
Ｆ

一

ん
親
ぅ
祐

3TDS祢

lT

lT

堀

前 野

木 田

鹿 児 島 女 子 高 校
鹿
児
島
県

壱 崎  和 彦 田 彩
■
″

・
堀
一

―

―

一

Ｄ

一

３

一

ヵ
工主

一

ィ
■

梨
一

ｄ

ｉ
一

さ
里
一

ザ  高  校

(石

新 登
と
里
か

ざ
　

ぉ
岡

一
文
に
仁
く
久

よ
典

う
内

希

ひ
ひ
な

美

あ
さ

り

う
あ

き

洲

よ
　

ヽ

江

じ
城

ら

高

き
金

あ

尋
か
佳
り

島

た
田

う

場

垣 ~マ′

3T

3T

儀

間

袋  智

愛

真

佳

き
紀

紋

ゅ
有

石   り|1  高  校
ｔ
城
し
椎

，
大

な
菜

生
間
に
外

か
悠

ほ

み
官

た
平

城

ら
月3DS 幸 良  美千 奈 美

47

沖
縄
県

沖 縄 水 産 高 校 浦 添  正 太 城
Ｓ

一

２

一

き
金 悠  姫

女子選手名簿 (4)
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女子選手名簿 (5)
No.
都道

府県
校学

督

＞チ

監
選手  (マ 印はマネージャー)

48

福

岡
県

九州 国際大学付属高校
ゅ
占
円

憲

ま
真

神
き
谷
せ
関

明
‘
＜

み
美

く
空

英

‥
美

ぉ
岡
′
田

求
松

じ
重

Ｄ

　

Ｄ

　

′

”
　
２１
　
一ヾ

ら
空

＾
美

ぅ
優

尾   千

愛

原

野

・
西

な
中

う
川

3TDS

3TD

lT

3D

こ
子
ヵ
香

ら
ら
な
な

ぁ
絢

，」
　

よ

　

る

樹

き

　

は

き山土ヽ遼

は

櫻  本

田

■

坂

寺

西

高  校
よ
葉

・
常「岡

，
福

、
　
刀
口

‐
ヽ
ノ

ト
　

あ
明

ん
気

六
・　
ヽ

１

ひ
タ

野

(大 坪

め
目

』

３Ｔ

　

２ＴＳ

ヵ
花

こ
子

―
　
　
巳

，桃

よ
Ｅ
．

‐
　
　
茉

‐
里
‐
村

い
池

な
中

３Ｔ
　
２Ｔ
　

マ

こ
こ
ゃ
耶
き
希

ゃ
ゃ

さ
沙

一
津

み
み
　

　

奈

トト
も　・‥

が
賀
し
ラ
じ
本

二
古
お
藤
は
橋

‐Ｔ

　

ｒＳ

　

Ｔ

３

　

２

　

１

り
里
る
遥
な
菜

佳

千

遥

友

ち
野  田

目 野

下 川

自 由 ケ 丘 高 校 早  姜栗: 田 欅 山 希 実 子 3D井 尾  羊 咲 3D
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栄 光 の あ と

●学校対抗の部

回数 開催地 種 別 参加 1 位 2 位 3 位

第 1回

(1950)
横  浜  市

男 子

女 子

関 東 学  院  (神奈川 )

東  (北海道 )札 幌

横 浜 緑  ヶ 丘  (神奈川)

津       幡  (石川 )

金 沢 泉 ヶ 丘 (石 川 )

(新潟 )新 潟 中 央

第 2回

(1951)
札  幌  市

男子
４２

一

３８

関  東  学  院  (神奈川)

本L   幌    南  (北海道)

聖

札

学    院  (東 京 )

幌  星  園  (北海道 )

金 沢 泉 ヶ 丘 (石川 )

安  積  女  子  (福島)女 子

第 3回

(1952)
善 通 寺 町

男子
６３

一

６‐

金 沢 二 水 (石川 )

札    幌 南  (北海道 )

金 沢 泉 ヶ 丘 (石川 ) 北 海  (北海道 )

女 子 善 通 寺 第 (香川 ) 札   幌    東  (北海道)

第 4回

(1953)
山 形  市

子

一
子

分

一
女

北       海

尚 綱 女 学 院

(北海道 )

(宮城 )

関  東  学  院  (神奈川)

石 (青森 )

関 東 学 院 六 浦  (神奈川)

若  松  女  子  (福島)

第 5回

(1954)
金  沢  市

男子 69 金   沢 水  (石 川 ) 松  江  商  業  (島根 ) 聖   学   院  (東京 )

女 子 71 坂 出  (香 川 ) 若  松  女  子  (福 島) 善 通 寺 第 (香川 )

第 6回

(1955)
神 戸 市

男 子 38 聖   学   院  (東京 ) 金 沢 二 水 (石川 )

尚 綱 女 学 院  (宮城 )

山 形 市 立 商 業  (山 形 )

女子 山  陽  女  子  (岡 山) 善 通 寺 第 (香川 )

第 7回

(1956)
仙  台  市

男子 40 松  江  商  業  (島根 ) 「 | 石  (宮城 ) 黒 石  (青森 )

女子 40 善 通 寺 第 (香川 ) 山  陽  女  子  (岡 山) 尚 綱 女 学 院  (宮城 )

第 8回

(1957)
松 江  市

男 子 山 形 市 立 商 業  (山 形 ) 松  江  商  業  (島根 ) 聖   学   院  (東京 )

女 子 40 善 通 寺 第 (香川 ) 敬  愛  学  園  (秋田) 前 橋 市 立 女 子  (群馬 )

第 9回

(1958)
新  潟  市

男 子 40 山   形   南  (山 形 ) 津 幡  (石川 ) 新 潟  (新潟 )

女 子 40 善 通 寺 第 (香川 ) 山  陽  女  子  (岡 山 ) 尚 綱 女 学 院  (宮城 )

第10回

(1959)
会 津若 松 市

男 子 44 山 形 市 立 商 業  (山 形 ) 帯   広 条  (北海道 ) 茨 木  (大 阪 )

敬 愛 学 園 (秋 田)女子 善 通 寺 第 (香川 ) 坂 出  (香 川 )

第 11回

(1960)
久 留 米 市

男 子 43 山 形 市 立 商 業  (山 形 )

善 通 寺 第 一 (香川 )

横  浜  緑  ヶ 丘  (神奈川 )

敬  愛  学  園  (秋田)

神  戸  商  業  (兵庫 )

高  岡  女  子  (富 山)女 子

第12回

(1961)
弘 前  市

男 子 42 新  潟  商  業  (新潟 ) 横  浜 緑  ヶ 丘  (神奈川) 松  江  商  業  (島根 )

女 子 42 敬 愛 学 園 (秋 田) 新   庄   南  (山形 ) 真  岡  女  子  (栃木 )

第13回

(1962)
高 岡 市

男 子 42 聖   学   院  (東京 ) 山 形 市 立 商 業  (山形 ) 新  潟  商  業  (新潟 )

女子 43 高  岡  女  子  (富 山) 敬 愛 学 園 (秋 田) 新 潟 中 央 女 子  (新潟 )

第 14回

(1963)
鶴  岡  市

男 子

女 子

４４

一

４５

新  潟  商  業  (新潟 )

新 潟 女 子 工 芸  (新潟 )

富  山  商  業  (富 山)

新   庄   南  (山形 )

帯  広 条  (北海道)

山 形 城 北 女 子  (山 形 )

第 15回

(1964)
京  都  市

男 子 45 富  山  商  業  (富 山) 新  潟  商  業  (新潟 ) 秋 田 経 大 附 (秋 田)

女子 46 敬  愛  学  園  (秋田) 布  施  女  子  (大阪 ) 善 通 寺 第 (香川 )

第 16回

(1965)
熊  本  市

男子 47 富  山  商  業  (富 山) 高  岡  商  業  (富 山 ) 北  越  商  業  (新潟 )

女 子 45 真  岡  女  子  (栃木 ) 成  安  女  子  (京都 ) 布  施  女  子  (大阪 )

第 17回

(1966)
弘 前 市

男 子 46 官 城  県 工 業  (官城 ) 高  岡  商  業  (富 山) 富  山  商  業  (富 山)

女 子 47 敬  愛  学  園  (秋田) 山  陽  女  子  (岡 山) 新  潟  青  陵  (新潟 )

第 18回

(1967)
金 沢 市

男 子 46 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 奈 良 市 立 一 条  (奈良) 新  潟  商  業  (新潟) 高  岡  商  業  (富山)

女 子 48 新  潟  青  陵  (新潟 ) 東    大    阪  (大 阪 ) 富  田  女  子  (岐阜) 真  岡  女  子  (栃木 )

第 19回

(1968)
福  山 市

男子 47 高  岡  商  業  (富 山) 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 条  商  業  (新潟) 日  大  山  形  (山形 )

女 子 48 東    大    阪  (大 阪 ) 新  潟  青  陵  (新潟 ) 敬  愛  学  園  (秋田) 成  安  女  子  (京都 )

第20回

(1969)
桐  生  市

男 子 48 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 桐 生 市 立 商 業  (群馬 ) 高  岡  商  業  (富 山) 富  山  商  業  (富 山)

女子 48 東    大    阪  (大 阪 ) 成  安  女  子  (京都 ) 真  岡  女  子  (栃木) 新  潟  青  陵  (新潟 )

第21回

(1970)
名 古 屋 市

男 子 47

47

富  山  商  業  (富 山)

真  岡  女  子  (栃木 )

新  潟  商  業  (新潟 )

成  安  女  子  (京都 )

伊  勢  工  業  (二重) 正 強  (奈 良)

新   庄   南  (山形) 四 條 畷  学 園  (大阪 )女子

第22回

(1971)
善 通 寺 市

男 子 47 正 強  (奈良) 日 本 大 学 山 形  (山形 ) 高  松  商  業  (香川) 高  岡  商  業  (富 山)

女子 49 四 條 畷 学 園  (大阪 ) 成  安  女  子  (京都 ) 鶴  鳴  女  子  (長崎) 奈  良 条  (奈良)

第23回

(1972)
新  庄  市

男子 47 正 強  (奈良) 岐   阜   東  (岐阜 ) 金 沢 市 立 工 業  (石川) 日  大  山  形  (山形 )

女 子 49 四 條 畷 学 園  (大阪 ) 新   庄    南  (山形 ) 安 孫 子 三 階 堂  (千葉) 奈  良 条  (奈良)

第24回

(1973)
四 日 市 市

男子 金 沢 市 立 工 業 (石川 )

四 條  畷 学 園  (大阪 )

日 本 大 学 山 形  (山 形 )

安 孫 子 三 階 堂  (千葉 )

正 強  (奈良) 勝 山  (福井 )

成 安 女 子 (京都) 真  岡  女  子  (栃木 )女 子 49

第25回

(1974)

嬉  野  町

塩  田 町

男 子 49 正 強  (奈良) 日 本 大 学 山 形  (山 形 ) 金 沢 市 立 工 業 (石川)勝 山  (福 井 )

女 子 50 新  潟  青  陵  (新潟 ) 四 條 畷  学 園  (大阪) 藤  園  女  子  (富山) 善 通 寺 第 (香川 )

第26回

(1975)
水  戸  町

男 子 49 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 正 強  (奈 良) 石  岡  第 (茨城) 仙  台  商  業  (宮城 )

女 子 四 條 畷 学 園  (大阪 ) 琴 平  (香 川 ) 成  安  女  子  (京都) 藤 花  (石川 )

第27回

(1976)
中 野 市

男 子 49 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 九  州  学  院  (熊本 ) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀)奈  良 条  (奈 良)

女 子 50 四 條 畷 学 園  (大阪 ) 新  潟  青  陵  (新潟 ) 土  佐  女  子  (高 知) 真  岡  女  子  (栃木 )
第28回

(1977)
倉 敷  市

子

一

男

一
女 子

４９

一

５０

延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 )

四 條  畷  学 園  (大阪)

金 沢 市 立 工 業 (石川 )

新  潟  青  陵  (新潟 )

高  岡  商  業  (富 山) 壌

千  葉  学  園  (青森) 奈  良

浦  (長崎 )

条  (奈良)
第29回

(1978)
会津若松市

男 子
８

一

９

４

一

４

九  州  学  院  (熊 本 ) 日 本 大 学 山 形  (山 形 ) 延 暦 寺学 園 比 叡 山  (滋賀)会  津  工  業  (福 島)

藤  園  女  子  (富山) 新  潟  青  陵  (新潟 )女 子 四 條 畷 学 園  (大阪 ) 熊 本 中 央 女 子  (熊本 )

第 30回

(1979)
大  津  市

男 子 49 市  (栃木 ) 延暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 ) 九  州  学  院  (熊本) 石  岡  第 (茨城 )

女 子 四 條 畷 学 園  (大阪) 新  潟  青  陵  (新潟 ) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀)園  田  学  園  (兵庫 )
第31回

(1980)
善 通 寺 市

男子 49

49

延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 )

熊 本 中 央 女 子  (熊本 )

市  (栃木 )

陵  (新潟 )新 潟 青 陵

九  州  学  院  (熊本) 正 強  (奈 良)

高  岡  女  子  (富山) 千  葉  学  園  (青森 )女子

第32回

(1981)

平 塚  市

藤  沢 市

男子
４９

一

４９

日 川  (山梨 )

熊 本 中 央 女 子  (熊本 )

日 本 大 学 高  (神奈川)

高  岡  女  子  (富山)

延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀)奈  良 条  (奈 良)
女 子 四 條 畷 学 園  (大阪) 新  潟  青  陵  (新潟 )
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回数 開催地 種 別 参加 1位 2位 3位

第33回

(1982)

枕 崎 市

加 世 田 市

男子 48 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 ) 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 市  立  尼  崎  (兵庫) 桐 生 市 立 商 業  (群馬 )

滋  賀  女  子  (滋賀) 高  松  中  央  (香川 )女 子 49 熊 本 信 愛 女 学 院  (熊 本 ) 小  山  城  南  (栃 木 )

第34回

(1983)
豊  橋  市

男子 49 奈 良 市 立 一 条  (奈良) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 ) 日 川  (山 梨) 柳  井  工  業  (山 口)

女 子 49 熊 本 中 央 女 子  (熊 本 ) 千  葉  学  園  (青森 ) 小  山  城  南  (栃木) 四 條 畷 学 園  (大阪)

第35回

(1984)
大  山  市

男 子 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 ) 上 尾  (埼 玉 ) 金 沢 市 立 工 業 (石川 )日 川  (山梨 )

女 子 49 上 尾  (埼 玉 ) 熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本 ) 小  山  城  南  (栃木) 四 條 畷 学 園  (大阪)

第 36回

(1985)
金 沢 市

男 子 49 上 尾  (埼玉 ) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 ) 金 沢 市 立 工 業  (石川) 熊 本 商 大 付  (熊本 )

女子 49 新  潟  青  陵  (新潟 ) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 ) 高  岡  女  子  (富山) 小  山  城  南  (栃木 )

第 37回

(1986)
下  関  市

男 子 49 延 暦 寺 学 園 比叡 山  (滋賀 ) 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 弘  前  工  業  (青森) 柏 原  (大 阪 )

女 子 49 千  葉  学  園  (青森 ) 常  総  学  院  (茨城 ) 高  松  中  央  (香川) 四 條 畷 学 園  (大阪 )

第38回

(1987)
登 別  市

男子 49 延 暦 寺 学 園 比叡 山  (滋賀 ) 熊 本 商 科 大 学 付 属  (熊本 ) 常  総  学  院  (茨城) 弘  前  工  業  (青森 )

女 子 49 四 條 畷  学 園  (大阪 ) 熊 本 中 央 女 子  (熊本 ) 千  葉  学  園  (青森) 常  総  学  院  (茨城 )

第39回

(1988)
宝  塚  市

男子 49 上 尾  (埼 玉 ) 常  総  学  院  (茨城 ) 金 沢 市 立 工 業 (石川)本 L 幌  第 (北海道 )

女子 49 四 篠  畷  学  園  (大 阪 ) 熊 本 中 央 女 子  (熊本 ) 佐  賀  女  子  (佐賀) 常  総  学  院  (茨城 )

第40回

(1989)
高 知 市

男 子 49 熊 本 商 科 大 学 付 属  (熊本 ) 越   谷   南  (埼玉 ) 日 本 大 学 高  (神奈川)本L  幌  第 (北海道 )

女子 49 四 條 畷  学 園  (大阪 ) 熊 本 中 央 女 子  (熊本 ) 佐  賀  女  子  (佐賀) 常  総  学  院  (茨城 )

第 41回

(1990)

塩

松

竃  市

島  町

男 子 49 常  総  学  院  (茨城 ) 金 沢 市 立 工 業 (石川 ) 尾  (埼玉)熊 本 商 大 付  (熊本) 上

女 子 49 佐  賀  女  子  (佐賀 ) 埼    玉   栄  (埼玉 ) 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城) 熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本 )

第42回

(1991)
富 士 市

男子 49 常  総  学  院  (茨城 ) 金  沢 水  (石 川 ) 尾  (埼 玉 )宮 城  県 工 業  (宮城) 上

女子 熊 本 中 央 女 子  (熊本 ) 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 ) 常  総  学  院  (茨城) 埼    玉   栄  (埼玉)

第 43回

(1992)

高 鍋  町

西 都 市

男 子 49 常  総  学  院  (茨城 ) 北  (熊 本 ) 関  東  第 (東京) 本L 幌  第 (北海道 )

女 子 49 四 條  畷 学 園  (大阪 ) 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 ) 熊 本 中 央 女 子  (熊本) 常  総  学  院  (茨城 )

第44回

(1993)
宇 都 宮 市

男 子 49 高 松 商 業 (香川 ) 常  総  学  院  (茨城 ) 関  東  第 (東京) 上 尾  (埼 玉 )

女 子 49 四 條  畷 学 園  (大阪) 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 ) 埼    玉   栄  (埼玉) 前   橋   東  (群馬 )

第 45回

(1994)
高  岡  市

男 子 上 尾  (埼 玉 ) 常  総  学  院  (茨城 ) 熊 本 学 園 大 付  (熊本) 金 沢 市 立 工 業  (石川 )

女 子 49 四  天  王  寺  (大 阪 ) 常  総  学  院  (茨城 ) 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城) 富  山  商  業  (富山)

第46回

(1995)
松 江  市

男 子 49 上 尾  (埼 玉 ) 奈 良 市 立 一 条  (奈良) 関  東  第 (東京) 金 沢 市 立 工 業  (石川 )

女子 49 高  岡  女  子  (富山) 金 沢 向 陽 (石川 ) 精  華  女  子  (福岡) 埼    玉   栄  (埼玉)

第47回

(1996)

甲 府  市

竜 王 町

男 子 49 人    代    東  (熊 本 ) 尾  (埼 玉 )上 札  幌  第 (北海道)常   総  学  院  (茨城 )

女 子 埼    玉   栄  (埼玉 ) 金 沢 向 陽 (石川 ) 熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本) 精  華  女  子  (福 岡)

第48回

(1997)
長 岡 京 市

男 子 49 上 尾  (埼 玉 ) 八   代   東  (熊本 ) 金  沢  市  工  (石川) 大  阪  学  芸  (大阪 )

女 子 49 埼    玉   栄  (埼玉 ) 九 州 国 際 大 付  (福 岡 ) 熊 本 中 央 女 子  (熊本) 昭  和  女  子  (大分 )

第49回

(1998)
高 松 市

男 子 49 ノヽ   代   東  (熊本 ) 高 松 商 業 (香川 ) (東京 ) 上 尾  (埼玉)関  東  第

女子 49 九 州 国 際 大 付  (福 岡) 金 沢 向 陽 (石川 ) 昭  和  女  子  (大 分) 香  り|1  中  央  (香川 )

第50回

(1999)
滝 沢 村

男 子 49 関  東  第 (東京 ) 人   代   東  (熊本 ) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀)本 L 幌  第 (北海道 )

女子 49 九 州 国 際 大 付  (福岡 ) 金 沢 向 陽 (石川 ) 埼   玉   栄  (埼玉) 熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本 )

第51回

(2000)
各 務 原 市

男 子 49 関  東  第 (東京 ) 埼    玉    栄  (埼 玉 ) 柏 原  (大阪)延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 )

女子 49 滋  賀  女  子  (滋賀 ) 高   岡   西  (富 山) 埼   玉   栄  (埼玉) 県 立 岐 阜 商 業  (岐阜 )

第52回

(2001)

八 代  市
宮 原  町
竜 」ヒ 町

男子 49 (東京 )関  東  第 人   代   東  (熊本 ) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀)埼   玉   栄  (埼玉 )

女 子 49 青  森  山  田  (青森 ) 滋  賀  女  子  (滋賀 ) 金  沢  向  陽  (石川) 県 立 岐 阜 商 業  (岐阜 )

第53回

(2002)

つ く ば 市

牛 久 市

男 子 49 関  東  第 (東京 ) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀 ) 埼    玉   栄  (埼玉) ノヽ   代   東  (熊本 )

女子 49 青  森  山  田  (青森 ) 県 立 岐 阜 商 業  (岐阜 ) 金  沢  向  陽  (石川)九 州 国 際 大 学 付 属  (福 岡 )

第54回

(2003)

長 崎 市

大 村  市

男子 49 埼   玉   栄  (埼玉 ) 関  東  第 (東京 ) 足 羽  (福 井) 柏 原  (大 阪 )

女 子 49 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 ) 青  森  山  田  (青森 ) 陵  (静岡 )熊  本  中  央  (熊本) 星

第55回

(2004)
鳥 取 市

男 子 49 関  東  第 (東京 ) 埼    玉   栄  (埼玉 ) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀)八   代   東  (熊本 )

女 子 49 青  森  山  田  (青森 ) 聖 ウ ル ス ラ 学 院  (宮城 ) 高   岡   西  (富山) 金  沢  向  陽  (石川 )

第56回

(2005)
野  田 市

男子 49 埼    玉   栄  (埼玉) 水  島  工  業  (岡 山) 延 暦 寺 学 園 比 叡 山  (滋賀)青  森  山  田  (青森 )

女子 49 青  森  山  田  (青森 ) 聖 ウルスラ学院英智  (宮城 ) 金  沢  向  陽  (石川) 埼   玉   栄  (埼玉)

第57回

(2006)
奈  良 市

男 子 49 埼    玉   栄  (埼玉 ) ノヽ   代   東  (熊本 ) 柏 原  (大阪) 勝 山  (福井 )

女子 49 青  森  山  田  (青森 ) 金 沢 向 陽 (石川 ) 熊 本 信 愛 女 学 院  (熊本) 聖 ウルスラ学院英智  (官城 )

第58回

(2007)

男 子 49 埼    玉   栄  (埼玉) 八   代   東  (熊本 ) 関  東  第 (東京) 比   叡    山  (滋賀 )

女子 49 青  森  山  田  (青森 ) 金 沢 向 陽 (石川 ) 高   岡   西  (富山) 聖 ウルスラ学院英智  (官城 )

第59回

(2008)
所  沢 市

男子 49 埼    玉   栄  (埼玉 ) 八   代   東  (熊本 ) (東京 )比   叡    山  (滋賀) 関  東  第

女 子 49 聖 ウルスラ学院英智  (宮城 ) 埼    玉   栄  (埼玉 ) 八 代  自 百 合  (熊本) 越   谷   南  (埼玉 )

第60回

(2009)
大 阪 市

男 子 49 埼    玉   栄  (埼玉 ) 人   代   東  (熊本 ) 東 大 阪 大 学 柏 原  (大阪) 札  幌  第 (南北海道)

女子 49 青  森  山  田  (青森 ) 金 沢 向 陽 (石川 ) 樟    蔭   東  (大阪) 聖 ウルスラ学院英智  (宮城 )

第61回

(2010)
糸 満  市

男子 49 埼    玉   栄  (埼玉 ) 高  岡  第 (富 山) 富 岡  (福島) 関  東  第 (東京 )

女 子 49 聖 ウルスラ学院英智  (官城 ) 青  森  山  田  (青森 ) 埼   玉   栄  (埼玉) 富 岡  (福 島)

第62回

(2011)
弘 前  市

男子 49 埼    玉   栄  (埼玉 ) 旭  り|1  実  業  (北 北海道) 富 岡  (福 島) 比   叡    山  (滋賀 )

女 子 49 青  森  山  田  (青森 ) 松  徳  学  院  (島根 ) 富 岡  (福島) 埼    玉   栄  (埼玉)

第63回

(2012)

福 井  市

永平寺町

男 子 49 埼    玉   栄  (埼玉 ) 富 岡  (福 島 ) 東  奥  学  園  (青森) 金 沢 市 立 工 業  (石川 )

女子 49 富 岡  (福島) 聖 ウルスラ学院英智  (宮城 ) 倉  敷  中  央  (岡 山) 県 立 岐 阜 商 業  (岐阜 )

第64回

(2013)
北九州市

男 子 49

女 子 49

栄 光 の あ と

-80-



●個人対抗の部

栄 光 の あ と

回数 開催地 種別 参加 1位 2位 3 イ立

第 6回
(1955)
神 戸 市

男単 74 永 井  栄 一 (聖 学 院 ) 北 島  克 英 (聖 学 院 ) 林  七  郎 (四 日市 農 芸 )

女 単 74 渡 辺  公 子 (函 館 東 ) 佐 々 木 功 子 (尚 綱 女 子 ) 永 田  豊 子 (善 通 寺 第 一 )

男複 73 永 井 ・ 小 野 岡 (聖 学 院 ) 北 島 ・ 吉 野 (聖 学 院 ) 北 方   関 (金 沢 水 )

女複 74 友 野 ・ 権 田 (山 陽 女 子 ) 小 林 ・ 三 宅 (山 陽 女 子 ) 永 田 ・ 藤 田 (善 通 寺 第 一 )

第7回
(1956)
仙 台 市

男単 79 板 垣  隆 房 (山 形 市 立 商 ) 吉 野  嘉 保 (聖 学 院 )

戸 田  寿 子 (山 陽 女 子 )

小 宮  好 雄 (関 東 学 院 六 浦 )

女単 78 横 井  キ ヌ エ (善 通 寺 第 一 ) 小 林  桂 子 (山 陽 女 子 )

男複 78 吉 野 ・ 稲 永 (聖 学 院 ) 星 野 ・ 小 田 (松 江 商 ) 板 垣 ・ 山 岸 (山 形 市 立 商 )

女複 78 横 井 ・ 井 上 (善 通 寺 第 一 ) 山 下 。 大 西 (善 通 寺 第 一 ) 小 林 ・ 戸 田 (山 陽 女 子 )

第8回

(1957)
松 江 市

男単 81 小 宮  好 雄 (関 東 学 院 六 浦 ) 中  村  智 (関 東 学 院 )

長 田 悠 喜 子 (北 陸 学 院 )

平  野   隆 (松 江 商 )

女 単 81 田 島 外 茂 子 (善 通 寺 第 一 ) 尾 関  紀 子 (函 館 東 )

男複 80 小 官 ・ 落 合 (関 東学院六浦 ) 中 村 ・ 時 田 (関 東 学 院 ) 富 田 。 今 村 (松 江 商 )

女複 79 田 島 ・ 山 下 (善 通 寺 第 一 ) 官 川 ・ 野 問 (善 通 寺 第 一 ) 北 島 ・ 松 田 ( 金  城  )

第9回

(1958)
新 潟 市

男単 73 板 垣  善 憲 (山 形 南 ) 浦 作 ( 富  士  ) 森    晃 (奈 良 商 工 )

女単 78 山 崎 紀 久 子 ( 金 城  ) 間 宮 美 紀 子 (芽 室 東 ) 伊 村  博 子 (宇 治 山 田 )

男複 73 板 垣 。 金 森 (山 形 南 ) 船 山 ・ 永 井 (山 形 南 ) 五 味 川 ・ 掘 田 (札 幌 工 )

女複 77 川 山 崎 (金 城 ) 二 森 ・ 木 村 (敬 愛 学 園 ) 蔵 本 。 有 本 (善 通 寺 第 一 )

第 10回

(1959)
会津若松市

男単 84 岡 崎  恵 (緑 ヶ 丘 ) 稲  井   円1( 高  松  ) 玉 井  治 之 ( 茨  木  )

女 単 蔵 本  :文 子 (善 通 寺 第 一 ) 横 山  l満 子 (敬 愛 学 園 ) 福 本  和 子 (善 通 寺 第 一 )

男複 84 永 井 ・ 北 村 (山 形 市 立 商 ) 岡 崎 ・ 山 本 (緑 ヶ 丘 ) 東 条 ・ 井 上 (高 松 商 )

女複 83 蔵 本 ・ 有 本 (善 通 寺 第 一 ) 横 山 ・ 高 橋 (敬 愛 学 園 ) 福 本 ・ 三 原 (善 通 寺 第 一 )

第11回

(1960)
久 留 米 市

男単 84 岡 崎  恵 (緑 ヶ 丘 ) 稲  井   岡」 ( 高  松  ) 近 道  利 一 (神 戸 商 )

女 単 83 横 井  文 子 (善 通 寺 第 一 ) 橘  美 智 子 (高 岡 女 子 ) 高 橋  泰 子 (敬 愛 学 園 )

男複 84 岡 崎 ・ 山 本 (緑 ヶ 丘 ) 阿 部 ・ 笠 原 (新 潟 商 ) 福 島 ・ 高 見 ( 新  潟  )

女複 81 橘  ・ 酒 井 (高 岡 女 子 ) 高 橋 ・ 長 崎 (敬 愛 学 園 ) 関 内 藤 ( 吉 原 )

第12回

(1961)
弘 前 市

男単 84 秋 山  真 男 (甲 府 商 ) 大 竹  紘 ― (新 潟 商 ) 伊  村  隆 (宇 治 山 田 )

女 単 84 望 野  政 枝 (富 士 見 ) 佐 藤  弘 子 ( 新 庄 南 ) 小 笠 原 詔 子 (新 庄 南 )

男複 83 大 竹 ・ 安 沢 (新 潟 商 ) 森 谷 ・ 板 垣 (山 形 商 ) 中 村 。 松 浦 (帯 広 三 条 )

女複 84 小 笠 原 ・ 渡 辺 (新 庄 南 ) 大 門 ・ 伊 藤 (敬 愛 学 園 ) 高 木 ・ 天 野 (掛 川 西 )

第13回

(1962)
高 岡 市

男単 82 西  野 征 ( 聖 学 院 ) 小  島 平 (緑 ヶ 丘 ) 斉 藤  正 勝 ( 富 士 )

女単 86 高 塚  淳 子 (山 陽 女 子 ) 橘  妙  子 (高 岡 女 子 ) 室 崎  光 子 (高 岡 女 子 )

男複 82 西 野 ・ 須 田 (聖 学 院 ) 本 田 ・ 荒 川 (新 潟 商 ) 小 島 ・ 棚 橋 (緑 ヶ 丘 )

女複 85 高 塚 ・ 重 政 (山 腸 女 子 ) 村 松 ・ 多 田 (善 通 寺第 一 ) 室 崎 。 河 村 (高 岡 女 子 )

第 14回
1963)
鶴 岡 市

男単 87 裏 田  光 夫 (新 潟 商 ) 関 誠 (聖 学 院 ) 中  村   宏 (聖 学 院 )

女 単 86 高 橋 と も 子 (山 形 城 北 女 子 ) 後 藤  和 子 (新 潟 中 央 ) 高 森1 幸 子 (札 幌 北 斗 )

男複 87 星 野 ・ 裏 田 (新 潟 商 ) 鈴 木 ・ 神 田 (新 潟 商 ) 関 中 村 (聖 学 院 )

女複 85 加 藤 ・ 石 崎 (新 潟 女 工 ) 高 橋 ・ 渡 辺 (山 形城北女子 ) 後 藤 ・ 茂 沢 (新 潟 中 央 )

第 15回

(1964)
京 都 市

男単 88 森  芳  夫 (奈 良 商 工 ) 盛 野  博 之 (高 岡 商 ) 堀   幸  雄 (岐 阜 工 )

女 単 90 佐 々 木 フ ミ (敬 愛 学 固 ) 竹 内  泰 子 (新 潟 女 工 ) 硲  恵 美 子 (高 岡 女 子 )

男複 88 高 林 ・ 池 田 (富 山 商 ) 立 野 ・ 盛 野 (高 岡 商 ) 森  ・ 河 村 (奈 良 商 工 )

女複 90 竹 内 ・ 石 本 (新 潟 女 工 ) 高 野 ・ 渡 辺 (新 潟 中 央 ) 植 木 。 大 島 (真 岡 女 子 )

第
(1

116回

965)
熊 本 市

男単 92 栂 野 尾 昌 一 (富 山 商 ) 寺 前  信 之 (富 山 商 ) 沼 沢  利 (日 大 山 形 )

女 単 89 近 藤  光 枝 (布 施 女 子 ) 山 本  真 江 (善 通 寺 第 一 ) 才 脇  妙 子 (布 施 女 子 )

男複 92 栂 野 尾 ・ 寺 前 (富 山 商 ) 沼 沢 ・ 中 村 (日 大 山 形 ) 堀  杉 山 (岐 阜 ■ )

女複 88 山 本 ・ 細 川 (善 通 寺 第 一 ) 上 野 ・ 石 崎 (真 岡 女 子 ) 近 藤 ・ 才 脇 (布 施 女 子 )

第17回

(1966)
弘 前 市

男 単 91 本 間  順 次 (新 潟 商 ) 我  妻 郎 (官 城 県 工 ) 市  り|1  清 (宮 城 工 )

女単 92 湯 木  博 江 (山 陽 女 子 ) 浦 口  恵 子 (山 陽 女 子 ) 遠 藤  幹 子 (新 庄 南 )

男複 90 本 間 ・ 高 橋 (新 潟 商 ) 市 川 ・ 我 妻 (宮 城 県 工 ) 牛 島 ・ 藤 永 (富 山 商 )

女複 92 本 間 。 日 下 (新 潟 青 陵 ) 浦 日 ・ 湯 木 (山 陽 女 子 ) 小 山 ・ 遠 藤 (新 庄 南 )

-81-

83



栄 光 の あ と

回数 開催地 種 別 参 加 1位 2位 3位

第18回

(1967)
金 沢 市

男 単 92 米  田   実 (富 山 商 ) 黒 田  博 (金 沢 )
直  田
え 野  光

(  正   強  )
(高 岡 商 )

寛

男

女単 94 局  坂   薫 (新 潟 中 央 ) 相 沢  マ チ コ (新 潟 青 陵 )

奈 良 岡 洋 子 (弘 前 聖 愛 )

池 田  栄 子 (東 大 阪 )

男複 91 松 島 。 米 田 (富 山 商 )

相 沢 ・ 金 子 (新 潟 青 陵 )

笠井好・笠 井教 ( 富  士  )

田  仲 枝 (真 岡 女 子 )

高  来
山 本

. 流 (金 沢 市 工 )

松 本 (金 沢 市 工 )

女複 94
(成 安 女 子 )

( 東 大 阪 )

司 崎 湯 浅
平: |II‖ 田

第 19回
(1968)
福 山 市

男 単 92 上  敏 博 (高 岡 商 ) 足 立  守 男 (岐 阜 東 )
所   光  男
藤1  好  男

ヨ (日 大 山 形 )

(日 大 山 形 )

女単 94 平 山  素 子 (東 大 阪 ) 堀 川 栄 美 子 (新 潟 青 陵 )

田  敏1子 (真 岡 女 子 )

本 香 代 子 (真 岡 女 子 )

男複 92 草 島 ・ 布 目 (富 山 商 ) 上 ・ 官 林 (高 岡 商 )

(日 大 山 形 )

女複 94 早 坂 ・ 柿 崎 (新 庄 南 ) 清 水 ・ 藤 田 (真 岡 女 子 )

巨 内

言 崎

村 田

大 場

(成 安 女 子 )

(東 大 阪 )

第20回

(1969)
桐 生 市

男 単

女 単

２

一

４

９

一

９

尾 崎  幹 雄 (富 山 商 ) 船 山  敏 彦 (秋 田 経 大 付 )

石 崎  茂 子 (真 岡 女 子 )

(金 沢
(桐 生

立 工 )

柴 山 き よ 子 (東 大 阪 )

男複 91 尾 崎 。 中 川 (富 山 商 ) 内 田 ・ 桐 生 (桐 生 市 立 商 )

及 川 ・ 脇 田 (富 田 女 子 )

小 中
/1、 メ床

村 谷 (金 沢 市 立 工 )

湾
:り,(桐 生 市 立 商 )

女複 94 柴 山 ・ 高 崎 (東 大 阪 )

大 場
瞳 内

坂 本 (東 大 阪 )

岡 臨 (成 安 女 子 )

第21回

(1970)
名 古 屋 市

男 単 92 西 村  美 鶴 (富 山 商 ) 銭 谷  欽 冶 (大 聖 寺 )

金  田 竜 造 (天 理 )

栄 文 (日 大 鶴 ク 丘 )市  村

女 単

男複

陣 内  裕 子 (成 安 女 子 ) 秋 本 人 代 美 (四 條 畷 学 園 )

山 田 ・ 竹 野 (新 潟 商 )

秋 本 ・ 西 尾 (四 條 畷 学 園 )

雪

生

尾
イ白
真 理 子 (四 條 畷 学 園 )

智 子 (奈 良 一 条 )

森 田 ・ 松 島 (富 山 商 )
西  り||( 正  強  )巽

日 ~F

女複 94 岡 崎 ・ 陣 内 (成 安 女 子 )

清

谷
水 口

崎

矢

尼

新

成

庄 南

子女安

第22回

(1971)
善 通 寺 市

男単 92 下 田  春 樹 (富 山 商 ) 米 山  正 和 (日 大 山 形 )

西  川
土  田

強   )
条  商  )

繁 美 ( 正
証 雄 ( 三

女単 96 秋 本 人 代 美 (四 條 畷 学 園 )

米 山 ・ 中 島 (日 大 山 形 )

佐 イ白 智 子 (奈 良 一 条 )

中 原 ・ 木 下 (高 松 商 )

佐 伯 ・ 古 谷 (奈 良 一 条 )

条(奈 良 一
(四 條 畷 学

古 谷  成 代
コ墜_」≧_墓_理_二
西 川 ・ 佐 野
大 場 。 秋 葉

)

)

)

)

(  正   強
(山 形 工

複

一
複

男

一
女 西 尾 ・ 秋 本 (四 條 畷 学 園 )

自 玖
矢 回

大 矢 根 (善 通 寺 第 一 )

本 間 (新 庄 南 )

第23回

(1972)
新 庄 市

男単 92 中 井  基 夫 ( 正  強  ) 辻   敏  弘 ( 添  上  ) 須
原
藤

敏

茂 (東 奥 義 塾 )

夫 (金 沢 市 立 工 )

女 単 96 秋 本  幸 子 (四 條 畷 学 園 ) 徳 田  敦 子 (四 條 畷 学 園 ) 沼 能
本 多

久
励
子 (真 岡 女 子 )

子 (千 葉 学 園 )

男複 92
中
南
井
田

基
義

キ

↑ ( 正  強   ) 博 ′

嗣
｀

秋   葉
山 形 工 )

井   幸
陽

庄

立 工

子

南

金

山(

(

)

)

女複 96
幸
敦

本

田

秋
徳 章:(四 條畷学園)

典
幹

橋

田

諸
高 享(四 條畷学園)

第24回

(1973)
四 日 市 市

男単
４

一

６

９

一

９

西 村  正 美 (富 山 商 ) 池 田  文 昭 ( 正  強  )

井 上  昌 子 (成 安 女 子 )

(

池 田
松 重

文
恵
昭

正   強   )

井 上  昌
朝 日  昌 軍:(成 安女子)

塾

条

義

一

奥

良

東

奈

彦
雄

吉
秀

藤

己
工
辰

女単 徳 田  敦 子 (四 條 畷 学 園 ) 明  日
X 井 誠

子 (成 安 女 子 )

子 (市 立 尼 崎 )

男複 93
恙
今 (

Z
富 山 商 )

西 村
梶 川

正

博

二野 長 谷 川

中  谷
(勝 山 )

(日 大 鶴 ヶ 丘 )l

女複 95
田

田

徳

高 撃:軍:(四 條畷学園)
野 中 (市 立 長 崎 商 )
石 田 (真 岡 女 子 )

山 田
日 向 野

第25回

(1974)

嬉 野 町
塩  田 町

男 単

女単

９６

　

一

９８

長 谷 川 博 幸 ( 勝  山  ) 滝  り|1  修 (金 沢 市 立 工 )

山 本  邦 子 (奈 良 一 条 )

船

修
樹

滝   川 (金 沢 市 立 工 )

木 幸

4ヽ  本ヽ
成 田

康
勧
男
次

(逗 子 開 成 )

(口 大 鶴 ヶ 丘 )

植 野 恵 美 子 (四 條 畷 学 園 )
大 塚 ソ ノ エ (新 潟 青 陵 )

原 田 美 智 子 (山 陽 女 子 )

男複 95 勝   山  )長 谷 川 博 幸 ′
諏 訪  芳 博

｀
( )

女複 98 (新 潟 青 陵 )
関 根  和 子
大 塚| ソ ノ エ 陽 女 子 )

原

藤

田 美 智 子 ′ 1

原  敦 子 ｀中
辻
海 老

貝 瀬 (成 安 女 子 )

平 野 (新 潟 青 陵 )

第26回

(1975)
水 戸 市

男単 96 林 田  草 樹 (九 州 学 院 ) 菅 原 敬 二 (千 厩 )
官 森
坂 本

庄

宏

吉 (金 沢 市 立 工 )
志 (七 尾 農 )

女単
９

）

一　

Ｖ^

植 野 恵 美 子 (四 條 畷 学 園 ) 米 倉 よ し 子 (藤 園 女 子 )

擢|:季  1曽 :売

(金 沢市立工)男複
伸 冶 ′
章 夫 ｀

吉 岡
富 田

正   強   ) 峰  .
小 倉

上 原 ( 高
小 浜 (奈 良

松 商  )
条 )

女複 1)8
磐 予 1恵 庁 季

(四 條 畷 学 園 )
佐 藤
雑 賀 富肇旱(園 田学園)

子

条

女

一

園

良

藤

奈

西
山
山
桐

倉
本
米
山

第27回

(1976)
中 野 市

男単 96 宍 戸  隆 夫 ( 塩  釜  ) 諸 多  博 之 (奈 良 一 条 )

重 山  成 生 (金 沢 市 立 工 )
北  橋  進 (比 叡 山 )

女 単 98 石 川  好 子 (四 條 畷 学 園 ) 河村 茂美(四 條畷学園)

祟_■_生 _ξ(ll_壁二
馨:柔  :曇 軍:(新 潟青陵)

『 雲 栄
真: 田
子 (渋 川 女 子 )

弓 (滋 賀 女 子 )

男複
勝

明 ′

彦
・

上   原
平  野

高 松 商 )
伊 藤 (日 大 山 形 )

諸 多 _■_壼_皇_一 __金 )

工 藤
小 浜
浜 田
喜 多

田 村 (土 佐 女 子 )

徳 永 (巣 鴨 女 子 )
女複

久

石

平
川

翼:軍:(四 條畷学園)

第28回

(1977)
倉 敷 市

男単

女単

96 西  山   1専  司  (延 暦寺学園比叡 山 ) 漆  原  亨 (日 大 鶴 ヶ 丘 ) 宮喜
幸 弘 (

明 文 (

九 州 学 院 )

柳 井 工 )

本

良

98 原 口  恵 子 (四 條 畷 学 園 ) 高 野  和 代 (新 潟 青 陵 )

星 川 喜 恵 子 (札 幌 静 修 )

斎 藤  桂 子 (新 潟 青 陵 )

男複 96
部
山

矢
西

司

司

忠
博

(延 暦寺学園比叡 山 ) (奈 良 一 条 )
児樋 岡

村
俊
耀

(  藤   島
(東 奥 義

)

女複 98
平

河 毒::1(四 條畷学園)
久

杢|:語 ス長:旱 (四 條畷学園)
園

条

学

一

葉

良

千

奈

西

田

葛
横

下
部
山
阿

第29回

(1978)
会津若松市

男単

女単

男複

６

一

８

権 藤  浩 二 (九 州 学 院 )

五 十 嵐
須 貝
中 沢
斎 藤

吉 村  輝 高 (奈 良 一 条 )

中 沢  一 枝 (新 潟 青 陵 )

I_1上上 査_上_ヱ_l
覆筆(新 潟青陵)

形

形

山

山

大

大

徳
人

英
雅

貝
井

須
桜

北 田 ス ミ 子 (四 條 畷 学 園 )

月 岡 広

点
美 (新 潟 青 陵 )

子 (四 條 啜 学 園 )原、 回

(′ 6
俊
浩

本 石
権 藤

魯 (九 州 学院 )

富 塚
自 取

高 橋 (日 大 山 形 )

高 橋 (東 奥 義 塾 )

女複 98 令 型
|_資

=(四
條 畷 学 園 )

16田 ス ミ 十
上 野

三 田
高 田
中 田
(真 岡 女 子 )

(藤 園 女 子 )
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栄 光 の あ と

回 数 開催地 種 別 参 加 1位 2位 3 位

第30回

(1979)
大 津 市

男単
９６

　

一

９８

権 藤  浩 二 (九 州 学 院 ) 馬 場  良 浩 ( 今  市  ) 村 本
1 幹 夫 (七 尾 工 )

坂 井 外 喜 男 (金 沢 市 立 工 )

女単 北  田 ス 子 (四 條 畷 学 園 ) 原 田  純 子 (園 田 学 園 )
西 村 美 千 代
青  山  寿  姜

(比 叡 山 )

(成 安 女 子 )

複
　
複

男

一
女

(九 州 学 院 )
権  藤
村  ト

浩  二
革:介 甲

野
西 実(高 松商)

屈 庁 昔 八 重
(熊 本 中 央 女 子 )

伊  藤
桜 場

峰 (越 ヶ 谷 )

井 卜 (大 河 原 商 )

北 田:|:ミ :ス (四 條畷学園) 原
植
田

田

河 原 (園 田 学 園 )

松 田 (四 條 畷 学 園 〉

第31回

(1980)
善 通 寺 市

男 単 96 井 上  哲 章 (熊 本 商 科 大付 属 ) 山  本   ;裕  :幸 (延 暦寺学園比叡 山 )
修 二 (

正 志 (

野
島

松

大

日 川

市

)

)

女 単 98 昌 峯  和 子 (熊 本 中 央 女 子 〉 陣 内 貴 美 子 (熊 本中央女子 ) 野
山

上

内

満

佳

子 (新 潟 青 陵 )

子 (高 松 中 央 )

男複 96
山
馬
本
杉
裕  幸
武:司

(延 暦寺学園比叡 山 )
大
大
島 正

|]堀
( 今 市 )

野 上  満
山 内  美 軍:(新 潟青陵)

西

松
本
野

上 田 (高 岡 第 一 )

官 ( 日  川| )

女複 98
高 峯  和 子
陣 内 貴 美 子

(熊 本 中 央 女 子 )
(小 山 城 南 )

(川 口 女 子 )

高 橋
り|1 口

湯 沢
佐 野

第32回
(1981)

平 塚 市
藤 沢 市

男単

女 単

松 浦  進 (草 津 ) 松 野  修

山 内  佳

(  日  り||  )

(高 松 中 央 )子

博
裕

松

田

村
豊

ェ

高

立

学

市

大

沢

本

金

日

陣 内 貴 美 子 (熊 本中央女子 )
美 (高 松 中 央 )

子 (高 岡 女 子 )

水 井  明
向  和田

男複 96
修, ~

健'ク ス ( 日 り|| )
松 野
宮

]可  田
村  松

義

信i(金 沢市立工)
片 岡
佑 々 末

辻 田 (比 叡 山 )

夢i西 (東 奥 義 塾 )

女複 98 (熊 本 中 央 女 子 )
陣 内 貴 美 子
井 村  由 美

(新 潟 青 陵 )

子
子

美
知咲

内
崎
山
石

三 田 (熊 本 信 愛 女 )

佃 (高 松 中 央 )

森 山
山  内

第33回

(1982)

枕 崎 市
加 世 田 市

男 単

女 単

８

一

８

一

７

柳 谷  辰 哉 (弘 前 南 ) 田   i泰  昌  (延 暦寺学園比叡 山 )

田 太 嘉 子 (四 條 畷 学 園 )

辻

松

辻  田
杉  本

泰

漏|(延
暦寺学園比叡 山 )

昌 弘 (奈 良 一 条 )

克 則 (金 沢 市 立 工 )

見

山

市

尾

鴻 原  春 美 (四 條 畷 学 園 ) 永
森
井
山
明
弘
美
姜

(高 松 中 央 )

(熊 本 信 愛 女 )

男複
見

谷  敏 昭
市  昌 弘

中 (奈 良 ―― 条 )
羽 田 (金 沢 市 立 工 )

前 川 (比 叡 山 )

山 尾
西 川

女複 98
高 峯
青 木 き 1:(熊

本 中 央 女 子 )
山

由
森
三 難| :車

(熊 本 信 愛 女 学 院 )
相 馬
三 沢

野 村 (弘 前 学 院 聖 愛 )

岡 崎 (小 山 城 南 )

第34回
(1983)
豊 橋 市

男単 98 江 藤  裕 樹 (延 暦 寺学園比叡 山 ) 見 市  昌 弘 (奈 良 一 条 )

福
佐

田

藤

実 (小 松 原 )

浩 (市 立 尼 崎 )

女 単

男複

８

一

８

一

８

９

一

９

一

９

(九 州 学 院 )

鴻 原  春 美 (四 條 畷 学 園 )

川 本  英 明
林 詳

小 泉  陽 子 (園 田 学 園 )

勲 色
河
.昼
尚 (桐 生 市 立 商 業 )

崖_」壁__塁 _=_____

幸 ∬ 真 雹 莫
(熊 本信 愛女学院 )

青 木 き よ み (熊 本 中 央 女 子

上 村  美 香 (熊 本 信 愛 女
宮   志 村 (

加 藤 ・ 長 谷 川 (曰

)

)

川

大  山 形
)

)

女複
鴻
新

春
貴

原

木 姜 (四 條畷学園)
南

陵

城

青

山

潟

小

新

藤
田
須
本

本

田

根
原

第35回

(1984)
大 山 市

男単 98 江 藤  裕 樹 (延 暦寺学園比叡 山 ) 濱 北  和 彦 (熊 本 商 科 大 付 属 )
鶴 田  直 行 (九 州 学 院 )

生 井 沢 勝 美 ( 上  尾  )

女単 98 新 木  貴 子 (四 條 畷 学 園 ) 今  村   薫 (四 條 畷 学 園 )
水 須
里予
実 香 (名 渓 学 園 )

裕 子 (上 尾 )

男複
９８

一

９８

江 藤
中  りII

裕

橿!(延
暦寺学園比叡 山 ) (日 大 鶴 ヶ 丘 )

(千 葉 学 園 )

疇 津 耕 太 郎
正 田  章 二
高 原  恵 美
西 田 美 和 子

荒 木
中 條

宇 田 (金 沢 市 立 工 )
石 橋 (4ヽ 松 原 )

女複 (熊 本 信 愛 女 学 院 )
米 津 ゆ か り
林   幸  枝

園

陵

学

青

葉

潟

千

新

地
池
谷
小

光
井
徳
若

第36回

(1985)
金 沢 市

男 単 98 生 井 沢 勝 美 ( 上 尾  ) 濱 北  和 彦 (熊 本商科大付属 ) 輝 行 ( 足  羽  )
明 彦 (金 沢 市 立 工 )

藤
本

佐
山

女 単 98 北  浦  道  代 (延 暦寺学園比叡 山 ) 田 島  志 乃 (熊 本中央女子 )

(金 沢 市 立 工 )

気  谷   篤  人
山  太   明  彦

今  村   薫 (四 條 畷 学 園 )

横 手 智 江 美 (千 葉 学 園 )

男複 98

田 代 美 智 世

( 上 尾 )

(熊 本 中 央 女 子 )

中 川
石 橋

西 島 (金 沢 市 立 工 )

井 油1(小 松 原 )

女複 98
村

岡   明
今
片 壼(四 條畷学園) 青 戸 (新 潟 青 陵 )

問 芝 (比 叡 山 )

小 池
北 浦

第37回

(1986)
下 関 市

男単 98 町 田  文 彦 (  L 尾  ) 小 本  義 久 (九 州 学 院 )
諏  訪
山  口

隆|1専 ( 勝
哲 浩 ( 比 叡

山   )
山  )

女単 98 乳 井  智 秋 (千 葉 学 園 ) 棒   匡  子 (新 潟 青 陵 )
松
1首

尾 知

彰
美 (熊 本 信 愛 女 )

子 (高 松 中 央 )ト

男複 98
中  り||
町
‐
田

敏

文

治 ′

彦 ・
上   尾   ) 1奔 需傘 九州学院)

(札 幌 第 一 )

( 日  月| )
伊  藤  ・ 林
興 石 ・ 岩 佐

女複 98
薩 ξ 喜 頷 季

(熊 本 中 央 女 子 )

長
大
井
村
麻
禾口縄(夙 川学院)

道 上
堀 尾

山 白 (高 松 中 央 )

松 長 (奈 良 一 条 )

第38回

(1987)
登 別 市

女単

男複

男 単
８

一

８

一

８

９

一

９

一

９

渡 辺  清 ― (花 北 商 業 )

棒

鈴 木
内

佐 賀  史 昭 (作 新 学 園 )

子 (新 潟 青 陵 )

面
( 上 尾 )

村

日  り||  )
比 叡 山 )

興  石   務 (

鈴 木 草 麻 生 (

官 村  愛 子 (熊 本中央女子 ) 7L
南
井
里
智 秋 (千 葉 学 園 )

高 子 (四 條 畷 学 園 )

越 谷 南 )

隆  .
藤

(

石  井
関 根 英

興

藤

石

本

石 佐 ( 日  川| )
村 井 (札 幌 第 一 )

女複 98
中

甲

原
斐
敬

美 看i(熊本中央女子)
北 実

属|(四 條畷学園)
川
ツ 川

南里高・南里泰 (四 條 畷 学 園 )

江 良 ・ 田 畑 (熊 本中央女子 )

第39回

(1988)
宝 塚 市

男単 98 須 賀  隆 弘 ( 上  尾  ) 大 谷  知 昌 ( 上  尾  )
耕

伊

手
藤 誠 (人 幡 大 学 付 属 )

二 (日 本 大 学 高 )島

女 単

複

・
複

男

一
女

８

一

８

一

８

９

一

９

一

９

水 井 妃 佐 子 (四 條 畷 学 園 ) 宮 村  愛 子 (熊 本 中 央 女 子 )

藤 本  謙 治
_左上_圭L__査___樹
藤 本  暢 子
佐  々 木  忍

(本L幌 第 )

(熊 本 中 央 女 子 )

山

小
崎  美 紀
泉  友 紀

(高 岡 女 子 )

(園 田 学 園 )

中 橋
平  井 抒:(延

暦寺学園比叡 山 ) 高 村
渋 谷

境 (熊 本商科大付 )
甲 斐 (小 松 原 )

中

甲

原
斐
敬

美 こi(熊本中央女子)
陵

園

青

学

潟

日

新

園

原
泉

藤

田

近
吉

第40回

(1989)
高 知 市

男単 98 磯 部  和 弘 (常 総 学 院 ) 霜 上  和  宏 (熊 本 商 科 大 付 属 )
)

)

久 保 田 雄 三 (

小 河 原  崇 (

越

比

谷

叡

南

山

女 単 98 水 井 妃 佐 子 (四 條 畷 学 園 ) 官 村  愛 子 (熊 本 中 央 女 子 ) 井
朽
田
木
貴 子 (埼 玉 栄 )

浩 美 (高 岡 女 子 )

男複 獣(札 幌第一)
佐 藤
郷 路

嘉 片 山  卓
△_堡_田_上
阪 本  雅
渡 邊 真 由

さ (越 谷 南 )

翼:(熊
本 信 愛 女 学 院 )

田 上
前 田

本 田 (熊 本 商 大 付 )

池 端 (熊 本 商 大 付 )

女複 軍:(熊 本中央女子)
宮

松

村

田

愛
治

中 橋
矢 野

多 田 (金 沢 向 陽 )

橋 本 (聖 ウ ル ス ラ )

第41回

(1990)

塩 竃 市
松 島 町

男単 98 岸 田  明 宏 (此 花 学 院 ) 中 野  圭 昌 ( 勝  山 )
愛

付

敬

大商

業

本

千

熊

二
裕
慎
和

田

田

太

本

女 単 98

98

98

井 田  貴 子 (埼 玉 栄 ) 阪: 本   :雅  子 (熊 本信愛女学院 ) 橋
寺
本
尾 ,t

子 (聖 ウ ル ス ラ )

紀 (佐 賀 女 子 )

男複 山 浦
沼  尻 孝

女複
阪 ラ

カ饉 J

-83-

秀

(常 総 学 院

(熊 本 信 愛 (常 総 学 院

(常 総 学 院

ル ス ラ
__=LI 並
本 ・ 山 田

(



栄 光 の あ と

回数 開催地 種 別 参加 1位 2位 3位

第42回

(1991)
富 士 市

男 単 片 岡 詔 市 郎 (此 花 学 院 ) 太 田  1真 二 (千 葉 敬 愛 )

大 田  貴 子 (四 天 王 寺 )

軍 雄 (前 橋 東 )

明 男 (金 沢 市 立 工 )

半

石

間

本

女 単 水 井  泰 子 (四 條 畷 学 園 ) 佐 藤  純 子 (常 総 学 院 )

河 口 奈 緒 羊 (富 山 商 )

男複 98 曇曇(千 葉敬愛)
太

石

田

橋

水
福

直 哉
光 伸 (札 幌 第

一 )
沢

田

山 浦
福  田

沼 尻 (常 総 学 院 )

片 岡 ( 芦  北  )

女複 98
橋

山

本

田

厚 子
裕 美 (聖

ウ ル ス ラ )
佐

川 ヾ由鮨季(常 総学院) 中高
山

村

1 ヨ茂
:  木寸
(旭 川 実 業 )

(熊 本 中 央 女 子 )

第43回
(1992)
高 鍋 町
西 都 市

男単 98 西  田  渉 (札 幌 第 一 ) 片 岡  直 茂 ( 芦  北  ) 勝 崇 (宮 城 県 工 )

瑞 穂 (常 総 学 院 )

尾
成
形
山島

女単 98 水 井  泰 子 (四 條 畷 学 園 ) 中 山 智 香 子 (旭 川 実 業 )

怖套 案轟(関 東第一)

山 田  裕 美 (聖 ウ ル ス ラ )
官 村 市 書 子 (熊 本中央女子 )

男複 98
カロ

箭
賀  谷   洋
内   )降  人 (上 尾 )

樋 渡
片 団

矢 部 (常 総 学 院 )

野 田 (芦 北 )

女複 98
山

貴 田

羊

食 (聖 ウ
ルスラ)田  裕 諭

桂 蓋 (精 華女子)
坂 本
富

村 上 (熊 本 中 央 女 子 )

市 橋 (四 條 畷 学 園 )

官 村
水 井

第44回

(1993)
宇 都 官 市

男 単 98 中 村  祐 樹 ( 法 政 ) 吉 川  大 助 (高 松 商 業 )

正 (常 総 学 院 )

女 単 98 中 山 智 香 子 (旭 川 実 業 ) 水 井  泰 子 (四 條 畷 学 園 )

出百 1杏 2(関 東第一)男複 98
樋
矢
渡
部

11頂

T 借(常 総学院) 吉  川
藤 城

薄 (高 松 商 業 )

藤 本 (越 谷 南 )

女複 98 (旭 川 実 業 )

枝

子

孝
香智

茂
山
増
中 亀I(四 條畷学園)

泰
桐

井

ロ

水
川

子

院

女

学

和

総

昭

常

崎
城
山
安

井
本
石
山

第45回

(1994)
高 岡 市

男単 98 山 田  英 孝 ( 上  尾  ) 氷 山  晴 隆 (常 総 学 院 )
神 谷
嘉  籐

仁 士 (高 岡 工 芸 )

勝 (富 山 商 )

女 単 98 山 田  :潤 子 (高 岡 女 子 ) 中 山 真 理 子 (常 総 学 院 )
葛 野

中田

子

保

(四 天 王 寺 )

(佐 賀 女 子 )

男複 98
洋

檀
(常 総 学 院 )

下 鳥
高  嶋

敬  吾 ′
亮  太

｀ 上   尾   )清

清

一 官

深 谷
木
島

女複 98
市
鬼
橋
頭
美

力日 燃:(四 條畷学園)
潤

軍:(高 岡女子)
田

田

山

山

三 個
田 中

加 藤 (富 山 商 )

武 富 (佐 賀 女 子 )

第46回

(1995)
松 江 市

男 単 98 舛 田  圭:太 (金 沢 市 立 工 ) 大 束  忠 司 (′ヽ 代 東 )

文

尚
逸

憲

沈

中 村

志

尾

尚

上

女単 98 関 本  祥 子 (埼 玉 栄 ) 張   薇  薇 ( 尚 志  )

男複 98
青
山
木

田 竃::璧:(常 総学院) 思  司 ′
伸  介

｀ 八 代 東 )
大

木
束
下

松 本
徳 坂

相 井 (比 叡 山 )

舛 田 (金 沢 市 立 工 )

女複 98
中 島  珠 美
片 糸 由 希 子

(金 沢 向 陽 )
山

山

田

田

潤

軍:(高 岡女子) 大 石 (精 華 女 子 )

第47回

(1996)

甲 府 市
竜 王 町

男単 98 舛 田  圭 太 (金 沢 市 立 工 ) 大 東  忠 司 (人 代 東 )

)

)

川
清

口 馨 士 (

裕 (

比

前

叡

橋

山

東水

女 単 98 間  敏: 郷 (高 岡 女 子 ) 森  か お り (九 州国際大付 ) 永 峰  弘 子 (熊 本 信 愛 女 )

岩 松 絵 輝 子 (旭 川 実 業 )

男複 98
大

木

束

下
八 代 東 )

思、 司 ′
伸  介

｀ 尚  志  )沈
竹  俣

逸
洋

サ

阜 (
杉 島
尾 形

川 口 (比 叡 山 )

藤 田 (常 総 学 院 )

女複 98
杉
永
浦
峰
美 幸
弘 子 (熊 本 信 愛 女 学 院 )

古 谷  充
森  か お 場

:(九州国際大付) 堀
三 宅

奥 村 (金 沢 向 陽 )

島 田 (大 分 女 子 )

第48回

(1997)
長 岡 京 市

男 単 98 中 西  洋 介 ( 上 尾 ) 坂 本  修 一 (常 総 学 院 )
古 川
久 保

祐 輔 (

直 輝 (

洛   水   )
高 松 商 )

女単 98 閻  敏  郷 (高 岡 西 ) 張   薇  薇 ( 尚 志 ) 山 本  郁 美 (精 華 女 子 )

森  か お り (九 州国際大付 )
男複 98

坂
′|ヽ

本
島
修
祐 浩
(常 総 学 院 )

西

田

芥

絡 (

洋
禾ロ

中
鎌

上   尾   ) 春 名
瓶 `

晨 田 (

( 束:(
訓

東

西

人

乙

代

)

)

女複 98
田

舛
井 美 華

意 (金 沢向陽 )田
埼 玉 栄 )

久 家 あ す 加 ′
大 熊  倫 子

｀ 石 黒
西 城

)

ラ )

山 重
貴 田
( 旭  り|1 実
(聖 ウ ル ス ・

第49回

(1998)
高 松 市

男単 98 大 束  真 也 (人 代 東 ) 平 山  政 史 ( 上  尾  ) 池 田 信 太 郎 (九 州国際大付 )
三 上 紘 由 (宮 城 県 工 )

女単 98 安 城  美 華 (四 天 王 寺 ) 赤 尾  美 代 (昭 和 女 子 )

平 山  政 (上 尾 )
史

川  崎   和  宗

松 尾 美 穂 子 (九 州国際大付 )
田 上  千 晴 (熊 本 信 愛 女 )

男複 98
真
寿
也 ′
史
｀ 人 代 東 )

大 東
中 村 ( 松 )

女複 98
末
赤
綱

尾

聡
美

子

A(昭 和女 子 )

黒 り11  真 緒
佐  藤   羽 (日 本 橋 女 学 院 )

田 村
納  富

舛 田 (金 沢 向 陽 )

脇 (佐 賀 女 子 )

第50回
(1999)
滝 沢 村

男単 98 佐 藤  翔 治 (関 東 第 一 ) 佐 々 木  翔 (関 東 第 一 )

(比 叡 山 )月

女単 98 赤 尾  美 代 (昭 和 女 子 ) 楊  議  琳 (青 森 山 田 )
松 田  友 美 (長 崎 女 子 )

松 犀 羊 溝t子 (九 州 国 際 大 付 )

男複 98
仁

安  村
全

康 frrnoxn-r 佐佐 藤   翔々 木 鵜(関 東第一) 立 工 )

口

金

女複 98
露1村 鍍,貴 扁

(精 華 女 子 )

田 上
松 本

千
舞 寧:(熊

本 信 愛 女 学 院 )
赤尾美
謝

赤尾亜 (昭 和 女 子 )

陳 (本 庄 第 一 )

第51回

(2000)
各 務 原 市

男単 98 佐 藤  翔 治 (関 東 第 一 ) 佐 々 木1 翔 (関 東 第 一 )

川 前
榎 本

直 樹
良 永
(柏 原 )

(比 叡 山 )

女 単 98 文|」 晶 (高 岡 龍 谷 ) 多 谷  郁 恵 (滋 賀 女 子 )
楊
店 瀬

議   琳
美 理 子

(青 森 山 田 )

(青 森 山 田 )

男複 98
佐  藤
佐  々 木

翔 治
翔
(関 東 第 一 )

劉
川

遠

介ロ   イ圭 (高 岡 工 芸 )
米
新 開

平 田
伊 藤
(高 岡 工 芸 )

(此 花 学 院 )

女複 98
琳
子理

調
栄

楊
廣 瀬

(青 森 山 田 )

下 野  鈴 佳
小 椋 久 美 子

(四 天 王 寺 )
波 多 野
西 村

(富 士 見 丘 )

(金 沢 向 陽 )

高 橋
加 賀

第52

(200

回
1)

人 代 市
官 原 町
竜 北 町

男単 98 池 田  雄 (関 東 第 一 ) 鉦  佳  平 (青 森 山 日 )

劉

佐

芸

業

工

工

岡

島

高

水

遠

一浩

士
心

女単 98 楊  議  琳 (青 森 山 田 ) 文ll 晶 (高 岡 龍 谷 )

( 滋 女 子
田 )

男複 98
志  遠
典 靖

劉
平: 田

(高 岡 工 芸 )
佐
藤
イ白
牛

(水 島 工 業 )
浩 一
将 書 ― )

女複 98 (聖 ウ ル ス ラ )
金 上  路 子
佐 野  志 緒 梨

楊
唐 瀬

議  琳
栄 理 子

(青 森 山 田 )
倉 満
春 田

服 部
潮 田

(昭 和 女 子 )

(九 州 国 際 大 付 )

第53回
(2002)

つ く ば 市
牛 久 市

男 単
８

一

８

９

一

９

(関 東 第 一 )池 田  雄 新 開  1真 士 (関 東 第 一 )

廣 瀬 栄 理 子 (青 森 山 田 )

公

旭

洋

明

(比 叡 山 )

(柏 原 )

山

庄

女 単 平  山  優 (聖 ウルスラ ) (埼 玉 栄

(此 花 学 院
)

男複 98 (関 東 第 一 )
池 田
新 開

雄 一
慎 士

(関 東 第 一 )
土  田
高  木

匡
洋
泰
平

井 上

竹 村
新 井 (

堂 下  (
埼 玉 栄 )

北  越  )

女複 98 (岐 阜 商 業 )

佳

侑
裕

田

林

脇
(常 総 学 院 )

清 水
岡 本

陽
望
子
良

田 (笠 岡 商 業 )
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栄 光 の あ と

回数 開催地 種別 参加 1位 2位 3位

第54回

(2003)
長 崎 市
大 村 市

男単 98 数: 野   健  太  (延 暦寺学園比叡山) 早 り|1  賢 (延暦寺学園比叡山)
川  内
庄

崇 士
旭  明

(青 森 山 田 )

(柏 原 )

女単 98 今 別 府  香 里 (青 森 山 日 ) 平  山   優 (聖 ウル ス ラ ) 吉  村
伊  東

征
可
美
奈

(熊 本 中 央 )

(金 沢 向 陽 )

男複 98
黒
中
田

尾

俊  明
祐  介 (埼

玉 栄 )
高  木
松  本

洋  平
久 雄
(関 東 第 一 )

黒 瀬
多 谷

玉 澤
早 川

(高 岡 工 芸 )

(比 叡 山 )

女複 98
金 森
村 松

裕 子
瑞 穂 (星 陵 )

平  山
村 松

優
咲 希 (聖 ウ

ル ス ラ )
木村咲
伊 東

木村綾
今 井

(金 沢 向 陽 )

(金 沢 向 陽 )

第55回

(2004)
鳥 取 市

男 単 98 藤 田  真 生 (関 東 第 一 ) 早  崎   修  平  (延暦寺学園比叡山)
濡  窪
Zヒ  イ白

文

祐

也

行

(相 原 )

(水 島 工 業 )

女単 98 今 別 府 香 里 (青 森 山 田 ) 樽  野  恵 (金 沢 向 陽 )
奥
岡

幸 男5
み
(岐 阜 商 業 )

(熊 本 中 央 )ひ  と

男複 98
遠  藤
山  田

大  由
和 司
(小 松 原 )

早  川
早  崎 修  軍  (延

暦寺学園比叡山)
喜
藤
多
田

浦
堀

窪

川

(柏 原 )

(関 東 第 一 )

女複 98
佐 々 木 彩 香
水 間  可 奈 (聖 ウ

ル ス ラ )

松 尾  静 香
点 良 友 里 亜

(此 花 学 院 )
今 別 府
岡

藤 井
西

(青 森 山 田 )

(熊 本 中 央 )

第56回

(2005)
野 田 市

男 単 98 佐 伯  祐 行 (水 島 工 業 ) 高 島  雅 彦 (札 幌 第 一 )
松  川
早  崎

直  弘  ( 勝  山  )
修 平 (比 叡 山 )

女 単 98 藤 井  瑞 希 (青 森 山 田 ) 奥  幸  那 (岐 阜 商 業 )
樽

作

野 恵

美

(金 沢 向 陽 )

(  上  尾  )山   智

男複 98
橋 智  希
純1 司 (埼

玉 栄 )

林

斉 藤  祐
吝 藤  真

司

弘
(足 羽 )

安 田

石 川

大

平

滝

戸

(柏 原 )

(西 武 台 千 葉 )

女複 98
江 淵
冷: 山

愛 美
友 萌 (高 岡 西 )

富 永  翔 子
秋 山 み づ ほ

(越 谷 南 )

松 本
川 西

皆 川
岸 本

(西 武 台 千 葉 )

(香 川 中 央 )

第57回

(2006)
奈 良 市

男単 98 田 児  賢 (埼 玉 栄 ) 上 田  拓 馬 (埼 玉 栄 )

松  川
井  谷

直 弘 (
和 弥 (

勝

柏

山

原

)

)

女 単 98 藤 井  瑞 希 (青 森 山 田 ) 樽  野  恵 (金 沢 向 陽 )

打 田

奥

し づ か
幸  那

(岡 崎 城 西 )

(岐 阜 商 業 )

男複 98
ヨ 児
公 丸

賢

輝
(埼 玉 栄 )

佐 々

田

木  啓
拓 馬上
(埼 玉 栄 )

峠 畑
西 浬

武 下
川 下
(関 東 第 一 )

(延暦寺学園比叡山)

女複 98
藤 井
垣 岩

瑞 希
令 佳 (青 森

山 田 )

石 川
中 原

実
衣

育
唯

(伊 勢 崎 清 明 )

樽 野
伊 藤

木 村
本1 山
(金 沢 向 陽 )

(聖 ウルスラ学院英智 )

第58回

(2007)

武 雄 市
小 城 市
大 町 町
江 北 町

男 単 98 田 児  賢 (埼 玉 栄 ) 和  田   周 (埼 玉 栄 )

嘉 村
園 田

健 士 (八 代 東 )

啓 悟 (八 代 東 )

女単 98 野 尻 野 匡 世 ( 尚 志 ) 打 田 し づ か (岡 崎 城 西 )
木
井
佑 里 子
杏 奈
(越 谷 南 )

(滋 賀 女 子 )土

男複 98
田 児
松 丸

賢

輝
(埼 玉 栄 )

野  口
山 1斎

勝  利
裕 太
(埼 玉 栄 )

三 好 ・ 藤
嘉 村 ・ 園

井
田

(英 明 )

(八 代 東 )

女複 98
村  上
桜 井 み ど

彩 (金 沢 向 陽 )

り 標目≧ξ輩(岡 崎城西)
西 山
宮 内

米 元
加 藤

(青 森 山 田 )

(別 府 鶴 見 丘 )

第59回
(2008)
所 沢 市

男単 98 和  田   周 (埼 玉 栄 ) 佐  藤  黎 (埼 玉 栄 )

末  松   純
平 池  淳 希

(福 岡 大 大 濠 )
(札 幌 第 一 )

女 単 98 松 友 美 佐 紀 (聖 ウルスラ学院英智) 佐 藤  冴 香 (常 磐木学園 ) 三 谷 美 菜 津
橋  本   由 衣

(金 沢 向 陽 )

(青 森 山 田 )

男複 98
口 田   周
藤    黎

(埼 玉 栄 )
星 野
ガヽ   オト

翔 平

晃
(埼 玉 栄 )

滝 内
」ヒ :あk

富 山 (埼
」ヒ 林 (埼 玉

栄 )

栄  )

女複 98
高 橋  ネし 華
松 友 美 佐 紀

(聖 ウルスラ学院英智 )
西   友  理
久 後 あ す み

(四 天 王 寺 )

橋
本
高
橋

西
元

古
米

高

青

岡  西 )

)森 山 田

第60回

(2009)
大 阪 市

男単 98 星 野  翔 平 (埼 玉 栄 ) 長 谷 川  達 也 (埼 玉 栄 )
丸 尾 亮 太

大  滝   直
郎 (伊 勢 崎 清 明 )

人 (東 大 阪 大 学 柏 原 )

女 単 98 三 谷 美 菜 津 (金 沢 向 陽 ) 松 友  美 佐 紀 (聖 ウ″スラ学院英智) 福  万 尚 子 (樟 蔭 東 )

(青 森 山 田 )

(八 代 東 )
男複 98 (埼 玉 栄 )

岡 本  拓 磨
本  好 喜塚

(埼 玉 栄 )

女複 98
高 橋
古 両

沙 也 加
倖 ]K子 (高 岡 西 )

新 玉  美 郷
捕 口 標 里 ル

(名 経 大 市 郎 )

今 野
福  万

脇  野  (聖 ウルスラ学院美智 )
阪 口 (樟 蔭 東 )

第61回

(2010)
糸 満 市

男単 98 和 田 治 久 (埼 玉 栄 ) 古  賀  輝 (埼 玉 栄 )

月ヽ

山

高

口

拓

容

也

正 (高 岡 第 一 )

女 単 98 高 橋  沙 也 加 (高 岡 西 ) 福 島 由 紀 (青 森 山 田 ) 奥
末
原
村
希
百

望

花

(大 官 東 )

(富 岡 )

男複 98
竹
竹
内
内
宏
葬
気
寮
(埼 玉 栄 )

大
古

越
省

泉
燎
(埼 玉 栄 )

高 田 ・ 渡 部
」駐五 _二_聾こ』L
清 水 ・ 野 村
峰  ・ 奥 猶

(旭 川 実 業
(作 新 学 院

(岡 崎 城 西
女複 98

田

市

中
丸 美

穂
里
(青 森 山 田 )

高
古
橋  沙
西  佳

也 加
那 子
(高 岡 西 )

第62回

(2011)
弘 前 市

男 単 98 古  賀  輝 (埼 玉 栄 ) 桃 田 賢 斗 ( 富 岡 ) 間
閣
瀬 亮
直
介
巻

(岡 崎 城 西 )

(関 東 第 一 )口

女単 98 奥 原  希 望 (大 宮 東 ) 福 島  由 紀 (青 森 山 田 ) 鳥
星

居 彩 乃
千  智

(菫 ウルスラ学院英智 )

(金 沢 向 陽 )

男複 98
藤
田

太

腎 斗  ( 
富  m iЩ  ) 古

千
賀
奪

輝
常
(埼 玉 栄 )

井 上
村 井

金 子
三 浦

(埼 玉 栄 )

(東 奥 学 園 )

女複 98
篠
福
谷
島
菜
由
留
綿
(青 森 山 田 )

小  橋   霞
渡 邊 あ か ね

(埼 玉 栄 )
清 水 ・ 野
有 吉 ・ 樋

村  (聖 ウル ス ラ学院英 智 )

「
|(名 古屋経済大学市

“

)

第63回

(2012)
福 井 市
永 平 寺 町

男単 98 桃 田  賢 斗 ( 富 岡 ) 小 林  優 吾 ( 富 岡 ) 西  本
井 上

拳
拓

太

斗

(埼 玉 栄 )

(埼 玉 栄 )

女単 98 奥 原  希 望 (大 官 東 ) 渡 邊 あ か ね (埼 玉 栄 )
仲 井  由 希 乃
大   堀    彩

(日 本 橋 女 学 館 )

( 富  岡  )

男複 98
子   祐
上   拓

樹
斗
(埼 玉 栄 )

桃  田  賢  斗
松 居  幸 一 郎 (富 岡 )

細 田
三 浦

輿 石
岡 村
(関 東 第 一 )

(東 奥 学 園 )

女複 98
長 谷 川  由 季
星    千   智 (金 沢 向 陽 )

山 口
松

ソ コ カ
田   誉 (富 山国際大学付属 )

渡 邊  ・ 1瀬
鳥 居 ・ 小

川 (埼 玉 栄 )

池  (聖 ウルスラ学院英智 )

第64回

(2013)
北 九 州 市

男単 98

女 単 98

男複 98

女複 98
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バ ドミントン競技の案内

くバ ドミントン競技の歴史について 〉

バ ドミントンの歴史については諸説があり、謎が多く残されていますが、幾つかの確かな事実があります。

それは、バ ドミントンは昔の羽根つき遊びから発展したということと、その名前が英国のグロスターシャー

(現エイボン)に あるボーフォー ド公爵の邸宅バ ドミントンハウスから名付けられたとのことです。

1893年に競技規則が統一されると急速に発展し、イングランド・バ ドミントン協会が設立されました。続

いてアイルランド、スコットランドにも協会ができ、1899年にロンドンで第 1回仝英選手権大会が開催され

ています。

1893年にイングランドをはじめ、カナダ、デンマーク、フランス、アイルランド、ネザーランド (オラン

ダ)、 ニュージーランド、スコットランド、ウェールズの 9つの団体で国際バ ドミントン連盟 (I�emational

Badminton Federation 略称 IBF)を設立し、1939年には現在に近い規則を制定しました。1948年からトマ

スカップ争奪世界男子選手権大会が、1956年からはユーバーカップ争奪世界女子選手権大会が、ともに 3年

ごとに開催されていましたが、1984年 より両大会とも2年ごとの同時開催となっています。

オリンピックには、1988年のソウル大会で公開競技となり、1992年のバルセロナ大会から正式競技として

認められました。わが国へ伝わったのは大正から昭和初期といわれ、1946(昭和 21)年に日本バ ドミントン

協会が設立されたことにより全国に普及され、現在ではすべての都道府県に協会がおかれ、登録会員数も20

万人を越えています。

く国際舞台での日本の活躍 〉

男子国別対抗の トマス大会には第 3回大会 (1954年 )から参加し、第 7回大会と第 11回大会でともに準
優勝まで進んだのが最高の成績です。

一方、女子国別対抗のユーバー杯大会は第 4回大会 (1966年)に初参加で優勝の偉業を成し遂げ、以後第

5回、第 6回、第 8回、第 9回大会と5度のチャンピオン国となりました。

87回の歴史を誇る全英選手権大会での活躍は、日本人として初出場した小宮好雄が単でベス ト8以後、秋

山真男が 2位、小島一平、池田信孝・栂野尾昌一組、飯野佳孝・土田証雄組、松野修二 。松浦進二組が、ベ

ス ト4の成績をおさめています。女子の活躍はめざましく、湯木博恵と竹中悦子がシングルスとダブルスで、

高木紀子、相沢マチ子、竹中 (栂野尾)悦子、植野恵美子、徳田敦子、高田幹子がダブルスで全英のタイ ト

ルを獲得しています。

また、オリンピックではソウル大会 (公開競技)のシングルスで北田スミ子が銅メダルを獲得しました。
バルセロナ大会では、松野修二、松浦進二、宮康二、町田文彦、本山秀昭、陣内貴美子、森久子、鴻原春美、

松尾知美、棒匡子、水井妃佐子の 11選手が、ア トランタ大会には、町田文彦、松尾知美、阪本雅子、水井妃

佐子、水井泰子、宮村愛子、宮村亜貴子の 7選手が、シドニー大会には、舛田圭太、山田英孝、井川里美、

井田貴子、岩田良子、永峰弘子、松田治子、水井泰子、米倉加奈子の 9選手が、アテネ大会には、佐藤翔治、

山田英孝、舛田圭太、大束忠、米倉加奈子、森かおり、田中美保、中山智香子、吉冨桂子、山田青子、山本

静香の 11選手が出場しました。

2006年 4～ 5月 に国別対抗世界選手権 (第 24回 トマス杯争奪世界男子団体バ ドミントン選手権大会 。第

21回ユーバー杯争奪世界女子団体バ ドミントン選手権大会)が、仙台市・東京都で開催されました。

7月 には埼玉栄高校 2年の田児賢一選手が日本人で初めて 2006ア ジアジュニアバ ドミントン選手権大会

で優勝を飾 り、第 15回アジア競技大会では男子団体 5位、女子団体銀メダル、女子個人戦ダブルスで小椋久

美子・潮田玲子が銅メダルを獲得するなど、飛躍の年でもありました。

2007年 には世界選手権大会において男子ダブルスで坂本修一・池田信太郎、女子ダブルスで小椋久美子・

潮田玲子が銅メダルを獲得しました。男子でのメダル獲得は史上初の快挙でした。

2008年には、北京オリンピックが行われ、女子ダブルスで末綱 。前田組が中国NO.1ペアを倒 してベス ト
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4と なり、マスコミにもこれまでになく取り上げられました。

2010年の第 100回全英選手権大会において、田児賢一が 44年ぶりに準優勝の快挙を成し遂げました。

2011年の第 101回全英選手権大会では、女子シングルスで廣瀬栄理子が 32年ぶりの準優勝。女子ダブル

ス藤井瑞希・垣岩令佳組が 20年ぶりの準優勝を果たしました。世界で最も歴史のある全英選手権で 2種 目決

勝進出は 77年以来の快挙となりました。これからの日本人選手の活躍に期待がもたれます。

〈バ トミントン競技の見方 〉

バ ドミントンはネットをはさみ、ラケットでシャトルコックを打ち合うスポーツで、シャトルは英語で左

右、往復という意味があリラリーの中で競い合う競技です。ラリーは緩急の差があり、スマッシュの初速は

300 kmを超えるのですが、手元では 50hほ どになります。シャトルは水鳥 (ガチョウ)でできていて軽量の

ため非常に風の影響を受けやすい競技で、今でこそ空調を効かせる体育館も増えてきましたが、以前は影響

があることから風をシャットアウトしていました。

日本古来の追い羽根から連想して、女性的な軽スポーツだと考えている人が多いようですが、バ ドミント

ンは前後左右に素早く動く瞬発力、長時間のゲームに耐えられる持久力、相手の動きを読む予見力が要求さ

れ、同時に相手の予測をはずし自分のペースに引き込むインサイ ドワーク (頭脳的作戦)を必要とするハー

ドなスポーツです。このため十分に鍛え抜かれた選手でも、急激な反動動作による負傷や極度な体力の消耗

でけいれんなどを起こすことも珍しくありません。このような競技なので「より速く」「より高く」「より

前で」が勝つための三原則であるといわれます。

試合は、単 。複 (混合もある)2種類で、 1試合 (マ ッチ)は、 1ゲーム 21点 2ゲーム先取の 3ゲームマ

ッチで行われます。どちらかのサイ ドがラリーに勝ったときに 1点を加算します。サービスは得点が 0も し

くは偶数の時右サービスコー トから、奇数の時は左サービスコー トから行います。なお、ダブルスでは、サ

ーブ権のある間に得点したときのみサービスコー トを変えてサーブします。

2006年のルール改正により、バ ドミントンにも他の球技にみられるデュースが取り入れられ、 “延長ゲー
ム"と 呼ばれる制度があります。延長ゲームではスコアが 20点オールに達すると、先に 2点 リー ドしたサイ

ドが勝者となります。なお、主審はサービングサイ ドの得点からコールするので、どちらが何点かすぐわか

るようになっています。

く主なフォル ト(反則)について 〉

1. サービスの時にサーバーやレシーバーがラインを踏んだり、またいだりしたとき。 (パー トナーは構
わない)、 足をずらしたり床から離したとき (一部でもついていれば良い)《フットフォル ト》。
2. サービスで最初にシャトルの台を打たなかったとき。サーバーのラケットで打たれる瞬間、シャトル
の一部分でもサーバーのウエス トより高かったとき 《アバブザウエス ト》。サーバーの持っているラケ

ットのシャフトがシャトルを打つ瞬間に下方をさしていなかったとき 《アバブザハンド》。空振りした

とき。

3. サービスが始まってから故意に動作を中断したとき 《ディレイ ドサービス))。 サービスの際、サーブ
するのを故意に遅らせたり、レシーブ態勢を故意に遅らせたりしたとき。

4. サービスでもプレー中でも、シャトルがコー トの境界線の外に落ちたとき。ネットを通り抜けるか、
ネットの下を通ったとき、ネットを越え損なったとき。天丼や壁に触れたとき。プレーヤーの身体や着

衣に触れたとき。

5. プレー中にシャトルの打点がネットよりも打者側でなかったとき 《オーバーザネット》。
6. プレー中にプレーヤーのラケット・身体・着衣がネットやネットの支持物に触れたとき ((タ ッチザネ
ット》。相手を妨害したとき。

7. 1回 のス トロークで、シャトルをラケットでとらえ保持して振り投げたとき 《ホールディング》。同
じプレーヤーが 2回のス トロークで 2回連続して打ったとき 《ドリブル》。ダブルスにおいて、シャト

ルが同一ペアのプレーヤーによって連続して打たれたとき 《ダブルタッチ》。
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医療・救護のご案内

□ 競技会場における医療・救護について

大会期間中は競技会場に『救護所』を設置 しています。

救護所では、医師・看護師が応急処置等を行い、必要に応 じて医療機関の

搬送手配を行います。

医療機関への搬送の場合は、引率責任者等のご同行をお願い致 します。

また、受診後は処置結果等の状況を、速やかに救護本部までご連絡下さい。

□ 練習会場における医療・救護について

練習会場には、医師・看護師は配置していません。

練習会場係員を配置 してお り、緊急時には医療機関の紹介や救急搬送の手

配を行います。

□ 宿舎において、負傷・発病されたとき

宿舎の管理者にご相談下さい。医療機関の紹介や、状況に応 じ、救急搬送

の手配等をしていただけます。

□ 医療・救護における経費について

医療機関で受診される場合の医療費は受診者負担となりますので、「健康

保険証」 (コ ピー等では不可)と 、お金を必ず持参 してください。

保険証を持参されない場合は、医療費の全額が自己負担となります。

□ 救急医療に関する情報提供

まずは『北九州市 夜間・休日急患センター』までご連絡下さい。

北九州市夜間・休日急患センター  TEL(093)522-9999
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緊急時の医療機関

★★★ 受診の際は、必ずあらかじめ電話で確認 したうえでご利用下さい ☆★★

■救急告示病院

ン

医療機関名 所在地 電話番号

独立行政法人労働者健康福祉機構九州労災病院
門司メディカルセンター 北九州市門司区東港町 3番 1号 093-331-3461

新小文字病院 北九州市門司区大里新町 2-5 093-391-1001

戸畑共立病院 北九州市戸畑区沢見 2-5-1 093-871-5421

医療法人医和基会牧山中央病院 北九州市戸畑区初音町 13-13号 093-871-2760

健和会大手町病院 北九州市小倉北区大手町 15番 1号 093-592-5511

小倉記念病院 北九州市小倉北区浅野三丁目2番 1号 093-511-2000

国家公務員共済組合連合会 新小倉病院 北九州市小倉北区金田―丁目3番 1号 093-571-1031

三萩野病院 北九州市小倉北区三萩野―丁目12番 18号 093-931-7931

独立行政法人国立病院機構小倉医療センター 北九州市小倉南区春ケ丘 10番 1号 093-921-8881

独立行政法人労働者健康福祉機構九州労災病院 北九州市小倉南区曽根北町 1番 1号 093-471-1121

東和病院 北九州市小倉南区守恒本町―丁目3番 1号 093-962-1008

北九州総合病院 北九州市小倉南区湯川五丁目10番 10号 093-921-0560

福岡県済生会八幡総合病院 北九州市八幡東区春の町五丁目9番 27号 093-662-5211

製鉄記念八幡病院 北九州市八幡東区春の町一丁目 1番 1号 093-672-3176

北九州市立八幡病院 北九州市八幡東区西本町四丁目18番 1号 093-662-6565

九州厚生年金病院 北九州市八幡西区岸の浦―丁目8番 1号 093-641-5111

正和中央病院 北九州市八幡西区八枝三丁目13番 1号 093-602-1151

産業医科大学病院 北九州市八幡西区医生ヶ丘 1番 1号 093-603-1611

診療科目 診療時間
(受付は診療終了の30分前まで)

医療機関名 所在地/電話番号

内・小・外・整
(月 ～土)19:30～ 23:30

(日 、祝・休日)9:00～ 23:30北九州市立

夜間・休日急患センター
(総合保健福祉センター1階 )

小倉北区馬借 1-7-1
093-522-9999

耳
(日 、祝・休日)
9:00～ 17:00

北九州市立

第 2夜間・休日急患センター
(コムシティ地下1階 )

八幡西区黒崎3-15-3
093-641-3119 内・外・整

(月 ～土)19:30～ 23:30

(日、祝・休日)9:00～ 23:30

医療機関名 所在地/電話番号 診療科目 診療時間

北九州市立

夜間・休日急患センター
(総合保健福祉センター1階 )

小倉北区馬借 1-7-1
093-522-9999 歯

(日、祝・休日)
9:00～ 17:00

名 称 区 域 電話番号

○ふくおか医療情報ネット
http://www.fmc.fukuoka.med.or.jp/qq/qq40gnmenult.asp 県内全域 092-471-0099

○テレフォンセンター
(北九州市立夜間・休日急患センター内)

北九州市 093-522-9999
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④交通手段

市町
②
県

③日時/会場
最寄り駅・最寄りIC 最寄 り駅・最寄りlCか ら会場まで タクシー

3 6km 199号 経 由 ( 3分 )

南へ徒歩0 5km(6分 )

(10分 )

西

県道63号経由 1フkm(8分 )

(門 司方面より)富野出口

(人幡方面より)大手町出口

本線 小倉駅

OJR鹿児島本線、JR日 豊本
福岡県
北九州市

8月 6日 (火)14:00～
北九州芸術劇場

北九州市小倉北区室町1丁目1-1-11

lE1003-562-3436

大会各会場 (開会式口競技会場・練習会場)一覧

②
県

市町
③会  場

最寄 り駅・最寄 明C 最寄り駅・最寄 りICか ら会場まで タクシー

OJR山陽新幹線、JR鹿児
島本線 小倉駅

○ 西鉄バス小倉駅バスセンターより  |
22番 西鉄バス黒崎バスセンター行  |
43番 JR八幡駅、JRスヘ

・―スワールド駅 行|

到津の森公園前 下車 250円 (24分 )|
下車後 徒歩0 7km(10分 )    |

1,830円

(15分 )

北九州市立総合体育館

北九州市八幡東区八王寺町4-1

lEL093-652-4001

○北九州都市高速道路

山路出口

下到津出口

0北へ 2 4km(9分 )
0国道3号 戸畑バイパス経由 2 8km(8分 )

OJR山陽新幹線、JR鹿 児 10北九州モルール
島本線 小倉駅     1 香春口三萩野 下車 190円 (4分 )

1 下車後 徒歩1 lkm(15分 )

930円

(10分 )

福岡県
北九州市

北九州メディアドーム

北九州市小倉北区三萩野3丁目1-1

1ュ093-931-7337

○ 市民球場方面 1 0km(1分 )○北九州都市高速道路

足立出口

り駅
県
両

② ③会  場
OJR山陽新幹線、JR鹿 児
島本線 小倉駅 香春口三萩野 下車 190円 (4分 )

下車後 徒歩1 lkm(15分 )

1,130円

(10分 )

○北九州モルール北九州市立小倉北体育館

北九州市小倉北区二郎丸3丁目4-1

lEL093-923-0823

○北九州都市高速遭路

足立出 口

○市民球場方面 1 2km(2分 )

OJR鹿児島本線 八幡駅  |○西鉄バス
八幡駅前より43、 54、 56番

1 上本町―丁目 下車 180円 (9分 )

1 下車後 徒歩0 5km(6分 )

980円

(10分 )

北九州市立八幡東体育館

北九州市八幡東区中央3丁 目9-6

1ユ093-662-9000

○北九州都市高速道路

山路出ロ

○県道51号～296号経由 3 7km(11分 )

OJR山陽新幹線、JR鹿 児
島本線 小倉駅

○北九州モルール

競馬場前 下車 230円 (10分 )

下車後 徒歩0 7km(9分 )

北九州市小倉南区日の出町2丁目5-1

lEL093-963-2675

○国道322号経由 1 8km(4分 )○北九州都市高速道路

北方出ロ

OJR山陽新幹線、JR鹿 児 10北九州モルール
島本線 小倉駅    1 香春口三萩野 下車 190円 (4分 )

1 下車後 徒歩1 lkm(15分 )

1,130円

(10分 )

北九州市障害者スボーツセンター アレアス

北九州市小倉北区二郎丸3丁 目4-1

lEL093-922-0026

○北九州都市高速遭路

足立出 口

○市民球場方面 1 2km(2分 )

OJR山 陽新幹線 、JR鹿 児
島本線 小倉駅

○西鉄バス

小倉駅入口より1番、7番

下到津 下車 220円 (12分 )

小倉駅ハ
・
スセンターより22、 43番

真鶴町 下車 250円 (19分 )

1,380円

(10分 )

福岡県立小倉西高等学校

北九州市小倉北区下到津5丁 目7-1

1:■093-561-0444

○北九州都市高速道路

下到津出口

○県道271号経由 0 8km(2分 )

OJR山陽新幹線、JR鹿児
島本線 小倉駅

○北九州モルール

城野 下車 230円 (7分 )

1,330円

(10分 )

OJR日 豊本線 城野駅   |○徒歩1 0km(11分 )

福岡県立小倉商業高等学校

北九州市小倉南区富士見3丁目5-1

11■093-921-2245

○北九州都市高速道路

紫川出ロ

○県道63号経由 1 7km(6分 )

OJR山陽新幹線、JR鹿児
島本線 小倉駅

○西鉄バス 小倉駅入口より

7、 70、 74、 90、 91、 92、 93、 97番

小倉高校下 下車 180円 (9分 )

1,080円

(10分 )

○北東へ 1 8km(6分 )

福岡県立小倉高等学校

北九州市小倉北区愛宕2丁 目8-1

■1093-592-3901

○北九州都市高速道路

大手町出口

OJR鹿児島本線 八幡駅

○北九州都市高速道路

山路出ロ ○東へ 0 8km(3分 )

福岡県立八幡高等学校

北九州市八幡東区清田3丁目1-1

1[■093-651-0035

枝光駅前より 42番

大宮町下車 180円 (5分)徒歩0 5km(

O徒歩1 0km(12分 )

山路出口 県道50号経由 1 9km(7分 )

650円

(5分 )

福岡県
北九州市

九州国際大学付属高等学校

北九州市八幡東区枝光5丁 目9-1

lE1093-671-8443
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4)交通手段

り交通手段

2,O8oE
(2o1,.)

八幡駅より43、 54番         1 1,880円
槻田橋 下車 250円 (18分 )   |(20分 )

下車後 徒歩0 7km(9分 )     |



会 社 名 電 話 番 号

国際グループ 0120-252-539

小倉交通グループ 0120-491-907

毎日交通グループ 093-533-7255

第一交通グループ 093-522-1818

勝山グループ 093-521-2735

貴船タクシー(有 ) 093-581-1550

西南運輸m 093-561-8631

中央タクシー(襴 093-931-0081

北交大和タクシー閉 093-871-2525

紫苑タクシー(有 ) 093-931-3862

(有)新和タクシー 093-561-1515

(株)カジュラスク 093-511-2223

八幡第一交通(有 ) 093-621-5663

北九西鉄タクシー冊 093-651-5661

閉光タクシー 093-671-1236

帆柱タクシーい 093-671-4464

祇園タクシー(有 ) 093-671-6676

(有 )セントラルタクシー 093-663-6663

昭和タクシー(有 ) 093-651-7422

市内主要タクシー会社 一覧
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平成 25年度全国高等学校総合体育大会放送予定

1 「NHK」 放送予定

※放送時間や内容は、変更となる場合があります。

2 「 J SPORTS」 放送予定

3 公式サイ ト

4 競技記録結果インターネット検索サービス

5 競技記録結果電話案内サービス「北部九州総体」記録センター・プレスセンター

QRコーード

||■■|■■ |  ´
`ヽ

.1日曽11      1■ ||||■ ■
||||||||||||. 1'日 :初      ||||||||||||‐ ||

フ月 31日 (水 ) 陸上競技

2日 目・ 3日 目

大分スポーツ公園大分銀行 ドーム

(大分県大分市 )
15:30～ 16:35

NHK Eテ レ

8月  1日 (木 ) NHK Eテ レ

8月  2日 (金 )
卓球 男女シングルス

決勝

北九州市立総合体育館

(福岡県北九州市 )
15:00～ 16:35 NHK Eテ レ

8月  3日 (土 )
バスケットボール

女子決勝

ダイハツ九州アリーナ

(大分県中津市)
15:30～ 17:00 NHK Eテ レ

8月  4日 (日 ) なぎなた団体決勝 嬉野市体育館 (佐賀県嬉野市 ) 15:00～ 16:00 NHK Eテ レ

8月  5日 (月 )
アーチエリー

男女団体決勝
白岩競技場 (佐賀県武雄市 ) 15:00～ 16:35 NHK Eテ レ

8月  7日 (水 )
サッカー

男子決勝

レベルファイブスタジアム

(福岡県福岡市)
15:00～ 16:35 NHK Eテ レ

8月 18日 (日 )
水泳 (競泳)

2日 目～最終日

長崎市民総合プール

(長崎県長崎市 )

15:00～ 16:00

(予定 )

NHK Eテ レ

8月 19日 (月 ) NHK Eテ レ

8月 20日 (火 ) NHK Eテ レ

8月 6日 (火 )
バスケットボール

男子決勝 【録画】

別府市総合体育館

(べつぷアリーナ)
22:00～24:00 J SPORTS 2

http://www.2013soutal.jp/

http://www.2013soutal.jp/mobile/

http: / /v1v1v1. k i rokukensaku. com/201 3nirai /
http://www.keital.kyogikekka_com/2013mira1/

7月 27日 ～8月 20日 ※ 9:00´V21:00 097-506-5688

※設置期間 :7月 27日 (土)12:00か ら開設

-92-

PCサイト

|||||‐  携帯サィ|||

PCサイト

|‐   携帯サイド|

||||1放送予定 |1競技名等 |||| 放送時間 チヤ|ンネル

|||||||1放送予定  | ||1 競技名等 | 会場 放送時間 チヤンネル



●應お輛

北部九州総体高校生活動の愛称「北部九州 join!joy!」

「2013未来をつなぐ北部九州総体」福岡県実行委員会企業協賛事業

「2013未来をつなぐ北部九州総体」開催にあたり、来県者を「おもてなしの心」で温かくお
迎えし、福岡県の魅力を全国に発信する高校生の活動を行うための経費を確保するため、企業
協賛事業を実施しました。
この取組に賛同された福岡県内の企業・団体・大学の皆様を御紹介させていただきます。御
協力ありがとうございました。

平成25年度全国高等学校総合体育大会
福岡県実行委員会

日本教育公務員弘済会福岡支部

dbEHBriT, 9 コ コ ロ が あ る 。 コ タ エ があ る。西日本シティ銀行

()西日本新聞 〃碑冨岡舎艮イ〒

d卜福岡空港ビルディング株式会社

九州旅客鉄道  九電エ  サニクリーン九州  サニックス
新出光 第一交通産業  トヨタ自動車九州 西日本鉄道
西日本旅客鉄道 福岡県教職員互助会  福岡交通  ふくや
九州共立大学  純真学園大学・純真短期大学
福岡大学スポーツ科学部

福岡県高校生活動生徒実行委員会

▼

番
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「
“
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削渕蟄猾熙
<スポーツ用品小売商協同組合加盟店>

地区 店   名 電話番号 地区 店   名 電話番号

福岡
(株)テツ&サンズ(ライオンズB3S) 092-711-2322 北九州 (株)門司スポーツ商会 093-321-0640

(株)ツクダスポーツ 092-711-8822 (株)カサザキスポーツ 093-381-0141

(株)フタバスポーツ 092-761-4249 友愛スポーツ用品店 093-381-0265

(有)アネックスワールド 092-725-7155
(有)三萩野スポーツ産業 093-941-2659

(有 )藤スポーツ

原嶋スポーツ

092-591-0324 (株)アダチスポーツ 093-511-1585

092-592-6001 ウインスポーツ 093…883-()963

(株)アスカスポーツ

(*) rln-tvvlfi-,y
明治スポーツ

たかしまスポーツ

(株 )フ クオカタイガー

(有 )スポーツアム

(有 )スポーツ館

Vスポーツプロポーザル

ハタエスポーツ

ミナミスポーツ

ヒラタスポーツ

ヤマウチスポーツ

(有 )アイビースポーツ

サイトウスポーツ

スポーツハウスさぶ

(株 )武宮スポーツ

(有 )辻スポーツ

(有 )スポーツのひろショップ

工藤スポーツ

篠栗スポーツ

(株 )スポーツ文巧堂

関スポーツ

ベースボールショップISHII

(有 )三好運動用品店

イーサンスポーツ

ヤマトジャバン

092-481-7151 (株)エスエススポーツ 093-671-3096

092-431-6665
(株)柳野スポーツ 098-601-0622

092-262-5516 (有)いまづスポーツ 093-262-5516

092-607-2849 長谷川スポーツ 093-611-1296

092-271-1786 マインド(株) 093-631-6697

092-963-5508 (有)水野運動用具店 093-761-2246

092-942-6630 (有)堀田スポーツ 093-245-0246

フ 0930-23-0512

(有)ツネスポーツ 0930-23-8061

あけばのスポーツ 0942-32-9383

トウスポーツ 0942-37-2700

久留米スポーツ 0942-43-7062

サン・イトウスポーツ 0942-36-1411

光富スポーツ 0944-51-3250

スポーツいでた 0942-34-0647

八ラスポーツ 0942-62-5538

(株)うえしまスポーツ 0943-23-3959

(有)フタバヤスポーツ 0944-53-6254

0940-37-2775

092-806-0510

092-811-3231 南部

092-851-8162

092-862-1616

092-843-8874

092-511-1038

092-523-1819

092-934-0820

092-947-4510

092-935-9745

092-504-2375

092-927-2159

0948-22-0464

092-555-7456

0949-52-6614

スポーツ用品のこ購入は組合加盟店にてよるしくお願い致します0
『
▽】 申ツ厠昌ふ宛薗脇同錮ゐ連合能

092-322-3822

092-561-8367

092-592-2202



バドミントンプレーヤーと共に創造するプロショップ!!

「

日本バドミントン専門店会加盟店
全国56加盟店、総店舗数96店舗、当加盟店はパドミントンに関して

熟知しているプロのスタッフやアドバイザーが皆様のこ来店をお待ち

しております。個人の技術相談、地域の活性化から日本バドミントン界の

レベルアップまで日本バドミントン専門店会はお手伝いさせて頂きます。

ご注文は最寄りの加盟店。Webショップで !!

JAPAN BADMINTON

FDD鏃叩用 1皿
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http:ノノwww.badnlinton‐ psu.00『n
上記にアクセスして頂きカタログ又はホームページから商品をお選びください。

日本バドミントン専門店(株)ネットショップでは常時、加盟店の協力で

アウトレット商品。廃盤品等のお買い得商品を掲載しております。

又、新製品の情報・販売も素早く対応しておりますので来店をお待ち

しております。

ご注文
■
■
■

携帯へURLをメールで送る

QRコードで簡単にアクセス

できます。

お気軽に最寄りの加盟店迄、

お問い合わせ下さい。FAXで、こ注文

カタログ又はホームページから商品を選んで頂き

FAX専用発注書に必要事項をこ記入下さい。

最寄りの加盟店、又は日本バドミントン

専門店会Webショップ迄、FAXして下さい。

FAX番号

スポーツプラス

イトースポーツ

クラウン商会

ラケットショップ山形

リトルビル

千秋スポーツ

ラケットショップササキ

プロシヨッフアオモリ

ラケット′ヽウス OISPO

ラケットショップ広瀬

ラケットショップ広瀬泉店

ラクットショップSWING

ラケットショップ

ラケットショップ

ラケットハウスグリップ

携帯でも注文が出来ます

0774口32‐ 1041

０
　
一

（
○

´
④

TEし011-271‐3855 FAX 011-290‐ 1668

TEL.011‐ 896‐8055 FAX 011-896‐ 8077

TEL0155‐ 23‐9193 FAX.0155-23‐ 9194

TEL0166‐ 32‐ 1788,AX.0166‐ 34‐ 8898

TEL.014343‐ 1006 FAX 0143454858

TEL 0178‐ 45‐ 0028 FAX 0178-45‐ 0180

TEL 017‐ 777‐0239 FAX 017‐ 777‐0243

TEL0197‐ 25‐

“

23 FAX 0197-25-“ 64

T[L022‐ 265‐0778 FAX 022‐ 262‐6103

TEL&FAX.022-375‐ 2255

TEL 019る 38‐ 1161 FAX 019‐ 637る 170

TEL023-“3‐6238 FAX.023‐

“

3‐ 6267

TEL.024‐ 93■ S642 FAX.02● 934‐5740

TEL018‐ 883-1151 FAX018-883‐ 1153

TEL&FAX.029-824‐ 0097

TEL“ 8643-5865 FAX 048‐

“

5‐ 2295

TEL04 7166‐ 7756 FAX 04‐ 7164‐ 5489

TEL&FAX.048-644-3115

TEL&FAX 043-253-1103

TEL&FAX.03-3621‐ 0255

TEL 03‐ 3716-2626 FAX 03‐ 3719‐ 3377

TEL 03‐ 3409‐ 6622 FAX 03‐ 3498‐ 2829

TEL 03‐ 5952‐ 7070 FAX.03-5952‐ 6677

北海道ブロック

東北ブロック

ウエンブレー秋葉原店 TEL 03‐ 3258‐ 2626 FAX 03‐ 3258‐ 2255

ウエンプレー藤沢店 TEL.0466‐ 26‐ 7272 FAX.0466‐ 26‐ 7559

ウエンプレー横浜店 TEL045‐ 317‐ 5959 FAX.045‐ 317‐5958

ウエンプレー新百合ケ丘店 TEL 044‐ 965‐441l FAX 04■ 9654224

ミノヤスボーツ TEL 03‐ 3652‐ 1505 FAX.03‐ 3652‐ 1506

RBTイテムラ TEL 03‐ 3683‐ 2963 FAX 03-5609‐ 2963

ラケットショッフフジ邸持g TEL 042‐ 322‐ 5626 RAX.042‐ 32■ 9555

ラケットショップフジ吉1鴨翡 TEL 0422‐ 22‐8844 FAX.0422‐ 214617

ラケットショップフジ所沢店 TEL&FAX.042-928-0288

ラケットショップフジ町田店 TEL 042‐ 723‐ 9555 FAX 042‐ 723-8268

ラケットショップフジ′に子店 TEL&FAX 0426-23-5191

ラケットショップフジ川崎店 TEL O“-541‐9555 FAX 04‐ 541-9558

ラケットショップフジ静同店 TEL&FAX.0559‐ 29‐ 9666

ラケットショップフジ川越店 TEL&FAX.049-223-7444

ラケットショップフジ立川店 TEL&FAX.042-527-9554

ラケットショップフジ赤羽店 TEL&FAX.03‐ 3900-9554

ラケットショップフジ海老名店 TEL&FAX.046-234-9444

ラケットシヨップフジ橋本店 TEL&FAX.042‐ 700‐ 9554

′ヽ日―ダックスポーツ TEt.045‐ 711‐7988 FAX.045‐ 711‐7987

TEL&FAX 0284-72-7024

フアミリースポーツ太田店 TEL&FAX.0276-22-3822

フアミリースポーツ館林店 TEL&FAX.0276‐ 75‐ 0543

フアミリースポーツ小山店 TEL&FAX.0285-25-5586

ラケットショップミッキー TEL.027‐ 243‐4267 FAX 027-221‐ 7660

ラケットショッフRaTo8a TEL 055‐ 287‐8988 FAX 055‐ 287‐8987

8‐WAY甲 府 TEL OSS‐ 288‐ 8283 FAX.055‐ 288-8284

E】■
ラケットショップノナカ TEL.052‐ 741‐ 3757 FAX.052‐ 741‐3901

オノダスポーツ TEL 05“‐26‐ 3“4 FAXЮ 54‐ 26‐ 0045

エパーラケット TEL&FAX 0596-29-0600

TEL.059-361‐ 7720 FAX.059‐ 361‐ 7721

TEL 0859‐

“

‐5171 FAX.0859-“ 4852

TEL.0859‐ 38‐ 5171 FAX.0859‐ 38-4852

TEL&FAX.0852‐ 28-5454

TEL 08● 2543419 FAX.086‐ 2543491

TEL&FAX.086-943-9002

TEL 082‐ 263‐3939 FAX 082‐ 262‐0790

TEL083341‐ 0273 FAX.0833-“ -2256

TEL082‐ 271-721l FAX.082‐ 271‐0888

TEL 082‐ 256‐ 5567 FAX 082‐ 256‐5568

TEL 082‐ 2%‐ 5655 FAX“ 2‐296`“ 5

スポーツあいしん TEL.090‐ 3417‐ 2162FAX.092‐ 328‐3305

運 動 員 屋 TEL.093452Ю lll FAX.093452()112

SSSス リーエス TEL&FAX 092-671-1124

体青
=ラ"ト
ワークスWalWal TEL&FAX.096‐ 326-8132

スボーツショップパード TEL&FAX.099-226‐ 8778

ラケットカツフアロエー,磯兄嗣嗜 TEL&FAX.099-226-6362

ラケットカッ:″ロエース福岡店 TEL&FAX 092-852-7250

ラケットショッフプロエース長

“

1店 TEL&FAX.095-832-8069

グリーンスポーツ TEL 0956‐ 31‐ 0373 FAX.0956‐ 31‐ 7288

片岡スポーツ TEL 0957-54‐ 3725 FAX.0957‐ 53‐6254

東海ブロック

中国プロック

九州ブロック

】||
プロショップサイトウスポーツ TEL 025‐ 223‐ 1959 FAX 025‐ 224‐ 1282

ラケットショップロ山 TEL&FAX 076‐ 493-2311

スポーツショップマツダ TEL076‐ 278‐2848 FAX.0フ ●278‐2356

フレンドスポーツ商会 TEL0776‐ 25‐ 3385 FAX.0776‐ 22‐ 2995

スボーツコバヤシ TEL.0770‐ 22‐ 0204 FAX.0770-22‐ 7355

マスタカスポーツ中込店 TEL 0267‐ 62‐ 0707 FAX 0267-63‐ 2169

マスタカスボーツ佐久平店 T[L0267‐ 66‐ 7070 FAX 0267‐ 66‐ 7071

スポーツショップ日新 TEL.026‐ 245‐0272 FAX.026-245‐ 2559

匡コ甕
プロショップシャトル TEL&FAX.077‐ 568-0585

ラケットショップイテムラ大津 TEL&FAX 077-521-1964

B‐WAY太 秦店 TEL.075‐ 882‐2799 FAX.07S―

“

2‐2988

B‐WAY宇治店 TEL 0774‐ 21‐ 5850 FAX 0774‐ 21‐6087

B‐WAY長岡京店 TEL 075‐ 951‐ 9955 FAX 075‐ 951‐

"66
B‐WAY桃山店 TEL 075‐ 604‐2234 FAX 075る 04‐22“

B‐WAY弁天町店 TEL.06‐ 6599‐ 2000 FAX.06-6599‐ 2001

ラケットショップイチムラ TEL 075-841る018 FAXЮ 75‐811■ 953

スポーツサンメイト TEL.072‐ 286‐6668 FAX.072‐ 286‐6667

ワンステップスポーツ TEL&FAX 0744-47‐ 3395

】|■
イツキスポーツ TEL&FAX 088-654-0353

TEL 087‐ 835‐2033 FAX 087‐ 835‐2045

ラケットショップ′ヽマナカ難ヽ山店 TEL089‐ 933‐2366 FAX.089‐ 932‐2241

TEL&FAX.0897-34-9191

TEL.088-832‐ 8939 FAX 088‐ 832-8940

近畿プロック

四国プロック

ピークスポーツ千葉店

言」と実績でLiゴ届1ナじます

Webシヨップで、こ注文

関東プロツク

ビー‐クスポーツ鶴糸店

ウエンブレー渋谷店

ウエンブレー池袋店

―
当
日
田
腱
遷

北信越ブロック



★★★祝 ★★★

平成25年度全国高校総含体育大会バドミントン競技大会

選手のみな様の健闘を祈ります

Bユロ‖l‖TO‖ Sin00 1984
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福岡県北九州市小倉南区新道寺 772-1
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メトリックフレックス・テクソロジー。
それは、しなるのに、ぶれない。

~ヽ
■

l

∠‐

直径6.5mmの極細シャフトで振り抜きを極めた「サテライト6.5シリーズ」。 ′し″rE===「¬F=ご′EF〓 iL魔
=■
)く〔

この実績の競技ラケットが新たな革新とともに生まれ変わりました。

メトリックフレックス・テクノロジーを応用した新シャフトを採用。

スイング方向の角度でフレックスの強弱が変わり、

しなりの抑制によるコントロールの向上と、

しなりによるパワーアップを同時に実現しました。
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パワーとコントロールを革新する「メトリックフレックス・テクノロジー」
シヤフトの中空部を構円状にし、カーボンの厚みにより、フレックスの強弱を設定。

しなりの抑制によるコントロールの向上と、しなりによるパワーアップを同時に実現しました

しなりを抑え、
コントロールを向上。

よくしなり、
パワーアップを実現。

Hongyan Pl rrnrr

EロヨロI BABOLATSATELiTE 6.5

振り抜きを極め、パワーとコントロールを革新した「サテライト6.5シリーズ」。
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SATELITE 6.S BLAST
YouTubeで公開中 !

SATELiTE 6.S POWER

ヽ

‐ SATELiTE S.SL:TE

¥22,050(本体価格Y21o“ ) ¥22,050(本体価格¥21′∞0) :  ¥22′
050(ホ●価格¥21′ 0(X)

、  AO[IN(HINA
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t-rvr.7rt)>r.)t'r.>1-7-r)ya.7?ttt)- E*B*fr-) fril*1t9>trVa7trt-y?-r7iyj a*frzoz-sqoz-2324 a^6.,/o6-63s2-asoo

で検索 !

‐｀喘嵐・

L

.―
・

.・隅電硼
―

・

Ⅲ[Ш

筵 型 |:i■ T「
CISION‖ HEN YOU ttNT ASYOU MNT

)
‐

^´

_1ヽ、1

〆ヽ

l  :::I,I
t  .  __ _、  ″
1ヽ、….   ‐‐‐‐‐‐

'＼ ャ〆

‥

　

　

　

　

　

ニ

ン
ス
モ
デ
ル
。

ョ
ッ
ト
も
自
在
。

q

www.ba bolat jplbadm inton



」へ RRovV&SOUARE― STRUCTURE
フ ロ ー 構 造 &ス ク ェ P構 造

る とに ARROW STRUCT∪ RE
させ さ

たスクエ,/
密なョン
ー構造で |

生まれる力を強力にサポートする。

SQ∪ ARE STRUCT∪ RE

XENE COREジ ーンコ P
フレーム全体に特許樹脂素材を使用

し、高圧、高温で固形化させること

によリヒッティング時のいやな振動、

衝撃を低減する。それにより面安定

〔SOL:口 )RES:NI CORE〕

XENE CORE HMG

性をより

も高める

フレーム全体の剛性

イ

一

ム
Lク ア「プ テ イマ イ ザ ー

ャフトのジョイント部

ョット

ねじれ

時

の を最適化し面 定 さ

□
コントロールの精度をより高くす

る。

た
ノ
′ F⊂〕〔3〔FLEX CONTROL STRUCTURE〕 ―SHAFT・

フ Lッ ク ス コ ン ト ロ ー ル ス ト ラ ク チ ヤ ー シ ヤ フ ト

従来品が、手元側からしなるのに対

してヘッド側でしなりを発生させ

る。ヘッドのかえりのスピードを

アップさせることでクイツクタッチ

を可能にする。

FCS‐SHAFT    NORMAL

� 10A RACKETS TECHNOLOGY

XENE:Magl●
XENE p● WEE口 日 REVロ ノXENE p口 WER口 9 EVロ
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MMOAJARAN CO"LTD。

携帯版
Ⅵ′W.badrnintOn.COjp/rnObi:e/

PC版
Ⅵ′、Ⅳぃ′.badrninton.cojp

モア・ジヤバン株式婁織
TEL.045‐ 730‐ 0495 FAX.045-743-0392

取り扱い店募集中です。

どんな事でもお気軽にこ相談下さい。

お問い合わせ先は、045‐730口0495 e口mail l info@badminton.cojp
または、下記のモア0スポーツ各店 (MMOA JAPAN NETWORK)へ !

|ヒ海道店

札幌店

青森店

黒磯店

栃木店

群馬店

横浜店

011-387-5950
011-299-3926
0172-34-6884
0287-63-6483
0285… 82-0466
0276-20-8830
045-716-1555

横浜店2
新宮店

阪神店

岡山店

四国店

福岡店

北九州店

045-743-0566
0735-21¨ 0810
0798-75… 6608
086-293-3988
087-844-8115
092-565-6121
093-692-8234

長崎店

熊本店

熊本南店

宮崎店

鹿児島店

屋久島店

沖縄店

0957-43-1440
0968-62-7412
0965-33-9209
0985-73-7908
099-251-0366
099-749-4840
098-831-7544

ヒマラヤスポーツでもお取り扱い
がございます。取扱い店舗につき
ましては、お問い合わせの上ご確
認ください。
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We have a fine dream

http://M′ ″ヽVV.himaraya.co.,p/
SPORTS
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ミズノは2020年東京招致活動を応援しています。

明日は、きつと、できる。
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原寸大で、この細さ。ミズノ史上最細のフレームとシャフトは、スイン ドを加速させる。それだけではない。ねじれに強い特殊カーボンで、

強く打てる。ミズノ・キャリバー、その細さは、プレーを支える力になる.面の安定化を図り、面ブレを防ぐ。しかも32ポ ンドまで対応 ,

―́―一、日■■目圏暉

‐一 ´    CALIBER 800
7T3-30062  ¥24′150(本体Y23,000)
3U:24‐312 ibs  ‐     [中 国製1

l
プ

.*-*.**aD
・ 一ヽ―   CALIBER CALIBER 600

¥23′ 100(本体Y22,000)
―‐    CALIBER 500

71・ 3‐ 30370  ¥23,100(本 体Y22,000)
.3U:22■ 30 ibs        [中 国製]

7T3‐ 30127  ¥24′ 150
3U:24～ 32 1bs,‐ 4U:19～ 27 ib5 ibs,4U:19～ 27 1bs .「中国製]

)*rJ;Htfir&*6{affie" j: mizuno.jp 80120-320-799



C)P'乃F■en′  ″     ファイテン

1

トップデ.ィディションを整える。
>´
´́¬秒
1饉鯉メ曜聾夢ビiアスリートの世界。

襲鱚炒醸層曜凩″ビを縮めるために、あらゆる努力を惜しまない。

「
旱蟄騨
繭場のチャレンジー 過酷なトレーニングを続ける肉体に

議霧
解
1欠かせないもの、それは毎日のポディケアだ。
さあ肉体を磨き、コンディションを整える。

最高のコンディションにこそ最高のパフォーマンスは宿る。

SPORTS SPATSA―フ(吸汗速乾)¥3,990(税 込)

ロサイズ/S・ M・ L・ L上・3L ロカラー/プラック
※その他、クォーター(3,99D円 )・ ロング (4935円 )も取り楢えております。

ファイテン

チタンテープ

(伸縮タイプ)

□3.8cm× 4.5m

¥980(税込)
□5.ocm× 4.5m

¥1,180(税 込)

パワーテープX30

□50marks
¥1,050(税 込)

パワーテープ

□70marks

¥735(税込)

ウォーミングアップジェル

□110g

¥1,575(税 込)

リラックスジェル

□110g

¥1,575(税 込)

e―water

イー・ウォーター

□120ml

¥1,260(税 込)
□480ml

¥3,465(税 込)
A

日本バドミントン協会

財団法人

審査合格品
スパッツ

暮[8E著肇ザ:｀ i函函0120…524-976
●― 通販カタログ無料進呈中 !お気軽にお問い合せください http://www. p h ite n -sto re. co m/

携帯電話からも
ラクラク
シヨッピング!!

インターネットもラクラクショッピング!!
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祝 平成 25年度全国高等学校総合体育大会
バ ドミントン競技大会

高松宮記念杯 第64 全国高等学校バドミントン選手権大会
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九 州共立 大学

体操着つて、青春着。
仲 間が いる。思 い 出が ある。

機
|''.|

G00D SCH00L LIFE
G00D SCH00L SPORTSWEAR
Licensed by lDESCENTE

ヽ

１

明石被服興業株式会社
九 州 支 店 〒813-0034福 岡県福岡市東区多の津1丁 目8‐ 6福岡流通センター内
TEL.(092)622‐ 2521
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目指すはいつでも

学校法人福原挙囲

スポ…ツ学部
E-mail nyushi@kyukyo-u.ac.jp
ホームベージヘのアクセスは

〒807-8585福 岡県北九州市八幡西区自由ケ丘 1-8

〔入試課]TEL.093‐ 693‐ 3305 FAX.093‐ 693-3044
[代  表]TEL_093‐ 693‐ 3046 FAX.093‐ 603‐ 8186
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11,il第‖回全国高等学校||ドミントン選手権大会
ラケットスポロツ専門店

SSS I I
′

K
Kyushu International University

学校法人九州国際大学

九州国際大学 法学部/法律学科
経済学部/経済学科経営学科
国際関係学部/国際関係学科
大学院/法学研究科企業政策研究科

〒805-8512北九州市八幡東区平野1-6-16093-671-8910

九州国際大学付属高等学校
〒806-0002北九州市八幡東区枝光5-9-18093-671-8443

九州国際大学付属中学校
〒806-0002北九州市八幡東区枝光5-9-18093-671-9001

福岡市東区香椎駅前3丁目4‐28‥ 101

TEL=FAX 092-671-1124  店休日 水曜日1祝日
営業時間 12:00～ 20100日曜日のみ12:00～ 17100

WEB SHOP OP[N
日本バドミントン専門店会加盟店

騰Ar瓢議ピ丁o騨 頌距l炉可可源̀靱 N]曇

wwwOsss… sportsOnet www, bad m i nton-ps u,com



結び合 う ちか ら

未来へ 書きあう

平成25年
9月 13(金 )楊 1■ 大 )
◎水泳競技/9月 7日 (土)>8日 (日 )
◎ゴンレフ競技/9月 11日 (水)>13日 (金 )
会場/北九州市内スポ…ツ施設等で開催
◎実施競技
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バスケットボール  自転車競技   ソフトテニ 軟式野球
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ソフトボール   バドミントン ボウリング
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福岡県

法人北九州市体育協会

ック委員会、NHK、 一般社団法人共同通信社人日本Иげ
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学生服 や体操服 の先 にある、子 どもたちの さまざまな体験 や時間 。私 たちは、そのす
べ て を

応援できる企業でありたいと思 っています。160周 年を迎 えた本年、子 どもたちのより良い未来を

つむ ぐため に、新 たな一歩 を踏 み出 します。カンコー学生服 に これか らもご期待 ください。

受rMNKο
「尾崎商事株式会社 」は、「菅公学生服株式会社 」ヘ

社名変更 いた しました。

菅公学生服株式会社 北九州営業所 菅公学生服株式会社 福岡営業所
〒803‐0801福岡県北九州市小倉北区西港町108‐2
TEL 093(563)2600 FAX 093(563)2602

カンコー学生月EIヨ |□圏l http://kanko‐ gakuseifuku.co.ip/

管公学生服株式会社 お客様相談室 フリーコール 0120-712983
9:00～ 17:30/土・日・祝日除く。※携帯電話、PHSか らもご利用いただけます。

¬)II(公
財)幸
明 謡
還協賛
Ol織ポ『諾嵩朧 燎 ● 1錫1目栞:轍喜壼努ボルマーク付

〒813‐0034福岡県福岡市東区多の津4¨24‐25
TEL 092(621)8852 FAX092(624)8853

カンコー学生服は、子どもたちの健康と学業成就を願って

学問の神様である菅原道真公 (菅 公 =カ ンコー)に

ちなんで名付けられました。

コンけ

J60め重
腱L
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動画で見れば、驚異の

しなりの違いがより鮮明に!!
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Heavy & Sharp
最新のスラスターKシリーズは′グラフェンを採用、

ラケットの曲げとねじれの剛性・打球時の安定性

のUPにより、インパクトある攻撃力を実現!更に、

フレーム下部の両側にカタパルトストラクチヤー

加力溝を搭載、スマッシユの瞬間にフレームの歪

みを復元する力を高め、パワーを蓄えることが可能

になり、重く鋭く新しいスマッシユの打感を体感できる。

ヽだヽECTOR

スラスター K8000/¥22,050(本体価格21,000)/台湾製
www.victorsport. jP



Good ! E oosen
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▲―デルタのコードがシングルスプレイヤーのパワーを引き出す。

破壊力のあるスマツシュと繊細なネットのコンピネーション。

¥23=100〔フレーム価格]/フルケース付(本体価格¥22.000)
ノ

鍍
ヽ
ゝ 旦111'LD__1_L量」lL塾12_三2Ll≡ 2生

A―ラムダのコードがダブルスプレイヤーのパワーを引き出す。
強烈なスマツシュとプツシユのコンピネーション。

¥21,000[フ レーム価格]/フルケース付(本体価格¥20.000)デルタ&ラムダよ

眠れるパワー
rワ
|ミ出す。
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ャバい切れ
BREETS__L望スタムエッジタイプエス

千変万化のオールラウンダー。
あらゆるプレイシーンにアドバンテージを発揮する。

¥114,700[フレーム価格〕/フルケース付(本体価格¥14.000)

00SEN⑥,uKE"
Group 株式会社ゴーセン 大阪本社

〒540‐ 0038大阪市中央区内淡路町3‐ 1・ 17 TEL.06‐6942‐ 5871 FAX.06‐ 6942‐ 0773
http://www.gosen‐ sp jp/
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佐々木 翔 (ささき しょう)

男子シングルスロ本代表/トナミ運輸所属

2012年最高 |:i界ランキング6位

使用ラケット:RECON 2 BLX

松友美佐紀(まつともみさき)

ダブルス日本代表/日本ユニシス所属

2012年最高世界ランキング7位

使用ラケット:FIERCE 2 BLX
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*ナノメトリックは、東レ(株 )のナノアロイ●テクノロジーを応用した新素材です。

facebook. com/Y0l{ EXBadmi ntonJapa n

多
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ARCSABER
特設WEBサイト
公開中 !!
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C目|□|IDア ークセイパー11/¥25,200(本体価格¥24,000)/日 本製

「ネオCSカーボンナノチューブ」がくわえ込み、
「ソニックメタル」で鋭く弾く。
ピンポイントで狙うカウンターレシーブ

インドネシアの英雄「タウフィック・ヒダヤット」彼のバックハンドから繰り出され

る多彩なレシープは、マシンのように正確で相手を翻弄する。その天オプレーヤーと

ヨネックスの16年の集大成が、ラケットになった。粘り強さを増した「ネオCSカーボン

ナノチューブ」を内側に、剛性の高い「ソニックメタル」をフレーム外側に装着。

シャトルをしっかりくわえ込み、反発性能をさらに向 Lさせている。ジョイント部には

新素材「T― アンカー」を採用し、ねじれを抑え、コントロールの精度を上げた。

「アークセイバー ll」 レシーブを自在に操り、ゲームを支配したいプレーヤーヘ。

狙える

"の
“
Ｅ
ヨ
ロ
，

月
1冒桁〆/h ■■■

■■■

■■■■

YONEX史上最軽量「 F」サイズモデル。
新 素 材「ナノメ トリック」が 、か つ て な い八 イス ピー ドス ウィング を実 現 。

ナノサイエンス新素材 rナノメトリック」が強さを引き出し、シャフトの体積を大きく減少.5Uを

超え、常識を超える新重量規格 rF」 を創り出し、ヨネックス史上最軽量平均73gのラケット
「アークセイパーFB」 を誕生させた。約30km/hも速くなる八イスピードスウィングから、ミスの少

ない多彩なラケットワークでレシープする。どんなショットにも素早く反応し、チャンスを逃さず一

歩前で叩く。「軽い」だけではない「速さ」も兼ね備え、アークセイパーは未知の次元へとワープした。

※ヨネックス(株)調べ/中止級者のスウィングスピードを測定/従来ラケット:200km/h、 ARC―FB:230km/h
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